


三朝町は豊かな自然環境を背景に、そこに生活する様々な人々が紡ぐ文化や歴史とともに発展して
きました。その中で、三

み と く さ ん

徳山と小
お し か け い

鹿渓は同地域にあって固有の自然環境を共通基盤としつつ、それぞ
れが異なる価値を有しています。
古来より山岳信仰の霊場として栄えてきた三徳山は、国宝三

さ ん ぶ つ じ お く の い ん な げ い れ ど う

佛寺奥院（投入堂）をはじめとする多
くの文化財を有するとともに、その特徴的な地形や植生分布による稀有な自然環境と混然一体になる
ことで優れた風致景観を形成しており、昭和９年に国の名勝及び史跡に指定されました。また、町を
代表する景勝地として人々に愛されてきた小鹿渓も、悠久の時の中で特徴的な地形や植生分布を形成
し、国

こ く ぶ さ い と う

分犀東によって見出された小鹿渓奇勝二十一景に代表される風光明媚により、昭和 12 年に国
の名勝に指定されました。これらにより、所有者や地域の方々はもとより、様々な関係者など先人の
努力によって今日まで守られてきたものであり、我々もまた後世へと確実に引き継がなければなりま
せん。
併せて、平成 27 年には文化庁による「日本遺産」事業がスタートし、三徳山が三朝温泉とのストー
リーを活かした「六

ろっこんしょうじょう

根清浄と六
ろ っ か ん ち ゆ

感治癒の地～日本一危ない国宝鑑賞と世界屈指のラドン泉～」として
日本遺産第 1号認定を受けたことで、文化財を活用した観光振興と地域活性の機運が一層高まってお
り、これまで以上に文化財の活用が求められます。
この度、三徳山と小鹿渓の保存と活用を一層充実させるべく、それぞれが有する価値と課題を明ら
かにし、２つの文化財の保存活用方針を一体的に示す「名勝及び史跡三徳山・名勝小鹿渓保存活用計
画」を策定することができました。本計画の策定にあたり、名勝及び史跡三徳山・名勝小鹿渓保存活
用計画策定委員会の委員の皆様、文化庁文化財第二課及び、鳥取県地域づくり推進部文化財局並びに、
その他関係各位から多くのご指導、ご助言をいただきましたことに厚くお礼申し上げます。

令和４年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県三朝町教育委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　西田　寛司

序文



例　言

１�　本書は、鳥取県東伯郡三朝町門前・三徳に所在する名勝及び史跡三徳山、同神倉・中津に所在す
る名勝小鹿渓についての保存活用計画である。

２�　本計画策定に係る事業は、三朝町教育委員会が事業主体となり、令和２年度国宝重要文化財等保
存・活用事業費補助金を受けて実施した。

３�　本計画は、三朝町教育委員会が設置した「名勝及び史跡三徳山・名勝小鹿渓保存活用計画策定委
員会」における検討、協議をもとに、文化庁文化財第二課、鳥取県地域づくり推進部文化財局の指
導・助言を得ながら策定した。

４　本計画策定に係る諸記録は、三朝町教育委員会において保管している。



第１章　計画の沿革・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1
第１節　策定の経緯と目的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 1
第２節　計画の位置づけ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 1
第３節　対象範囲・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 6
第４節　計画期間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 6
第５節　委員会の設置と計画策定の経過・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 6

第２章　概要と価値・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8
第１節　町の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 8
第 2節　三徳山・小鹿渓地域の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 9
第３節　名勝及び史跡三徳山の価値・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�24
第４節　名勝小鹿渓の価値・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�30

第３章　名勝及び史跡三徳山の現状と課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・34
第１節　調査研究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�34
第２節　保存管理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�34
第３節　活用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�40
第４節　整備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�42
第５節　運営体制・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�44

第４章　名勝小鹿渓の現状と課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・46
第１節　調査研究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�46
第２節　保存管理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�46
第３節　活用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�47
第４節　整備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�48
第５節　運営体制・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�49

第５章　理念と基本方針・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・51
理念・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�51
基本方針・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�51

第６章　保存と活用の方向性とその方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・52
第１節　調査研究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�52
第 2 節　保存管理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�52
第 3 節　活用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�58
第 4 節　整備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�59
第 5 節　運営体制・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�61

第７章　今後の保存活用に向けて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・62
第１節　保存活用の実施・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�62
第２節　実施期間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�62
第３節　計画の周知・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�62

巻末資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・64 ～ 92
参考資料（文化財保護法（抜粋）ほか）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・93 ～ 104

目　次



1

第２節　計画の位置づけ

第１章　計画の沿革

第１節　策定の経緯と目的

昭和９年７月７日、三徳山は国の名勝及び史跡に、昭和 12 年 12 月８日、小鹿渓は国の名勝に指
定された。三徳山においては、平成３年３月に「三徳山地域保存管理計画」（以下、「保存管理計画」
という。）、平成 15 年３月に三徳山地域保存管理計画「環境整備基本計画」（以下、「環境整備基本計画」
という。）を策定し、保存管理に重点を置き、開発行為との調整を図ってきた。さらに、観光振興の
観点から名勝及び史跡の活用を図るため、平成27年 11月に「小鹿渓・三徳山周辺資源活用計画」（以下、
「周辺資源活用計画」という。）を策定している。また、平成 26 年３月には三徳山の指定地の一部が
大
だ い せ ん お き

山隠岐国立公園に編入されたことにより、保存上考慮が必要な事項が新たに生じることとなった。
一方、全国的な過疎化・少子高齢化などを背景に、文化財の滅失や散逸等の防止が緊急の課題であり、
未指定を含めた文化財をまちづくりに活かしつつ、地域社会全体でその継承に取組んでいくことが求
められている。さらに、平成 30 年６月には文化財保護法（以下「保護法」という。）が改正、平成
31 年４月に施行されたことにより、国指定等文化財の所有者又は管理団体は、保存活用計画を作成し、
国の認定を受けて、個々の文化財の確実な継承を図りつつ活用することができるようになった。
このように、文化財を取り巻く様々な状況が変化し、その対応が必要になっていることに加え、三
徳山と小鹿渓２つの文化財は、近年の調査研究により地形、植生、歴史、文化等それぞれで共通性、
関連性が示されていることから、一体的に保護、保全及び調査・研究を図る必要がある。よって、「名
勝及び史跡三徳山・名勝小鹿渓保存活用計画」は、名勝及び史跡三徳山と名勝小鹿渓を後世へ確実に
継承するため、その価値と課題を明らかにし、保存管理、活用、整備、運営体制に関する方針の可視
化を図ることを目的とする。

第２節　計画の位置づけ

本計画は保護法第 129 条の２の規定に基づき、名勝及び史跡三徳山並びに名勝小鹿渓における現
状と課題を整理し、今後の取組に対する基本的な方針を明確にするものであることから、関係する各
種計画等との位置づけを第１図及び表１～５のとおり整理した。

第１図　保存活用計画の位置づけ
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第１章　計画の沿革

名称／策定主体 内容・関係個所（抜粋） 策定時期
第 11 次 三 朝 町 総 合
計画
－笑顔と元気があふ
れ輝く町－

三朝町

第２章　計画策定にあたって
　第３節　三朝町の基本的条件
　３　地域と資源
�　町の主要産業は、観光業と農林業であり、観光業では平成 27 年に日本遺産第
１号として認定された三徳山・三朝温泉の魅力を最大限に活かしながら、町全
体に点在するさまざまな魅力を交わらせ、互いに響き合わせながら発展するこ
とが期待されます。

第３章　分野別将来像と政策の基本方針
�　分野別将来像４：豊かな資源を活かす町本町の主要産業である観光・商工業
においては、時代の潮流を読みながら、いつの時代になっても「観光の町」と
しての誇りを持ち、日本遺産となった三徳山と三朝温泉を中心としながら、地
域資源の活用と新たな魅力の発掘・発信に努め、世界に通じる温泉の町として、
多くの観光客に喜んでいただける町づくりに取り組んでいきます。

  【地域資源の活用に向けて】
�　三徳山投入堂、三朝のジンショといった普遍的価値の高い文化財は、本町に
とってかけがえのない宝です。今後は、地域に伝わる伝統文化など、活用でき
ていない貴重な地域資源を掘り起こし、これらに磨きをかけながら、さまざま
な分野における “みささの魅力” と交わり響かせ、新たな観光資源としていき
ます。

　第４節　豊かな資源を活かす町
�　近年の観光の要は「情報発信」です。三朝温泉、三徳山、小鹿渓といった豊
かな地域資源を持つ三朝の魅力を、さまざまな手法によりスピード感を持って
効果的に発信することが重要です。

  【みささスタイルの実現目標】
　・日本遺産のブランドを将来につなげていくためのグランドデザインを創ります。
　・�町内の文化財について、適時調査を実施し、その価値の解明と適正な保存、　

管理に努めます。
　・�学校教育や社会教育の場を活用し、町民の文化財に対する理解の向上に取り組

みます。
　・�日本遺産の認定を受けた三徳山を中心とした町内文化財の価値などについて、

積極的に情報発信を行い、町のイメージアップにつながる取組みを推進します。
　・日本遺産の保全に努め、積極的な活用に向け国内外への周知を図ります。

平成 31 年
3月

三朝町地方創生総合
戦略

「笑
ま ち

顔づくり元
ひ と

気づく
り活

しごと
力づくり総合戦

略」

三朝町

第２部
第２期「三朝町まち・ひと・しごと創生総合戦略」
　「しごと」の創生・・・つくりだそう
　目指すもの：新たな魅力づくり（「温泉と三徳山」＋Ｘ）
　分野別将来像４：豊かな資源を活かす町
　基本事業４－１　観光業・商工業・農林業の活性化
  【事業の方向性】
　・�三朝温泉を中心とした観光資源、豊かな自然環境、魅力的な農産物、価値ある

文化財を互いに連携させながら、みささならではの魅力づくり、産業振興を進
めます。

　基本事業４－２地域資源の活用に向けて
  【事業の方向性】
　・�三徳山投入堂、ジンショなどの文化財をはじめ地域に伝わる伝統文化を掘り起

こし、新たな付加価値を創造していき、町の魅力を拡充します。
　・国が認めた価値「日本遺産」のさらなる魅力向上を進めます。
　基本事業５－１ “みささらしい暮らし” を創る
  【事業の方向性】
　・�人との出会い、交流を通じて豊かな三朝町の暮らしを実現します。町の魅力は

温泉、三徳山だけでなく、元気な発信力を持つことが元気な人を引き寄せます。
そして、豊かな暮らしを町外へ向けて積極的に発信することにより、町を「知
ってもらう」、「来てもらう」、「関わりを持ってもらう」、「住んでもらう」へと
関係性を上げていきます。

令和２年
３月

小鹿渓・三徳山周辺
資源活用計画

小鹿渓・三徳山周辺
資源活用検討委員会

４．計画の基本方針
１）小鹿渓・三徳山エリアの目指す将来像
�　人と自然とのかかわり方を再認識し、地域資源の活用と保全を進めることで、
三徳山からあふれる癒しの力を地域全体に波及させていきます。また、点在す
る地域の資源を “水と緑の回廊” によりネットワーク化し、地域の資源として
一体性をもたせることで小鹿渓・三徳山周辺地域のにぎわいに広がりをもたせ、
地域活力の向上につなげていきます。

平成 27 年
11 月

表１　本計画の関連計画等（１）
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第２節　計画の位置づけ

名称／策定主体 内容・関係個所（抜粋） 策定時期
２）本計画の基本理念・基本方針
�　基本理念を「バランスのとれた保全と活用策の推進」とし、地域の資源活用
に向け、将来像を具現化する基本方針として「地域の資源を守る」「地域の資源
を磨く」「地域の資源を誇る」とします。

　基本方針 1「地域の資源を守る」
�　小鹿渓・三徳山周辺地域の自然・文化・歴史・景観といったさまざまな魅力
をもった地域の資源を将来に誇りを持って継承するため、地域の資源の価値を
再認識し、地域一体となって保全します。

　基本方針 2「地域の資源を磨く」
　�　小鹿渓・三徳山周辺地域の豊かな地域資源を最大限に活用できるように、また
これから増加する来訪者の増加に対応できるように、地域の資源の保全と活用の
バランスを図りながら地域全体の魅力向上につながる環境をつくります。

　�　また、小鹿渓・三徳山周辺地域に点在する資源の一体性をもたせるために、地
域の連携を強化します。

　基本方針 3「地域の資源を誇る」
　�　新たな「癒しとにぎわい」につながる地域の資源を世界に誇れる一級品の観光
資源として活用し、多くの人を小鹿渓・三徳山周辺地域に呼び込むため、地域の
もつ優れた魅力を国内外に広く発信します。

三徳山地域保存管理
計画

三朝町教育委員会

第Ⅳ章三徳地域の保存と整備
第 1節　保存管理の基本方針
　価値を認められ、指定を受けての保存管理であるため、名勝及び史跡の現状維持
が基本である。
　指定地域の範囲を一律に規制することは困難性もあるため、地域の特性をふまえ
て、次の５区域に区分して、区域ごとにそれぞれに立地の特性を生かした保存管理
計画を定めた。
１）名勝・史跡厳正保全区域
　�　この地の現状変更については、原則認めない。ただし、文化財保護保存に関す
る施設及び宗教活動のための施設、防災対策上の施設、登山、散策道の整備改修
については、遺構の保存・景観への配慮を前提として協議の対象とする。

２）生活環境区域
　　この地の現状変更は、関係機関が十分検討・協議して対応するものとする。
３）生産・ふれあい区域
　�　指定地に係る連絡道の改修及び遊園整備については、とくに埋蔵文化財の事前
調査等を踏まえて事前協議の対象とする。

４）散策・体験区域
　�　この地の現状変更は、名勝としての自然要件である森林、渓流の保全をふまえ
つつ、とくに埋蔵文化財の事前調査等を踏まえて事前協議の対象とする。

５）交流区域
　�　ここを活用して、三徳山の歴史や文化を知る施設、便益施設を設けて出会い・
ふれあい広場の整備をはかる。これについては、事前に遺構の調査を十分に行っ
たうえで、かつ、この地域の歴史にふさわしい景観保全上の修景を必要とする。
この地の現状変更については、以上をふまえつつ特に埋蔵文化財の事前調査等を
ふまえて事前協議の対象とする。

平成３年
３月

三徳山地域保存管理
計画「環境整備基本
計画」

三朝町教育委員会

Ⅳ基本方針
２．環境整備基本計画の基本方針
（１）山岳信仰の行場としての継承
　�　三徳山正面石段付近から三佛寺奥の院投入堂までの山容について、『起承転結』
（昭和 55 年近藤公夫著）で語られ、光の明暗、期待と不安、高低差、堂宇の配置等、
物事が成就する仕掛けがデザインされ、荒廃しているカズラ坂等を必要最小限の
保存修理により山岳信仰の行場としての継承を図る。

（２）歴史的景観の保全
　�　三徳山では歴史的建造部の人工美と巌峰森林渓谷の天然自然美がよく融合調
和しており、また堂宇は自然に溶け込んで歴史的景観を育んでいる。これを忠実
に伝承しながら建造物の保存修理、防災対策を行い歴史的景観の保全に努める。

（３）自然環境の保全
　�　岩石・地形・水・空気・草木などの自然と国宝投入堂を始めとする古建造物を
包蔵する三徳山は両者が相まって名勝・史跡に指定されており、その整備にあた
っては必要最小限の保存修理に止めることとし、自然環境の保全に努める。

（４）文化財保護と観光の調和
　�　観光客・参詣客が目指す三徳山の本領は、宿入橋から行者道を経て国宝投入堂
の参拝であり、観光客へ霊山・山岳行場であることを十分に説明し伝え、心構え
の啓発を行い文化財保護と観光の調和を図る。

平成 15 年
３月

表２　本計画の関連計画等（２）
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第１章　計画の沿革

名称／策定主体 内容・関係個所（抜粋） 策定時期
（５）保護・保全体制の充実
　保全体制については、愛護団体の育成、既存ボランティア・所有者・寺院・寺院
関係者・地元・行政関係者等が連携し、名勝及び史跡三徳山の各種文化財等を保護
保全しながら周知活用を図ることとする。

名勝小鹿渓活用整備
計画

三朝町

３活用方針
（１）目指す将来像

地域と連携し、自然の渓谷美を守り伝えることで、観光客の満足度の向上を図る。
（２）基本方針
  １）ストレスなく快適でかつ、自然に触れ合える環境整備を効果的に行う。
  ２）�「保存」は「自然美の保全」、「活用」は「環境整備・情報発信の強化」と言えます。

将来像に近づけるためには、このバランスを保つ。
  ３）地域の取り組みを側面的に支援する。

令和３年
３月

日本遺産を通じた地
域活性化計画

三朝町

１　将来像（ビジョン）
　三徳山と三朝温泉の長い歴史の中で生まれた「三徳山での修行と三朝温泉での入
湯により心と体を清め、その修行の疲れもまた三朝温泉で癒す」という日本遺産の
ストーリーを活かし、新たな魅力を掘り起こすことで、国内はもとより世界に通じ
る小さくてもキラリと光る「日本遺産の町」を目指す。
 【実現を目指す将来像】
　 （１）国内外から訪れる旅行者で賑わう町
　 （２）地域資源の活用により経済が潤う町
　 （３）住民の活躍が町の持続化を後押しする交流と活気のある町
２　地域活性化のための取組の概要
（１）組織整備
　�　日本遺産事業に取り組む日本遺産活用推進協議会を、観光振興に取り組む「日　　
本遺産三徳山三朝温泉を活かす会」と構成文化財の保護・普及啓発に取り組む「日
本遺産三徳山三朝温泉を守る会」の２つの組織で構成し、民間団体などと連携を
強化するなど組織を一新した。

（２）戦略立案
　戦略１　ストーリーを活かす
　�　古来より醸成されてきた三徳山と三朝温泉を中心とする日本遺産ストーリー
を活用し、体験型の「現代湯治」の考え方と重ね合わせることで、本町独自の温
泉滞在プランとして確立する。

　戦略２　地域資源を磨く
　①��文化財を活用した観光誘客
　　�構成文化財を活用し、非日常的な体験プランとして組み立てることで日本遺産

ストーリーに載せた観光誘客につなげる。
　②調査・研究への取組
　�構成文化財である三徳山、三朝温泉に関する調査・研究を深化させ、ラドン
泉の健康への効果に対するエビデンスを研究するなど、新たな発見による魅
力アップを図る。

　③顧客満足度（マーケティング）調査に基づく事業展開
　　�旅行のニーズや満足度、意見、要望などについて調査・分析を行い、サービス

改善や品質向上を図る。
（３）人材育成
　�　日本遺産事業に取り組む上で最も大切な財産である “人財”（地域プロデュー
サー、地域民間プレーヤー、構成文化財の担い手等）の育成に取り組む

（４）環境整備
�　ガイドコンテンツ、ガイダンス施設の整備充実、三徳山行者道のメンテナン
ス活動など構成文化財の維持・保存・修繕を図るとともに、新たな商品開発を
通じて三朝ブランドの浸透と拡大を図る。

（５）観光等事業化
①ストーリーを体験するプランの提供
②海外観光客の誘致と地域振興
③広域連携による観光事業のマッチング

（６）普及啓発
①魅力的な学習・体験機会の提供
②学校教育との連携

３　他の観光施設との連携
　鳥取県や鳥取中部ふるさと広域連合等が展開する「癒し」をテーマとした広域観
光ビジョンと連携し、広域周辺や滞在型観光の推進を行う。

令和３年
11 月

表３　本計画の関連計画等（３）
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第２節　計画の位置づけ

名称／策定主体 内容・関係個所（抜粋） 策定時期
鳥取県文化財保存活
用大綱
鳥取県域における文
化財の保存と活用に
係る指針

鳥取県

第４章　文化財の保存・活用に関する基本的な考え方
１．基本的な考え方
  （１）文化財の保存と活用の体系と理念
  【保存と活用に関する理念】
　�　県民が地域にある文化財の存在及びその本質や魅力を知り、それを活かす工夫
を通じ保存を図りながら、地域活性へとつなげる。

第５章　文化財の保存・活用を図るために講ずる措置
１．文化財の保存・活用の方針
  （１）保存・継承
　�　文化財の保存のために講じる措置として、法令等に基づく指定等を積極的に進
める。

  （２）公開・活用
　�　文化財の価値を高め、新しい魅力を創造し、地域文化や地域づくり、地域振興
に積極的に活用をするために、地域住民等が「知る」機会をつくるよう以下のと
おり取り組んでいく。

  【教育・生涯学習への活用】
　�　将来を担う子どもたちが「郷土とっとり」の歴史や文化を誇りに思い、史跡、
まちなみ、建造物、郷土芸能、祭礼行事、民工芸等の貴重な文化財を大切にする
気運、意識の醸成を図る。
  【地域振興・観光振興】
　�　文化財を知り関わる人々を増やし、関係者や団体を行政が支援するという体制
を構築していくことで、本大綱で設定する関連文化財群のストーリーを活かしな
がら地域活性化につなげていく。

  【情報発信】
　�　これまでも県ＨＰにおいて、国県指定等文化財を紹介する「とっとり文化財ナ
ビ」、伝統芸能については「鳥取伝統芸能アーカイブス」さらに facebook による
情報発信に努めている。しかし、近年は本県を訪れる外国客が増加しており、こ
うした媒体や現地に立てている文化財解説板などの多言語化が必要と考えてお
り、外国人にもわかりやすい表記方法なども含め取り組むこととする。また、Ｖ
Ｒ（仮想現実）やＡＲ（拡張現実）等のＩＣＴ技術を積極的に活用し、文化財に
興味のない人々への働きかけをするとともに、郷土資料や刊行物のデジタル化と
公開により多くの利用者に益するよう取り組む。

令和 2年
3月

「大山蒜山地域ビジョ
ン」
新たな魅力の創生に
向けて
～つなぐ、つながる
～
地域力を活かした多
様性あふれる公園づ
くり

大山隠岐国立公園 大
山蒜山地域連絡協議
会

第１章大山隠岐国立公園大山蒜山地域の特徴
  ３. 大山蒜山地域内の各地域の特徴
（５)三徳山地域
　特徴：�照葉樹林から落葉広葉樹林まで連続して分布する自然林、希少動植物の宝

庫。山岳信仰、修験道によって維持されてきた歴史文化・景観。
第５章 基本方針
　基本方針①「守る」　
　生態系及び生物多様性の保全・復元・維持を図る
　�　今後、地域毎に関係者が連携した積極的な取組を推進し、さらに、各地域が広
域的に連携することにより、大山蒜山地域全体の保全に繋げていきます。そのた
めには、まずは関係者が課題を共有し、既に行われている取組の輪を少しずつ広
げていくことから始めます。先人たちが大切に守り、引き継いできた、かけがえ
のない地域固有の生態系及び生物多様性を守り、末永くその恩恵を享受できるよ
う後世に受け継いでいくことは、現代を生きる私たちの重要な責務であることを
十分に認識し、今後も関係者が連携した取組を推進します。

　基本方針②「活用する」
　地域資源を活かした質の高い利用を促進する
　�　その風景が辿った歴史を紐解き、ストーリー性を持った質の高い自然体験の提
供を進めます。

　�　また、大山蒜山地域には、大山の展望や草原景観など共通・類似の資源が地域
ごとに存在しますが、この地域ごとの共通・類似の資源について、相互に関連性
を持たせ、それぞれの特徴をアピールすることにより他地域への誘導を促し、周
遊型利用の促進に繋げていくことも期待できることから、広域利用を視野に入れ
たテーマづくりも併せて進めます。同時に、このストーリー性・テーマ性をもっ
たプログラムづくりには、一定の技術を有する人材が不可欠であることから、今
後これらの人材育成に努めるとともに、これらの取組を推進するため、関係する
団体間の連携、地域間の連携を図りながら、地域資源を活かした質の高い利用を
推進します。

平成 27 年
11 月

表４　本計画の関連計画等（４）
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第１章　計画の沿革

第３節　対象範囲

本計画は名勝及び史跡三徳山と名勝小鹿渓の確実な保護、保全を図るため、その指定地を対象とす
る（第２図）。なお、指定地周辺にはまだ一体的に保護すべき土地が存在することから、今後それら
の追加指定を進めるとともに、追加指定地は順次本計画の対象に含めていく。

第４節　計画期間

本計画の計画期間は令和４年度から令和13年度とする。ただし、計画期間内に見直しを行う場合は、
改めて計画期間を定めるものとする。

第５節　委員会の設置と計画策定の経過

１　策定委員会の設置（表６）
本計画を策定するにあたって、専門的かつ客観的な立場から幅広く検討を行うため、令和２年度に

名勝小鹿渓

名勝及び史跡三徳山

＝指定範囲

名称／策定主体 内容・関係個所（抜粋） 策定時期
　基本方針③「もてなす」
　快適な利用環境の整備を推進する
　�　多言語表記を始めとするわかりやすい誘導案内や、利用実態に応じたユニバー
サルデザイン化を進めるなど、幅広い利用者層に対応した、ストレスのない安全
で快適な利用施設の整備を推進します。同時に、利用施設の清潔の保持、展望施
設の展望の確保、幹線道路等の道路沿線の魅力向上など、既存施設の適切な維持
管理により利用環境の質の向上を図るとともに、持続的な維持管理を図るため、
関係者が連携した管理体制の整備を推進します。

　�　さらに、交通渋滞の緩和や山岳地域の遭難防止を図るためのルールづくりを進
めるとともに、隣接地域と連携した広域的な管理体制の整備を推進します。

第２図　計画対象範囲

表５　本計画の関連計画等（５）
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第５節　委員会の設置と計画策定の経過

「名勝及び史跡三徳山・名勝小鹿渓保存活用計画策定委員会」（以下、「策定委員会」という。）を設置
し、また、本事業は適宜文化庁文化財第二課、鳥取県地域づくり推進部文化財局から指導・助言を得
て実施した。
２　計画策定の経過（表７）

所属等 役職等 氏名 専門等
米子工業高等専門学校　（委員長） 名誉教授 和　田　嘉　宥 建築
鳥取大学農学部 教授 小　玉　芳　敬 地形
鳥取大学農学部 教授 永　松　　　大 植生
倉吉文化財協会 会長 眞　田　廣　幸 史跡・埋蔵文化財
宗教法人三佛寺 執事次長 米　田　良　順 宗教活動
三徳地域協議会 会長 大　坂　芳　郎 地域・生活
小鹿地域協議会 会長 朝　倉　　　聡 地域・生活
日本遺産三徳山三朝温泉を守る会（副委員長） 会長 藤　井　文　典 地域・活用

時期 名称 概要
令和元年
7月～１月 名勝及び史跡三徳山地形測量

・現地測量　　縮尺 Ｓ＝ 1：1000　　　0.038k㎡
・合成図作成　縮尺 Ｓ＝ 1：2500

令和２年
６月２日

第１回名勝及び史跡三徳山・名勝小鹿渓
保存活用計画策定委員会

・委嘱状の交付
・事業概要の説明
・素案の提示（目次案、スケジュール案、現状と課題

９月 15 日 第２回名勝及び史跡三徳山・名勝小鹿渓保存活用計画策定委員会

・骨子（案）の提示
本質的価値の整理
中津ダム周辺の価値と指定地の整理

　対象区域の整理

10 月 10 日 第３回名勝及び史跡三徳山・名勝小鹿渓保存活用計画策定委員会
・骨子（案）の検討
　本質的価値の具体化（信仰・建物・植生）
　小鹿渓の内容拡充（地形的特徴）

12 月８日 第４回名勝及び史跡三徳山・名勝小鹿渓保存活用計画策定委員会
・骨子（案）の検討
　指定地内の状況整理（中国自然歩道・未指定地の状況）
　現状と課題の整理

令和４年
１月 20 日

第５回名勝及び史跡三徳山・名勝小鹿渓
保存活用計画策定委員会

・理念と基本方針の検討
・今後の保存活用方針の検討

２月 17 日 第６回名勝及び史跡三徳山・名勝小鹿渓保存活用計画策定委員会 ・保存活用計画（案）全体について

３月４日 第７回名勝及び史跡三徳山・名勝小鹿渓保存活用計画策定委員会 ・保存活用計画（最終案）について

所属等 役職 氏名
文化庁文化財第二課 主任文化財調査官 平　澤　　　毅
鳥取県立博物館 主幹学芸員 福　代　　　宏
鳥取県地域づくり推進部文化財局文化財課 課長補佐 中　森　　　祥
鳥取県地域づくり推進部文化財局文化財課 造園技師 池　田　智　美
鳥取県地域づくり推進部文化財局とっとり弥生の王国推進課 係長 髙　尾　浩　司

所属等 役職 氏名
三朝町教育委員会 教育長 西　田　寛　司
三朝町教育委員会事務局社会教育課 課長 山　本　達　哉
三朝町教育委員会事務局社会教育課 課長補佐 河　中　丈　正
三朝町教育委員会事務局社会教育課 主任 山　本　勇　樹

＜名勝及び史跡三徳山・名勝小鹿渓保存活用計画策定委員会委員＞

○オブザーバー（指導・助言）

○事務局

表７　委員会の開催経過と協議内容

表６　策定委員会等の構成
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第２章　概要と価値

第２章　概要と価値

第１節　町の概要

１　地勢
三朝町は、昭和 28 年 11 月１日に５か村（小鹿・三徳・三朝・旭・竹田）が合併して誕生した町で、
鳥取県のほぼ中央部、岡山県との県境に位置し、東西 24km、南北 19kmで総面積 233.52㎢の広大な
地域を有している。周辺を山地に囲まれ、町土の約９割を山林原野が占め、狭あいな谷間に沿って集
落が点在し、天神川、加茂川、小鹿川、三徳川がこれらの集落に清水を与え、天神川となって下流へ
と続いている（第３図）。

２　人口
町の人口は、昭和 30 年の 11,372 人をピークに減少し、平成 27 年の国勢調査では 6,490 人（うち
65 歳以上人口 2,349 人）となっている。主な要因として、「毎年約 60 人の自然減」「24 歳以下の転
出超過」とされ、町内産業の担い手不足の要因にもなっている。三朝町まち・ひと・しごと創生総合
戦略では、「子育てするなら三朝町で」という施策を更に推進し、未婚率の増加と結婚年齢の上昇に
対してこれを実行することによる出生数の維持を図り、自然減年間 60 人の抑制、合計特殊出生率に
おける人口置換水準への上昇に繋げ、転出抑制、転入促進を行うこととしている。国立社会保障・人
口問題研究所（以下「社人研」という。）による推計を基にシミュレーションを行い、令和22年に約5,000
人、令和 42 年に約 4,000 人を超える定住人口の確保を目指している（第４図）。

第３図　三朝町、名勝及び史跡三徳山・名勝小鹿渓の位置囲

第４図　社人研推計とシミュレーション
　　　　（三朝町まち・ひと・しごと創生
　　　　  総合戦略　抜粋）
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３　産業
主要産業は観光と農林業である。観光資源としては名勝及び史跡三徳山や名勝小鹿渓、三朝温泉な
どがある。名勝及び史跡三徳山は国宝三佛寺奥院（投入堂）をはじめとした文化財の宝庫であり、名
勝小鹿渓は豊かな自然の中を散策できる場所として、それぞれ親しまれている。三朝温泉は世界屈指
のラドン含有量を誇り、観光のみならず保養や療養のために訪れる多くの方に愛され、過去には野口
雨情、志賀直哉、与謝野鉄幹・晶子、斉藤茂吉、島崎藤村など、著名な文士たちも訪れた。
また、農林業では鳥取県の名産「二十世紀梨」をはじめ、近年では町の風土を活かした生産活動を
通じて、全国食味ランキングで特Ａに選ばれるブランド米「きぬむすめ」や、イソフラボンの含有量
が多い「三朝神倉大豆」など、特色ある農作物が育ってきており、これらを返礼品としたふるさと納
税の活用も積極的に展開している。

第２節　三徳山・小鹿渓地域の概要

本計画の対象である三徳山・小鹿渓地域について自然的環境、歴史的環境、社会的環境、既存の調
査研究の視点から概要を以下に整理する。
１　自然的環境

（１）位置と地形
三徳山・小鹿渓地域は、伯耆国と因幡国からな
る鳥取県のほぼ中央に位置する三朝町の東側、伯
耆国と因幡国の国境付近に位置し、三朝温泉から
東に約７㎞、日本海から南に約 15㎞に所在する
三徳山（標高約 900 ｍ）を中心に、三徳川と小鹿
川が形成する渓谷、渓流から成る。周囲には三徳
山と同程度の標高を持つ山地が連なるが、その立
地から、北は日本海、西には蒜

ひるぜん

山、更に大山まで
も山内から望む事ができる。山下には、鳥取県３
大河川の１つである天神川の支流として、北麓に
は俵原地内を源流とする三徳川が、南麓には三国
山北麓を源流とする小鹿川がそれぞれ三徳山を東
西に貫き、その浸食作用により三徳渓谷、小鹿渓
谷を形成している。これらの渓谷はその地質構造
の違いから、安山岩主体の三徳渓谷は黒い渓谷、
花崗岩主体の小鹿渓谷は白い渓谷を成して対照的
である。しかし、いずれも急勾配の峡谷で、上流
には山地斜面、河床勾配が共に緩やかな地形を有
するなど、地形配列に類似性が見られる。
渓谷の形成については、三徳山総合調査報告書
第２集において小鹿渓における景観の特徴と渓床
勾配の規則性が報告されている（第５図）。具体
的には、①大きさ１m未満の石がアーチ状小段

第５図　小鹿渓の詳細な地形陰影図（上）、
　　　　　　  渓床勾配の関係（下）
　　　　　　　（三徳山総合調査報告書第２集）
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（瀬）を形成し、その下流の淵へと続く「瀬淵河床区間」、②大きさ２mを超える巨岩（巨礫）が密
集する「巨礫密集区間」、③小鹿渓の見どころである「雄渕－雌渕－弥六渕」に見られる「滝と滝壺
が連続する区間」という景観の特徴は、それぞれの渓床勾配が関係しているとされ、例えば③の「滝
と滝壺が連続する区間」は小鹿渓谷中で最も急な勾配区間だが、浸食速度が最も遅いという特徴を示
す。これら景観の特徴や渓床勾配の規則性は、渓谷の成り立ちにおいて土砂礫が大きな役割を担って
おり、土砂礫を産する流域全体の保全に目を向けることの重要性が指摘されている。
更に上流側には鳥取市を流れる河内川との流域界があるが、この河内川流域は急斜面で一気に高度
を減ずる特徴を有し、三徳川や小鹿川の特徴とは異なっている。
なお、三徳渓谷、小鹿渓谷はいずれも鳥取県中部にあっては稀な多雪地であり、冬期の日照時間が
極めて短いことも特徴である。

（２）地質
三徳山は中生代白亜紀（約 7,000 万年前）に貫入してできた花崗岩を覆い、新生代中新世（約 800
万年前）の凝灰岩類、鮮新世（約 500 万年～ 200 万年前）の凝灰角礫岩・火山砕屑岩類の地層が見
られる。最上部には約 260 万～ 180 万年前に噴出した安山岩の溶岩が見られ、これらが浸食を受け
て現在の特徴的な地形となっている。
三徳山の北側では、中腹部分を形成する凝灰岩類が比較的軟らかく、逆に上部の安山岩や基盤の花
崗岩は硬い地質構造が影響し、境界部には断崖や岩窟など独特の奇観が多く形成されている。国宝三
佛寺奥院（投入堂）に見られるように、山内の建造物のほとんどが、こうして形成された特異な地形
を選択して建てられており、景観の大きな特徴となっている。
一方、三徳山の南側をみると、上部では北側と同様の地質構成を見せるが、小鹿渓谷を形成する下
部では、中生代花崗岩が広く分布している。
また、小鹿渓谷内に点在する集落地の多くが斜面の崩壊に伴って形成された段丘状地形であると推
定され、これは三徳渓谷内の通称「千軒原」と呼ばれる地形などとの共通性が見られる。

（３）植生
三徳山はシイやカシ類で構成される暖温帯の照葉樹林からブナやミズナラを中心とした冷温帯落葉
樹林までの森林が、人工林や耕作地に分断されることなく自然林として連続し、周辺では標高 800m
以上に分布するブナが標高 400 ｍ付近から姿を現すという特徴がある（第６図）。
また、植生調査によって三徳北斜面（行者道）、小鹿北斜面（中津）、小鹿南斜面（中津）の３尾根
では特に自然度が高いことが分かっており、このうち三徳北斜面（行者道）では 123 種、小鹿南斜面（中
津）では 146 種の植物が確認されている。なかには環境省絶滅危惧Ⅰ B類に指定されているクラガ
リシダや、同絶滅危惧Ⅱ類のナツエビネやシシンラン、同準絶滅危惧のミスミソウやヤシャビシャク
など、分布が限られる希少な植物も数多く分布し豊かな自然が残されている（巻末資料表 33 ～ 45・
第 29 図参照）。
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1/25,000 植生図「三朝（みささ）」GIS データ (環境省生物多様性センター )を使用し、三朝町が作成・加工したものである。
掲載図は S=1/75,000 に縮小。(http://gis.biodic.go.jp/webgis/sc-002.html#webgis/533307)

名勝及び史跡三徳山名勝及び史跡三徳山

名勝小鹿渓名勝小鹿渓
0 2kmＳ=1/75,000

第６図　三徳山・小鹿渓周辺の植生
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２　歴史的環境
（１）三徳山
①三徳山開山と三佛寺創建
三徳山の開山は慶雲３年（706）と伝わる。修験道の開祖役

えんのぎょうじゃ

行者（役
えんのおづぬ

小角・役
え ん の う ば そ く

優婆塞）が、仏縁
のあるところに落ちるよう願い、３枚の蓮の花びらを空中に投げると、大和の吉野山、伊予の石鎚
山、そして伯耆の三徳山に落ちた。そこで役行者は三徳山の絶壁を登り、子守・勝手・蔵王の三所
権現を祀ったという。同様の説話が修験道の総本山金峰山の『金峯山草創記』や石鎚山横峯寺に伝
わる『石土山縁起』にも記され、寺院の建立に先立ち三徳山が山岳信仰の霊場として開かれたこと
を窺わせるものである。また、投入堂の由縁は役行者が岩窟に投げ入れたためとも伝わっている。
遣唐使に随行し唐に渡っていた慈覚大師円仁が帰朝した２年後の嘉祥２年（849）には、円仁が
釈迦・弥陀（阿弥陀）・大日の三仏を安置し「浄土院美徳山三佛寺」と号したと伝わっており、同
じ伯耆国にある角磐山大山寺にも円仁来山の伝説が伝わっている。いずれにしても９世紀前半には
山陰各地に天台密教（台密）が伝わり、その流れの中で三徳山にも天台宗の寺院が創建されたもの
と考えられる。
三徳山はもともと山そのものを信仰の対象としていたが、自然の立地を巧みに活かした多くの堂
宇が配置され、修行の拠点として僧坊が建てられるなど、多数の僧が修行した。
三佛寺に伝わる重要文化財銅鏡には長徳３年（997）銘、「女

おんなでしへいざん

弟子平山」の名と胎蔵界中台八葉
院が線刻されている。古来、鏡は御神体とされ、鏡面には神が宿るとされたが、平安時代の本地垂
迹思想の流行とともに、鏡面には本地である仏像が彫られるようになり、この銅鏡もその思想の影
響を受けたものといえる。
②中世における盛衰
平安時代末期になると、三佛寺は天台宗の寺院として隆盛し、多数の僧兵を擁した。その力の源
となったのは、中央又は地元の権力者の信仰である。しかし権力との結びつきは、政治的な抗争や
社会の変動に巻き込まれ、衰退と再興を繰り返すことにも繋がった。
三徳山が関与する争いの最も古い記録として、仁安３年（1168）の大山寺との争いがある。『大
山寺縁起』には、高倉天皇の即位に伴う大嘗祭への献上に関して大山寺の中門院及び西明院と、南
光院の間に紛争があり、三徳山の門徒が南光院側に加担したこと、その報復として中門院・西明院
側が三徳山に押し寄せ、諸堂を焼き払ったことが記されている。そのほか、三徳山と大山の関係は
民話の中でも窺い知ることができる。
なお、三佛寺に伝わる重要文化財木造蔵王権現立像（奥之院安置）、いわゆる正本尊の内部から
取り出された紙本墨書仁□（安）三年造立願文には同年の年記があり、像の奉納も同時期とされて
いる。同願文の研究から、正本尊像の作者を慶派の仏師康慶とし、高倉天皇の大嘗祭と同像奉納の
関連を指摘する研究もある。
九条兼実の日記『玉葉』には寿永３年（1184）の事として、後白河法皇の御子と称する人物が
大山から三徳山に移り、平家を追討して伯耆国の半分を討ち取ったこと、東伯耆の小鴨氏が従わな
かったことが記されている。源平の争いによって三徳山は衰退したと思われるが、建久７年（1196）
源頼朝の命を受けた佐々木盛綱により、社閣 38、僧坊 100 余、寺領３千石が再興されたと伝わる。
鎌倉時代の末期には、重要な経済基盤である「温谷別所」と「小鹿東別所」を、太政官の文書を
司る小槻氏（壬生官務家）に寄進した。在地領主三佛寺の上に領家の小槻氏が存在する形となった
が、小槻氏は一定の年貢を受け取るだけであったと見られる。
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鎌倉幕府滅亡から南北朝時代にかけての動乱により、三徳山は再び衰退したと考えられるが、応
安２年（1369）、足利義満によって社閣 38、僧坊 49、寺領２千石が再興されたと伝わる。
その後、三徳山は伯耆国の守護職であった山名氏の勢力下に入ったと見られ、動静は明らかでな
いが、この頃、諸国の山々を巡り修行をする行者達により、多くの写経が奉納されている。遠くは
豊前国から奉納に来たものがあり、また、自らの血を用いて写経した血書もあることから、当時三
徳山が広く、また篤く信仰されていたことを物語るものといえる。
戦国時代に三徳山は戦火により、またしても衰退したが天正５年（1577）、羽衣石城主南条元続
により寺領５百石が安堵され、社閣 11、僧坊 12 が再興された。重要文化財三佛寺文殊堂の須弥檀
扉の金具に「金物之檀那南条備前守天正八年三月吉祥日」と線刻されている。備前守は元続の叔父
南条信正とされ、一族による庇護を裏付けるものである。
一方、重要文化財三佛寺地蔵堂の内部（長押）には「当山退転六年寺中野原となり申候」と慶長
４年（1599）の墨書があることから、南条氏による再興の後にも、更に戦火にあったようである。
同年には、豊臣政権下の鳥取城主宮部継潤の家臣と推測される友田吉政なる人物によって寺領百石
が安堵されている。
③藩政期の三徳山
池田光仲が鳥取に移封された翌年の寛永 10 年（1633）、４家老連名で寄進状が出され、寺領
百石が安堵された。以降、三佛寺は池田家の庇護を受け、三佛寺側でも藩主のための祈祷等を行
うようになる。なお、大山寺は幕府から朱印状を与えられ３千石が安堵されている。当初三佛寺
は大山寺の支配下に置かれたが、慶安２年（1649）に光仲が東照宮を鳥取城下に勧請し、その
別当寺院として淳光院（のち大雲院）を創建すると、因伯の天台寺院を総括することとなり、三
佛寺もその末寺となった。この頃の三徳山領は俵原村、井土村、門前村の３村で成り立っていた
が、正善院に伝わる『年中行事』によると、この３村に対する三佛寺の支配権がある程度認めら
れていたようである。この時期の三徳山の姿を伝えるものとして、享保 19 年（1734）に描かれ
た『美

み と く さ ん さ ん ぶ つ じ け い だ い え ず

徳山三佛寺境内絵圖』（第 7図・巻末資料第 16~18 図）があり、これに通称として示されて
いる地には、平成 15 年度に発掘調査を行った「行者屋敷」並びに平成 24 年度実施した「鈴

れ い が い わ

ヶ岩」
がある。
また、三徳山の歴史や自然環境に初めて研究の目を向けたのは、寛保２年（1742）に『伯耆民談記』
を著した松岡布政であった。同書には三徳山に当時伝わっていた伝承や景観について記されている。

三徳山三佛寺所蔵
第７図　『美徳山三佛寺境内絵圖』（一部）
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④近代以降の三徳山
明治 36 年 (1903）、文化財調査を行っていた岡倉天心の一行が三徳山に訪れた成果として、明治
37 年（1904）２月 18 日付で古社寺保存法（明治 30 年法律第 49 号）の規定により、奥院（投入堂）、
納経堂、地蔵堂、文殊堂の４件が特別保護建造物（奥院（投入堂）は現在の国宝、他は現在の重要
文化財）に、木造蔵王権現立像（奥之院安置）と銅鏡が国宝（現在の重要文化財）に指定された。
その後、大正４年（1915）から行われた国指定建造物の修理に伴い、奥院（投入堂）の屋根裏
から永和元年（1375）の修理棟札が、また大正 10 年（1921）には木造蔵王権現立像（奥之院安置）
の解体修理に伴い発見された納入願文から仁安３年（1168）の年号が得られるなど、偶発的な発
見による新たな知見がもたらされた。さらに、昭和６年（1931）、「鳥取縣史蹟名勝天然記念物調査」
の一環として行われた生駒義博による成果を持って、昭和９年（1934）７月７日付で史蹟名勝天
然記念物保存法（大正８年法律第 44 号）の規定により、三徳山は「名勝及び史蹟」の指定を受け
るに至った。そして、昭和 28 年、合併により三朝町が誕生して以降、町の観光誘客の目玉として
三朝温泉と一体的に取り上げられたことで、多くの観光客が訪れるようになった。
平成に入ると、国宝を含む重要文化財を多数有する文化財の宝庫として三徳山を見てもらいたい
という地元の願いから、「三徳山を世界遺産に」という声につながり、平成 13 年１月に世界遺産へ
の登録を目指すこととなった。町も観光 PRに役立てようと「世界遺産登録運動」の推進を決めた
ことで、鳥取県も協力・支援することを表明した。
平成 14 年には「三徳山フェスティバル」と称し、年輪年代法による測定結果の発表やシンポジ
ウム、写真展など様々な企画が行われ、三徳山最大の行事「炎の祭典」では観光客を含む約 3,000
人の参拝者が大願成就を祈るなど、町民が一体となったイベントが行われた。その後、貴重な文化
財を後世へ末永く残すべく、三徳山の開山 1300 年に併せて山内の文化財建造物群の修理に取り掛
かり、平成 16 年度に地蔵堂、翌 17 年度に文殊堂、翌 18 年度に投入堂、納経堂、鐘楼堂、不動堂
それぞれの修理が行われた。またこの間、世界遺産登録運動の周知と実現に向けた取組みを民間組
織として行うため「三徳山を守る会」が設立されたほか、三朝町と鳥取県によって「三徳山世界遺
産登録運動推進協議会」が結成された。
開山 1300 年を迎えた平成 18 年には様々な記念祭典が開かれた。なかでも４月 23 日に三徳山春
会式として行われた三徳山御幸行列は、地元住民らによる 50 年ぶりの復活開催になったほか、10
月 22 日には京都聖護院の行者 200 人を招聘した特別採燈護摩法要が行われた。そして投入堂を含
む文化財建造物群の修理完了に併せ、平成 19 年 11 月 14 日には投入堂への一般拝観が 60 年ぶり
に行われた。全国 240 人の中から選ばれた男女３名は行者とともに投入堂へ入り、深々と合掌す
る様子はマスコミによって全国に伝えられた。開山 1300 年に係る一連の行事は、町民や関係者に
とって文化財保護意識を一層高める契機になるものであった。

（２）小鹿渓
①名勝指定への動き
昭和５年頃、地質学者の脇水鉄五郎と鳥取師範学校教諭の黒川多三郎が小鹿渓谷地帯の地質調査
に訪れた際、当時の小鹿村に対してこの渓谷の素晴らしさを保護させようとした結果、小鹿渓の渓
谷美が宣伝されるに至ったと考えられており、昭和６年２月２日には、小鹿村会議において「小鹿
村大字神倉より大字中津普賢堂に至る渓谷一帯を名勝地区域に編入す」として議決され、同年３月
30 日、史蹟名勝天然記念物保存法（大正８年法律第 44 号）に基づく名勝の指定申請が行われた。
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②小鹿渓奇勝二十一景の決定と名勝指定
小鹿渓は、個別の渕が民話にも登場するなど地域には親しまれていたが（巻末資料表 51）、名勝
の指定申請書を提出した昭和６年、当時文部省などの嘱託であった国府犀東が黒川多三郎と共に視
察に訪れた際、「小鹿渓奇勝二十一景」を決定し、鳥取新報がそれを記事にしたことから世に広く
知られるようになったと考えられる。また、漢詩人として著名であった国府犀東がこのとき即吟し
た詩が残っており、小鹿渓奇勝二十一景の命名と同じく古語と難語句は好んで使用したとされる（第
８図、写真１）。
その後、小鹿渓の渓谷美が評価され、昭和 12 年 12 月８日付で史蹟名勝天然記念物保存法の規
定により、小鹿渓は名勝の指定を受けている。

③小鹿渓・中津への道と発電事業
小鹿渓の上流に位置する中津集落へと至る道は、明治 39 年、中津集落の人々により初めて造ら
れたとされるが、道づくりの困難さを避けるため飛び石伝いに対岸へ渡るなど、道とは名ばかりの
ものであった。
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鳥取新報昭和６年６月 25 日号抜粋

国府犀東の残した詩
第８図　小鹿渓奇勝二十一景

写真１　国府犀東の視察の様子 ( 昭和６年 6 月 19 日小鹿渓 )
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大正４年に当時の大阪大林区署事業として林道（木馬道）が作られ、昭和５年から昭和９年にか
けて木馬道が軌道に改修されトロッコが通されると、伐採された木材や木炭がこの軌道によって運
ばれた。
昭和 28 年には、鳥取県が小鹿川での発電事業に着手したことで、軌道は撤去され舗装道路へと
変わり、発電施設によって小鹿渓谷の様相も大きく変化していく。小鹿渓の指定地には高さ 35 ｍ
の堤防と有効水量約 120 万㎥の貯水池が設けられ、小鹿渓奇勝二十一景に数えられた丹戸潭に取
水口を設置した「小鹿第一発電所」は、昭和 32 年 10 月 22 日に竣工、翌 23 日から発電を開始した。
なお、小鹿川の水流を利用した発電所を計画した理由について、昭和 40 年発行の三朝町誌（以下、

「町誌」という。）では、「森林地帯が多く堰堤築造箇所が峡谷となり、河床は花崗岩が露出し基盤
が良く、河流の勾配が急であるため水路延長が短くて済む」としている。
また、流量の変化など小鹿渓奇勝二十一景周辺の変化もあったようだが、同じく町誌には「小鹿
渓の渓谷を心行くまで鑑賞した人々は一歩足を延ばし―中略―満々と水をたたえた中津ダムの四周
の景観に見とれるであろう。ダムにはコイ、フナ、ニジマス等が放流されて釣り人を楽しませてく
れる。」とされており、新たな景勝地として受入れられた（写真２）。

３　社会的環境
（１）三徳山・小鹿渓周辺の交通
　①三徳山・小鹿渓ヘのアクセス（第９図）
三徳山と小鹿渓への主な交通手段は自家用
車と路線バスである。県道 21 号鳥取鹿野倉
吉線を主要道路とし、倉吉駅から三徳山へ路
線バスが１日 10 往復運航されている。一方
小鹿渓は、途中、県道 33 号三朝中線を通る
ことで行くことができるが、路線バスの終
点が小鹿渓駐車場から約 1.6㎞下流の神倉と
なっており、運行本数も利用人数の減少から 第９図　三徳山・小鹿渓へのアクセス

写真２　中津貯水池
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１日４往復となっているため、自家用車以外での往来は難しい。
なお、三朝温泉観光協会が行うレンタサイクルにより、三朝温泉街から三徳山や小鹿渓への周遊
促進が図られている。
　②周辺道路の整備
県道 21 号鳥取鹿野倉吉線は昭和 30 年以降、三徳山周辺でも徐々に拡幅され、拡幅工事と併せ
て昭和 56 年には現在の投入堂遥拝所と観音院駐車場が、平成３年にはチェーン脱着場が整備され
た。その後も平成９年、10 年と拡幅工事が行われたが、利便性を優先して厳正保全区域にまで大
きく影響を与える拡幅工事が計画されたことから、その在り方について関係者間で協議が行われる
こととなり、その結果、厳正保全区域への影響を抑制した現在の形となっている。
なお、保存管理計画を策定した平成３年以前から、地域住民から緊急車両等が直接三徳山境内へ
乗り入れるための道路整備の要望があり、環境整備基本計画では緊急車等進入路を整備することと
してルート案も示されたが、文化財への影響や道路勾配等の技術的課題が多く、実現には至ってい
ない。

（２）三徳山・小鹿渓及び周辺の観光動向
①観光客の推移
本町が位置する鳥取県中部には、三朝温泉をはじめ数多くの温泉地や観光施設が立地しており、
三徳山及び小鹿渓も鳥取県を代表する観光資源として相互の誘客を担っている。近年は、文化庁が
進める日本遺産事業を活用し、三徳山と三朝温泉を「六根清浄と六感治癒の地」として観光振興を
図った結果、外国人宿泊者数は認定前の約 9千人から約 2万人まで大幅に増えており、三朝温泉の
宿泊者数は年間約 35 万人、三徳山は年間約４万人の来山者が訪れている（第 10 図）。一方で、小
鹿渓は常駐する者がいないため来訪者数を把握できていない。
②観光拠点等の整備
ア　三徳山
三徳山のガイダンス施設である三徳山三佛寺宝物殿や三徳山正善院では、三徳山の歴史や美術
工芸品等を鑑賞することができ、三徳山休憩舎では三徳山のパノラマ映像や周辺観光情報が提供
されている。
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また、国宝三佛寺奥院 (投入堂 )を遠望するための施設として整備した投入堂遥拝所からは、
植林の成長によってその姿を見ることができなくなっており、現在は仮設の双眼鏡で対応してい
るが、周囲の景観に配慮した新たな展望所（遥拝所）を指定地外に整備する予定である。
このほか、鳥取県の独自選定である「とっとり（因伯）の名水」に垢

こ り と り が わ

離取川が選定されたこと
で整備された遊歩道は、法面崩落等の影響で現在は通行禁止となっている。
　イ　小鹿渓
中津ダムの建設によって、一時は道路上から木の間
をすかして渓谷を眺めることしかできなかった。昭和
62 年度から平成元年度にかけて行われた「名勝小鹿渓
遊歩道整備事業」によって、小鹿渓奇勝二十一景のう
ち五郎渕から神縄滝までの間に遊歩道（写真３）が整
備されたことで、名勝小鹿渓の景観の一部を間近に鑑
賞することが可能になったが、令和３年の豪雨災害に
より被災したことで現在は通行禁止となっている。

（３）三徳地域・小鹿地域の人口（表８）
国勢調査によると、平成27年時点の三徳地域（俵原・成・吉原・合谷・三徳山・坂本・片柴・余戸・桜ヶ丘）
は 667 人であり、平成 17 年の 803 人から約 17％減少している。同様に小鹿地域（中津・神倉・東小鹿・
西小鹿・岩本・高橋・井土・波伯山・吉田）では、515 人であり、平成 17 年の 666 人から約 23％減
少している。三朝町全体では平成 27 年が 6,490 人であり、平成 17 年の 7,509 人から約 14％の減少
であることから、両地域の減少率が高いことが分かる。
また、平均年齢も三朝町全体に対し三徳、小鹿地域共に高く、増加速度も速いことから少子高齢化
が、より顕著に表れている。

（４）三徳山・小鹿渓の保護活動
①三徳山
　ア　維持管理
主な所有者である三徳山三佛寺が主体となって、投入堂参拝登山道（以下、「行者道」という。）
を中心とした山内環境や社寺、祭祀等の保存及び維持管理等が行われている。なかでも行者道を
保護するために通年行う山

やまもり

護運動は、植生土のうを使った土の搬入・設置運動で、三徳山に訪れ
る方々の協力を得て行われる（写真４）。このほか、日本遺産三徳山三朝温泉を守る会による草

地域 平成 17 年 平成 27 年 増減
三徳地域 53.6 歳 59.8 歳 ＋ 6.2 歳
小鹿地域 52.5 歳 58.9 歳 ＋ 6.4 歳
三朝町全域 47.7 歳 51.4 歳 ＋ 3.7 歳

地域 平成 17 年 平成 27 年 増減率
三徳地域 803 人 667 人 △ 16.93%
小鹿地域 666 人 515 人 △ 22.67%
三朝町全域 7,509 人 6,490 人 △ 13.57%

（第 11 次三朝町総合計画より）

表８　地域の人口・平均年齢推移

写真３　小鹿渓遊歩道



19

第２節　三徳山・小鹿渓地域の概要

刈りや清掃といった環境整備活動が行われ、所有者、
地域、来訪者が協力して文化財保護に努めている。
イ　修理等
これまで三徳山内で行われた文化財に係る修理等
事業（補助事業）は表９のとおりである。
②小鹿渓の維持管理
常駐する管理者等がいないため、地域集落の共同体で
ある小鹿地域協議会によって毎年一斉清掃が行われてい
る。

（５）法規制
三徳地域・小鹿地域に係る法規制等については、文化財保護法以外に以下のものがある。
①景観法（巻末資料第 25 図）
豊かな自然や街並みなど、鳥取県の優れた景観を保全するため、鳥取県景観計画が策定されてお
り、三朝町内全域が鳥取県景観計画区域に指定されている。これにより、高さ 13 ｍ又は、1,000㎡
を超える建造物及び、煙突、電波塔、塀等工作物の建設等について制限されている。

（平成 10 年度以降の補助対象事業一覧）

実施年度 概要 対象文化財 総事業費
（千円）

公費負担額
（千円）

所有者負担額
（千円）

平成 10 年度
～

平成 13 年度
三佛寺石垣修
理 ・名勝及び史跡三徳山 28,337 23,738 4,599

平成 15 年度
～

平成 18 年度
建造物修理

・三佛寺奥院 (投入堂 )
・三佛寺納経堂
・三佛寺地蔵堂
・三佛寺文殊堂

225,000 208,741 16,259

平成 18 年度
～

平成 22 年度
建造物修理 ・三佛寺建造物群（不動堂・

鐘楼堂・本堂） 293,692 163,031 130,661

平成 23 年度
～

平成 27 年度
行者道修理 ・名勝及び史跡三徳山 15,255 12,364 2,891

平成 24 年度 消火器設置
・三仏安全寺建造物群（本堂・
十一面観音堂・鐘楼堂・元結
掛堂・不動堂）

85 80 5

平成 25 年度 監視カメラ及
び警報機設置

・木造狛犬
・木造狛犬（阿形）
・銅像誕生釈迦仏立像
・木造阿弥陀如来立像
・蔵王権現立像（御前立）

4,137 3,929 208

平成 25 年度
～

平成 26 年度
火災用送水管
の敷設 ・名勝及び史跡三徳山 17,900 17,900 0

平成 26 年度
～

令和元年度
正善院復元整
備 ・名勝及び史跡三徳山 520,191 411,138 109,053

平成 28 年度 仏像修理
・木造蔵王権現立像（奥之院
安置）（その２・その３・その
５・その６）

4,952 4,269 683

合計 1,109,549 845,190 264,359

写真４　山護運動
表９　文化財の修理等により発生した事業費の状況
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②自然公園法（巻末資料第 26 図）
鳥取県内を代表する自然の風景地を保全するため、三徳地域及び小鹿地域の全域が県立自然公園
として第 1種特別地域から普通地域までそれぞれ指定されているほか、三徳山の一部は大山隠岐国
立公園に指定されており、植物の採取、木竹の伐採、工作物の設置等について制限されている。
③鳥獣保護管理法（巻末資料第 27 図）
鳥取県内の野生鳥獣の保護繁殖を図るため、鳥獣保護管理事業計画が策定されており、三徳地域
及び小鹿地域の一部が保護区等に指定されている。当該区域では狩猟が認められないほか、工作物
の新築等、木竹の伐採等について制限されている。
④森林法（巻末資料第 28 図）
三徳地域及び小鹿地域の一部は国有林が占めることから、天神川森林計画区国有林野施業実施計
画が策定されているほか、国有林を含む保安林では、立木の伐採、土石・樹根の採掘、開墾その他
の土地の形質を変更する行為について制限されている。
なお、国有林内に立ち入る場合は原則入林届の提出が必要であるほか、国有林内で無人航空機（ド
ローンやラジコン機等で航空法において規定されているもの）を飛行させる場合も、入林届（無人
航空機を飛行させる場合の入林届）の提出が必要である。

４　既往の調査研究
（１）三徳山・小鹿渓の調査研究
①三徳山
三徳山内で行われた試掘を含む確認調査としては、昭和 62 年度に実施された「三徳山遺跡発掘
調査」に始まる。この調査は三徳山三佛寺資料館（現宝物殿）の建設及び、門前地区・地区再編農
業構造改善事業の実施に伴う事前調査として、三徳山三佛寺境内及び九曜地区（通称千軒原）で実
施されたもので、焚火や整地の痕跡が確認され、青磁、土器、鉄器等も出土したが、遺構は確認さ
れなかった。平成４年度には、三徳山海老谷地区農用地有効利用モデル集落整備事業に係る事前調
査として実施され、青磁や土器等が出土したものの、三徳川・海老谷に河川氾濫や土石の崩落、水
田耕作による度重なる改変により遺構が保存されている可能性は低いと判断されている。その後、

写真５　木造蔵王権現立像 写真６　木造蔵王権現立像（奥之
　　　　院安置）のＸ線画像
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平成 13 年度以降は「三徳山歴史遺産調査」と総称し、三
徳山の文化財や自然について調査が行われた。まず奈良文
化財研究所の光谷拓実による年輪年代測定では、国宝三佛
寺奥院（投入堂）に使用された木材の伐採年代を特定した
ことで、その建立時期が平安後期であると確定されたほか、
木造蔵王権現立像（奥之院安置）の光背からは納入願文と
ほぼ同時期である 1165 年の測定結果が得られたことで、
文献と科学的調査の双方から三徳山の歴史的価値が証明さ
れることとなった。さらに、奈良国立博物館の松浦正昭に
よる仏教美術品調査では、納入願文の解読から作者が平安時代末期から鎌倉時代初期の仏師「康慶」
とする説が導かれたほか、X線撮影によって内部に３枚の文書と参篭札が残されていることも判明
した（写真５・６）。併せて、三佛寺所蔵の銅鏡が中国淅江省紹興出土の同型鏡と同様に、唐時代
に越州と呼ばれた紹興の鏡工房で制作されたものであることが確認された（写真７）。平成 14 年度
に行われた「第 17 回国民文化祭とっとり 2002」では、「三徳山フェスティバル」の一環として「大
三徳山展～ 1300 年の時を越えて今明かされる三徳山の神秘～」を開催し、その図録である『三徳
山の歴史と美術』は、年輪年代法による建造物や彫刻の年代測定、X線による重要文化財木造蔵王
権現立像（奥之院安置）の撮影など、当時の調査研究の成果をまとめたものになった。
平成 15 年度以降には、三徳山歴史遺産調査の一環として埋蔵文化財調査にも着手した。まず、
平成 15 年度の三徳山行者屋敷跡発掘調査は、美徳山三佛寺境内絵圖に記載された「行者屋敷」の
存否と性格について調査したもので、柱穴と見られるピットのほか 16 世紀後半の輸入陶磁器が出
土するなど、何らかの施設の存在が確認された。平成 16 年度から 17 年度にかけて行った大門跡
発掘調査では、三徳川右岸の石柱が人工物であり、出土遺物から遅くとも 17 世紀前半以前に門と
して機能していたと推測されたほか、併せて実施した県道鳥取鹿野倉吉線改良工事に伴う発掘調査
によって、一部の平坦地において礎石及び鉄釘、鎧、古札など 100 点を超える鉄製品と少量の炭
化物が出土したことで、鉄の加工を行う作業場
が存在した可能性が明らかとなった。平成 19 年
度から 21 年度にかけ、三佛寺本堂の解体修理に
伴い行った三徳山三佛寺境内遺跡における発掘
調査では、前身本堂の遺構は確認できなかった
ものの、現本堂の基礎石の記録と地盤沈下と地
下の空隙の原因を確認したほか、併せて実施し
た三徳山妙光遺跡の調査で僧坊と考えられる時
代の異なる２棟の建物の痕跡を確認した。平成
23 年度には、九曜地区の伝承にある千軒原僧坊
跡を確認するための発掘調査を行ったが、遺構

鳥取県立博物館収蔵

写真７　銅鏡

第 11 図　三徳山行者道地図の神倉部分（上）と全体図（下）
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及び遺物は検出されず僧坊が存在した可能性は低いものとされた。平成 24 年度に行った鈴ヶ岩調
査では、人工的な平場と炉跡及び木炭が確認され、日本山岳修験学会の山本義孝によって礼拝窟で
あり回峰行の行所であると推定された。平成 24 年３月９日に発生した火災により焼失した三徳山
正善院の整備を目的として、平成 25 年度から平成 28 年度に正善院境内遺跡の調査を行い、前身
遺構の確認と池の範囲の確定を行った。併せて、同時期に計画された三徳山休憩舎建設及び境内へ
の送水管敷設に伴い、観音院地区及び妙光地区で試掘調査を行っているが、いずれも遺構の存在は
確認されていない。
なお、平成 19 年度以降、三徳山歴史遺産調査の一環として、小鹿地域の神倉地区においても調
査を行っている。山本義孝は、「伯耆民談記」に記載された「神倉」の記述について、「三徳山の南
麓に位置する神倉及び冠巌を記したもの」と指摘しており、三徳山三佛寺奥院棟札に「北座」「南座」
の表記があったこと、昭和６年「三徳山行場道地図」（第 11 図・巻末資料第 19~24 図）に神倉集
落から三佛寺へ参詣する三徳越の記載があり、その山道の途中に「月の輪」「イケガナル」「湯」と
いう地名が伝承されていたこと、周辺の字名に「宿谷」「佛谷」「山伏瀧」といった山岳信仰を連想
させる地名が残されていたことから調査を実施したものである。この調査では、平成 19 年度に三
徳山関連遺構分布調査として周辺踏査が行われ、参詣道の確認と冠巌周辺の遺構が確認されたほか、
「三徳山行場道地図」に記された裏行場の可能性が示された。以降、神倉周辺の調査を行い、平成
23 年度の神倉佛谷遺跡堂屋敷地区発掘調査では人工的な平場と炭化物を充填した土坑が検出され
たほか、平成 24 年度には冠巌直下の宝殿遺跡から須恵器（坏の小片）１点が出土している。平成
26 年度から、大規模な宗教活動の遺構と考えられる神倉後ロ山遺跡の「湯地点」を中心に調査を
進めており、三徳山における宗教活動の解明に注力している。
また、平成 14 年度以降は三徳山の世界遺産登録運動に取組み、平成 16 年３月には鳥取県等の
関係者を構成員として三徳山世界遺産登録運動推進協議会を設立し、三徳山に関する調査研究を運
動の柱の一つとして位置づけた。平成 18 年度には文化庁による世界遺産暫定一覧表記載資産候補
の照会に対し、鳥取県と三朝町共同で「三徳山」として提案書を提出し、平成 19 年度には「三徳
山―信仰の山と文化的景観」として再提出しているが追加を見送られており、令和３年度現在、世
界遺産暫定一覧表候補の文化資産「カテゴリーⅡ」に分類されている。三徳山の文化的価値は認め
られたものの「顕著な普遍的価値の証明が不十分」であり、「同種資産との比較研究を進め、適切
な主題設定や資産構成について検討することが重要」などの指摘を受け、基礎的な調査研究を継続
して実施しながら、それらの成果を三徳山総合調査報告書としてまとめている（表 10）。
②小鹿渓
昭和 58 年には三朝町制実施三十周年記念事業の一環として「花の三朝路」を、平成 21 年には
同五十五周年記念事業の一環として「三徳山の植生永遠に」を発行した。いずれも、三朝町文化財
保護調査委員の森本満喜夫協力の下、町内植生調査の実施結果をまとめたもので、小鹿渓谷でも４
地点で調査が行われ、その出現種数や巨木についてまとめられた。
このほか、鳥取大学教育学部・教育地域科学部・地域学部によって様々な方法で地形や植生につ
いての研究が行われており、平成 27 年に町が発行した「三徳山総合調査報告書第２集」の中で、
その研究成果の一部がまとめられた。なかでも、花崗岩の造岩物質である石英に二次宇宙線が照射
されると酸素原子から 10Be 原子が、珪素原子から 26Al 原子が一定割合で生成されることを利用し
た宇宙線生成核種年代測定法により浸食段丘面の岩石が地表に露出した年代が多数測定された。こ
れにより渓流の浸食速度の縦断分布から小鹿渓の成り立ちが定量的に議論されている。



23

第２節　三徳山・小鹿渓地域の概要

名称 発行年月
三徳山遺跡発掘調査報告書
(資料館建設ならびに農業構造改善事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 )

昭和 63 年３月

三徳山海老谷発掘調査報告書
(農用地有効利用モデル集落整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 )

平成５年３月

三徳山歴史遺産調査報告書第 1集
（名勝及び史跡三徳山行者屋敷跡発掘調査報告書）

平成 16 年３月

三徳山歴史遺産調査報告書第２集
（名勝及び史跡三徳山大門跡発掘調査報告書１）

平成 17 年３月

三徳山歴史遺産調査報告書第３集
（名勝及び史跡三徳山発掘調査報告書）
・県道鳥取鹿野倉吉線改良工事に伴う発掘調査
・三徳山大門跡発掘調査（第 2次）

平成 18 年３月

三徳山歴史遺産調査報告書第４集
（名勝及び史跡三徳山発掘調査報告書Ⅱ）
・三佛寺本堂保存修理に伴う発掘調査（第 1次）
・三徳山関連遺構分布調査

平成 20 年３月

三徳山歴史遺産調査報告書第５集
（名勝及び史跡三徳山発掘調査報告書Ⅲ）
・三佛寺本堂発掘調査　・三徳山妙光遺跡発掘調査

平成 22 年３月

三徳山の植生永遠に 平成 22 年４月
三徳山歴史遺産調査報告書第６集
（名勝及び史跡三徳山発掘調査報告書Ⅳ）
・千軒原発掘調査（第 2次）　・神倉佛谷遺跡　堂屋敷地区発掘調査

平成 24 年３月

三徳山歴史遺産調査報告書第７集
（名勝及び史跡三徳山発掘調査報告書Ⅴ）
・三徳山美徳遺跡鈴ヶ岩地区発掘調査

平成 25 年３月

三徳山総合調査報告書第１集
・仏像・美術工芸品・科学分析調査・山岳修験

平成 26 年３月

三徳山歴史遺産調査報告書第８集
（名勝及び史跡三徳山発掘調査報告書Ⅵ）
・正善院境内発掘調査　・休憩舎建設に伴う発掘調査
・送水管敷設に伴う発掘調査

平成 27 年３月

三徳山総合調査報告書第２集
・建造物・植物・植生分布・地形

平成 27 年３月

三徳山歴史遺産調査報告書第９集
（名勝及び史跡三徳山発掘調査報告書Ⅶ）
・正善院境内発掘調査（第３次）

平成 28 年３月

三徳山総合調査報告書第３集
・民俗・古文書・考古

平成 28 年３月

三徳山歴史遺産調査報告書第 10 集
（名勝及び史跡三徳山発掘調査報告書Ⅷ）
・正善院境内発掘調査（第４次）　・輪光院境内試掘調査

平成 31 年３月

三徳山総合調査報告書第４集
・山岳修験Ⅱ

平成 31 年３月

表 10　過去に作成・刊行した報告書等
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第３節　名勝及び史跡三徳山の価値

１　指定等の状況

名称 三徳山

所在地 鳥取県東伯郡三朝町

指定面積 2,648,269.84 ㎡

指定の事由
（※指定要目）

【名勝の部】五（岩石）六（峡谷）十（山岳）
※指定当時：【名勝之部】四（奇岩）、五（峡谷）、十二（山岳）
【史跡の部】三（社寺の跡）
※指定当時：【史蹟之部】二（社寺、祭祀信仰）

指定の履歴

指　　定：昭和９年７月７日 文部省告示第 217 号
追加指定：平成 30 年２月 13 日 文部科学省告示第 16 号
追加指定：平成 31 年２月 26 日 文部科学省告示第 28 号
追加指定：令和３年３月 26 日 文部科学省告示第 50 号

指定時説明文

三朝温泉ノ東約八キロメートル三徳川ノ上流ニ在リ標高約九〇〇メートル輝石
安山岩及其ノ集塊岩ヨリ成ル山ノ北斜面ハ山勢甚急峻ニシテ概ネ断崖絶壁ヲ成
シ常緑濶葉樹ヲ主トセル密林ヲ以テ蔽ハレ山上ノ展望亦佳ナリ山ハ三佛寺ノ舊
境内ニ在リ寺ハ嘉祥二年僧圓仁ノ創建ト傳ヘラレ本堂ハ山麓ニ在リ山上ナル投
入堂ヲ奥院トシテ國寶子守勝手藏王像ヲ安置シ観音堂納徑堂、鐘樓地藏堂文殊
堂ヲ巖壁峭立ノ峰巒ニ配置ス就中投入堂、地藏堂、納徑堂、文殊堂ハ今國寶ノ
建造物タリ古來大和ノ吉野山伊豫ノ石槌山ト共ニ役行者開山セリト稱セラレ山
陰修験場ノ一トシテ著名ナリ堂宇ノ構造ハ何レモ奇巧ニシテ善ク巖壁ノ地形ヲ
利用シ景致ヲ添フ殊ニ投入堂ハ集塊岩ト熔岩トノ境ニ生シタル一大洞窟ノ中ニ
建テラレ堂下ハ千仭ノ絶壁ヲ成シ容易ニ近ツキ難キノ境地ニ位置スルカ為メニ
其ノ名アルモノニシテ自ラ全山勝景ノ中心タルノ觀アリ本堂ヨリ投入堂ニ至ル
間ニハ牛ノ背、馬ノ背、鼻蔓石、伏見岩屏風岩、胎内潜等アリ又投入堂ヨリ上
方ニハ天狗阪仙人窟及三鈷ノ岩屋等アリ何レモ行場タリ全山二亘リ巖峰卜建築
卜森林卜渓流トノ四者相待ツテ奇観奇勝ヲ成ス

管理団体 鳥取県三朝町（昭和 10 年１月 16 日指定）

※指定地番は巻末資料表46~48を参照

表 11　指定告示等



25

第３節　名勝及び史跡三徳山の価値

２　本質的な価値
三徳山の本質的な価値は以下のとおりである。

（１）硬軟様々な岩石によって構成された岩山と周辺を彩る特徴的な植生
硬い花崗岩や安山岩と比較的軟らかく脆い凝灰岩類で構成された岩山は、浸食作用への抵抗力の差
から全山に断崖や岩窟、巨石等、独特の奇観を数多く形成し、周辺地域よりも低い標高からブナやミ
ズナラが生育することで、低標高域の照葉樹林から高標高域の落葉樹林まで両者が混交している特徴
を示す。

（２）開山から 1300 年以上続く山岳信仰の歴史を今に伝える稀有な建造物群
古来、吉野山、石鎚山と共に役行者により開山されたと伝わり、日本独自の山岳信仰の跡と神を仏
の垂迹とする本地垂迹思想を色濃く残す山内には、断崖絶壁に建つ三佛寺奥院 (投入堂 )をはじめ、
岩窟や巨岩の上などその地形を巧みに利用して建立された建造物が数多く残されている。

（３）岩峰、建築、森林、渓流が混然一体となった優れた景観
断崖や岩窟、巨石等が広がる岩峰と、照葉樹林と落葉樹林が混交する自然度の高い林相は、国宝三
佛寺奥院 (投入堂 )をはじめとした歴史的建造物を数多く内包し、山下を流れる渓流と相まって四季
折々の優れた景観を作り上げている。

＝指定範囲　①～⑲＝主要な要素（地形及び建造物）

第 12 図　名勝及び史跡三徳山指定範囲
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３　価値を構成する要素
名勝及び史跡三徳山の価値を構成する主要な要素には、「地形」「建造物」「植生」があり、これら
が一体となって作り上げる「景観特性」がある。
また、副次的な要素には「美術工芸品等」「行事」のほか、国立公園や日本遺産が挙げられる。

（１）主要な要素
地形と建造物、植生

写真８　価値を構成する要素（１）

①三佛寺奥院（投
なげいれどう

入堂・愛
あいぜんどう

染堂）／国宝 ②三佛寺納
のうきょうどう

経堂／重要文化財

③三佛寺地
じ ぞ う ど う

蔵堂／重要文化財

三佛寺建造物群（⑤不
ふ ど う ど う

動堂 ⑥元
もとゆいかけどう

結掛堂 ⑦観
かんのんどう

音堂 ⑧鐘
しょうろうどう

楼堂 ⑨十
じゅういちめんかんのんどう

一面観音堂 ⑩本
ほんどう

堂）／県指定文化財
（その他建造物）⑪三

み と く さ ん り ん こ う い ん

徳山輪光院　⑫三
みとくさんしょうぜんいん

徳山正善院　⑬三
みとくさんかいじょういん

徳山皆成院

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

④三佛寺文
もんじゅどう

殊堂／重要文化財
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⑭クサリ坂 ⑮カズラ坂 ⑯鈴
れ い が い わ

ヶ岩

⑰不
ふ ど う だ き

動滝

常緑広葉樹林（写真：アカガシ） 落葉広葉樹林（写真：ブナ林）

⑱牛
う し の せ

ノ背・馬
う ま の せ

ノ背 ⑲三
さ ん こ の い わ や

鈷岩屋

写真９　価値を構成する要素（２）
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景観特性
低標高域の常緑広葉樹林から高標高域の落葉広
葉樹林まで、自然度の高い両者が混交しながら標
高に応じて連続的に移り変わり、国宝三佛寺奥院
（投入堂）を中心として納経堂、地蔵堂、文殊堂等
の数多くの建造物が建立されていることで、山岳
信仰の地として他に類を見ない独特な景観を一体
的に形成している。

（２）副次的な要素
美術工芸品等

行事
三徳山では採燈護摩、火生三昧火渡り神事など年間を通じて各種の法会が年中行事として営まれ
ているが、特に地域の関わりが深い法会として春季法要である御幸行列（写真 11）が挙げられる。
古くから三徳縁と呼ばれ多くの人々に親しまれた御幸行列は、子守・勝手の両権現を二基の神輿に
奉戴し、境内を出ることで多くの人にご利益を授けて廻る神事である。始まりの時期ははっきりし
ないものの、御幸行列に用いられたと伝わる獅子頭の作成年代が室町時代と推定されているほか、
正善院所蔵「年中行事」により江戸時代後期の実
態が伝えられており、平成 17 年 11 月 12 日に伯
耆文化研究会が発行した「三徳山の御幸神事につ
いて」でまとめられている。この御幸行列は坂本・
東小鹿・西小鹿の集落に１組ずつある神人株によっ
て進められ、坂本は毎年、東小鹿と西小鹿は１年
毎に交代で参加したとされるが、太平洋戦争の激
化に伴い中止された後は再開されず、昭和 31 年
の三朝町合併三周年記念行事として一度復活した
ものの、財政難等の理由からその後も中断された

木造蔵王権現立像（奥之院安置）/１躯
木造蔵王権現立像 /７躯

紙本墨書仁□（安）三年造立願文 /1 巻
銅鏡 木造聖観音立像（観音堂安置）/１躯
木造狛犬 /１対 木造狛犬 /１対
銅像誕生釈迦仏立像 /１躯 木造狛犬（阿形）/１躯
木造阿弥陀如来立像 /１躯 写経 /11 巻
男神座像 /１躯 女神座像 /１躯
三佛寺本堂俳諧額 /１面 宮本包則刀剣 /１振
唐櫃 /1 合 白磁香炉 /1 口
参籠札 /1 枚 子守権現甲冑騎馬像 /1 躯
勝手権現騎馬像 1躯

写真 10　三徳山（秋）

表 12　美術工芸品等一覧

写真 11　大正期の御幸行事（『新修三朝町史』）
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ままとなっていた。その後三徳山開山 1300 年祭に伴い
機運が高まったことから平成 18 年に復活し、三朝町無
形民俗文化財として現在も三徳山御幸行列保存会により
実施されている。なお、神人株とは別に坂本のみ榊組と
呼ばれる奏楽で祭礼を盛り上げる囃子方があり、これは
「坂本の雅楽」として復活されている。
また、三朝町の郷土芸能の踊りで鳥取県指定無形民俗
文化財でもある「さいとりさし」（写真 12）は、三徳山
を舞台に和尚との問答で楽しませるもので、現在も三朝
町さいとりさし踊り保存会によって継承、披露され、日
本遺産「六根清浄と六感治癒の地」の構成要素として、
観光客を中心に三朝町を訪れる様々な人々を楽しませてい
る。

（３）国立公園への編入と日本遺産の認定
近年、その地形の成り立ちと植生が高く
評価されたことにより、平成 26 年３月 19
日に大山隠岐国立公園へ山内の一部が編入
された。さらに、平成 27 年４月 24 日には、
山岳修験の場としての三徳山と、三徳山参
詣の拠点を担った三朝温泉が一体となった
ストーリーが評価され、「六根清浄と六感治
癒の地～日本一危ない国宝鑑賞と世界屈指
のラドン泉～」として、文化庁の日本遺産
認定を受けている。日本遺産によって、心
を清め心身を癒す旅という独自の魅力を作
り上げることで、国内外から広く誘客を図っ
ている。

（４）山内に広がる信仰遺跡の存在
現在確認されている遺構以外にも、文献
や古地図などから北側の上段行場や中段行
場、南側の裏行場の存在など、山岳信仰に
関する遺構の存在が示唆されている。近年
調査している小鹿地域の神倉後ロ山遺跡は、
この裏行場である可能性がある。

写真 12　さいとりさし

写真 13　日本遺産「六根清浄と六感治癒の地」
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第４節　名勝小鹿渓の価値

１　指定等の状況

＝指定範囲　①～㉑＝主要な要素（地形）

名称 小鹿渓
所在地 鳥取県東伯郡三朝町
指定面積 2,730,200㎡
指定の事由 【名勝の部】五（岩石）六（峡谷）
（指定要目） ※指定当時：【名勝之部】四（奇岩）、五（峡谷）、
指定の履歴 指　　定： 昭和 12 年 12 月８日　文部省告示第 416 号

原文

三朝川ノ支流ナル小鹿川ガ花崗岩ノ山地ヲ穿チテ峽谷ヲ成セル部分ヲイフ谷狹ク山
急ニ谷底ニハ花崗岩ノ巨岩累々トシテ横タハリ處々ニ瀑布ヲ懸ケ瀑下ニ深淵ヲ湛フ
兩岸ノ山腹ハ針葉闊葉混淆ノ美林ヲ以テ蔽ハレ晝尚ホ暗キヲ覺ユ五郎瀧、彌六淵及
彌六瀑、雌淵及雄淵ハ溪中勝景ノ勝レタルモノナリ

管理団体 鳥取県三朝町（昭和 16 年５月１日指定）
※指定地番は巻末資料表49を参照

表 13　指定告示等

第 13 図　名勝小鹿渓指定範囲
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２　本質的な価値
小鹿渓の本質的な価値は以下のとおりである。

（１）巨岩・瀑布・深淵からなる奇勝
渓谷の基盤となる花崗岩は、古代から連綿と続く急流と土砂礫の浸食を受ける中で、その景観に規
則性を与え、巨岩と瀑布、これによって生じる深淵という特徴的な奇勝を数多く形成している。

（２）常緑広葉樹、落葉広葉樹、針葉樹が混交する植生と四季の移ろい
高低差の大きな崖が幾重にも入り組み多くの滝や淵を伴う渓谷では、ブナやミズナラが周辺地域よ
りも低い標高から生育する特徴を持つ。自然度も高く、低標高域の常緑広葉樹から高標高域の落葉広
葉樹へと、山頂に向かって連続的に移り変わるなかに針葉樹が混交し、四季の移ろいの中で景観に彩
を与えている。

３　価値を構成する諸要素
名勝小鹿渓の価値を構成する主要な要素には、自然的な要素として「地形」と「植生」がある。

（１）主要な構成要素
地形（小鹿渓奇勝二十一景）

写真 14　小鹿渓奇勝二十一景（１）

① 冠
かんむりいわ

巌
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戸潭

⑥弥
や ろ く ぶ ち

六渕

③五
ご ろ う ぶ ち

郎渕

⑦水
すいしょうばく

晶瀑

④懸
かけぬのたき

布滝

⑧雌
めんぶち

渕
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写真 15　小鹿渓奇勝二十一景（２）

⑨玉
た ま も ば く

藻瀑

⑬笑
え が お い わ

顔岩

⑰長
ちょうじゃやしき

者屋敷

⑩帯
おびいわ

岩

⑭雄
おんぶち

渕

⑱夫
め お と だ き

婦滝

⑪化
けしょういわ

粧岩

⑮寝
ね ざ め い わ

覚岩

⑲乙
お と め ぶ ち

女渕

⑫竜
りゅうじょがけ

女崖

⑯神
かんなわのたき

縄滝

⑳品
しなじのたき

字滝

㉑繍
ぬいえりのせき

襟関
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植生
・針葉樹林（スギ・ハイイヌガヤなど）
・常緑広葉樹林（ウラジロガシ・アカガシ・ヒサカキ・リョウメンシダなど）
・落葉広葉樹林（ミズナラ・ブナ・ケヤキ・ミズメなど）

写真 16　夏の雌渕

写真 17　秋の雌渕
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第３章　名勝及び史跡三徳山の現状と課題

第１節　調査研究

１　現状
調査分野は地質や地形、植物に係るものから、建造物や美術工芸品等に係るもの、信仰や宗教に係
るものまで多岐にわたり、これまで外部の有識者の協力を得て実施することで一定の成果を上げてき
た。近年は、小鹿地域において三徳山との関連性が示唆される後ロ山遺跡の発掘調査を行っているが、
これまで明確な遺構は検出されておらず、遺物も出土していないため、考古学的な所見から遺跡の時
代や性格を明らかにできず、修験道に係る他遺跡の調査研究成果の採用や類推に基づき、同地点にお
ける山岳修行の実態を探っている。このほか、奈良文化財研究所など外部団体による独自の調査、研
究も進められており、外部有識者らとの連携が一層重要になっている。

２　課題
三徳山内はその急峻な地形から未踏査地も多く、三鈷岩屋など発見しても到達が困難なために継続
的な調査が行えない遺構や、遺物の出土を伴わず評価が困難な遺構など課題があり、調査分野も多岐
にわたることから、三徳山の学術的な価値の全容を解明する目途は立っていない。このため、有識者
等関係者との連携を一層強め、適切な指導、助言のもと、効率的な調査に努める必要がある。 
また、三徳山で行われたこれまでの調査研究成果を三朝町外はもとより、三朝町内においても十分
に周知できておらず、地域の魅力として共有していかなければならない。

第２節　保存管理

１　現状
（１）指定地の管理状況
名勝及び史跡三徳山の指定範囲は極めて広大かつ、公有地・社寺等有地・民有地が複雑に混在して
いる。そのうち民有地においては、高齢化、過疎化などにより管理が困難になっている場合がある。
また、昭和 9年の指定当時、地域住民から宅地や畑、その周辺などを指定地から除外するよう陳情
がなされており、同意が得られなかった土地など指定地に囲まれながらも未指定のままの土地も存在
している。これについて、保存上、特に重要なものは、平成 30 年度以降計画的に追加指定を実施し
ているほか、主に保存管理計画で示す厳正保全区域の保護を目的として、平成 28 年度から令和 3年
度までの 6年計画で指定地の一部民有地を公有地化した（表 14・15）。
この公有地化については、近年、山林所有者の不在村化の進行により適正に管理がなされない山林
が増加していることや、外国資本による山林所有権の無秩序な取得などの背景を鑑み、厳正保全区域
の周囲を公有地化して保護することを目的としたものである。
一方、指定から約 90 年が経過している現在、社会環境の変化から道路の拡幅工事によって現況が
道路敷となった指定地や、合筆や分筆等によって土地の所在が変更されている場合がある。
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【指定状況】
　指定日　　　　昭和９年７月７日　　　　面積 2,616,581.68㎡
　　追加指定日　平成 30年２月 13 日　　追加面積  　 16,296.61㎡
　　追加指定日　平成 31 年２月 26 日　　追加面積　   13,168.65㎡
　　追加指定日　令和３年３月 26 日　　追加面積　　 2,222.90㎡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　総指定面積 2,648,269.84㎡

【公有地化事業実績】

【所有者区分及び指定面積】

（２）自然環境及び風致景観の保全状況
三徳山の景観や周辺の自然環境に影響を与える行為として挙げられる開発行為等については、現状
変更の手続きを行う際、保存管理計画を基に行為者と事前協議を行うことで、その影響の抑制に努め
ている。
しかし、近年多発する自然災害により直接影響を受けたものや、災害復旧工事や防災工事による影
響など、その影響の抑制や実施自体を避けることが困難な工事も発生しており、直近の例では、平成
29 年台風 29 号により被災した三徳山地内の主要道である県道 21 号線の法面崩落に伴う災害復旧工
事において、当初は景観に配慮し植生回復が見込まれる工法によって復旧工事に着手したものの、令

区分 台帳、実測の別 面積 備考
国有地 台帳 42,464.00 ㎡ 所管 農林水産省、国土交通省
都道府県有地 台帳 27,635.45 ㎡
市町村有地 台帳 605,982.36 ㎡
公社等有地 台帳 0 ㎡
社寺有地 台帳 549,432.92 ㎡
私有地 台帳 700,364.11 ㎡
その他 台帳 722,391.00 ㎡ 財産区、組合等

計（指定面積） 2,648,269.84 ㎡

年度 購入地 購入筆数（筆） 購入面積（㎡）
平成 28 大字三徳字　旗谷頭・大瀬丸頭 17 240,376
平成 29 大字三徳字　大瀬丸頭 29 124,075
平成 30 大字三徳字　大瀬丸・大瀬丸頭 21 24,004
令和元 大字三徳字　美徳谷 13 11,284
令和２ 大字三徳字　成空頭 15 92,107
令和３ 大字三徳字　成谷・神代頭・神代・成空頭 14 109,891

計 109 601,737

表 14　指定地公有化の実績

表 15　所有者区分及び指定面積
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和元年台風 19 号によって工事終了間際に再び崩落したため、やむを得ずコンクリート擁壁によって
復旧された。このほかにも、防災事業による砂防堰堤や落石防止柵等の設置などによる影響が広がっ
ているほか、電柱や電線も増加しており、環境整備基本計画で示した電柱の地中化は文化財への影響
や技術的困難さから実現には至っていない。
また、所有者の高齢化や社会情勢の変化など様々な理由から指定地内の樹木は適切な管理がなされ
ないまま成長を続けており、例えば、植林された杉によって投入堂遥拝所から投入堂が見えなくなる
などの弊害も発生している。

（３）歴史的な建造物・遺構等の保全状況
山内の歴史的な建造物は、所有者や管理者
等によって日常的な点検と維持管理が行わ
れ、第 2章第２節で示したとおり必要に応じ
て補助事業を活用した大規模修理が実施され
ているが、その棟数は多く、全てを修理でき
ているわけではない。現在確認されている主
なき損箇所は、鳥取県指定文化財の観音堂の
垂木及び長押の脱落、十一面観音堂（野際稲
荷）及び三佛寺本堂の屋根の劣化のほか、特
に急を要するものとして、重要文化財三佛寺
文殊堂の屋根の破損（写真 18）が挙げられる。
文殊堂は応急措置として防水処理を行ってい
るが、今後、本格的な修理が必要である。
また、境内の防犯対策として監視カメラを
設置し、火災対策では主要建造物へ消火器を
設置しているほか、平成 26 年には消火用送
水管を設置したことで、県道から三徳山三佛
寺本堂付近までスムーズな送水が可能となっ
た。なお、三徳山のガイダンス施設として令
和２年５月 24 日に竣工式を迎えた三徳山正
善院（写真 19）は、茅葺屋根の類焼を防ぐ
ため、ドレンチャー及び防火水槽などの消火
設備を備えている。
そのほか、所有者が行う山護運動によって行者道の維持管理が行われているものの、歩き荒れや洗
掘等による荒廃が進んでいるほか、三徳山三佛寺本堂周辺では一部地面の空洞化や石垣のハラミ、流
出水も複数個所で確認されており、令和２年度に鳥取県治山砂防課が実施した三徳山裏山診断では、
地下水や谷水による流出水の処理対策の重要性が指摘されている。
なお、日常的な維持管理や修理、様々な祭祀等に必要となる多種多様な資材を境内へ搬入する方法
がなく、人口減少や高齢化の影響もあり、人力での搬入は困難になっている。

写真 18　破損直後の三佛寺文殊堂

写真 19　三徳山正善院
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（４）現状変更の実績（平成 28 年度から令和２年度）（表 16 ～ 18）

申請年月日 内容 補足事項 許可年月日 許可番号
平成 28 年 発掘調査 正善院境内・輪光院境内 平成 28 年 28 受庁財第４号の 520
6 月 8 日 7月 15 日

平成 28 年 携帯電話基地局設置 携帯電話無線基地局 平成 28 年 28 受庁財第４号の 519
6 月 10 日 鋼管柱 高 12.9m 7 月 15 日

中継増幅装置収容箱
電源装置収容箱
工事に伴う仮設物

平成 28 年 測量杭設置 買上げに伴う用地測量 (合谷 ) 平成 29 年 鳥取県教育委員会指令
8月 30 日 用地境界杭 150 点以内 9月 5日 第 201600088074 号

４級基準点 200 点以内
２級基準点２点

平成 28 年 測量杭設置 合谷：56 本 平成 28 年 鳥取県教育委員会指令
11 月 21 日 11 月 28 日 第 201600130566 号
平成 29 年 測量杭設置 美徳頭（三佛寺～皆成院裏山）

12 本
平成 29 年 鳥取県教育委員会指令

1月 10 日 1月 20 日 第 201600158018 号
平成 29 年 地質調査 合谷 平成 29 年 28 受庁財第４号の 1947
2 月 6 日 調査ボーリング４箇所 3月 10 日

標準貫入試験４箇所
傾斜地足場４箇所
モノレール L=258m
立入禁止バリケード L=２m
注意喚起看板２枚

平成 29 年 クサリ設置等 クサリ設置 平成 29 年 28 受庁財第４号の 1975
2 月 16 日 ネットフェンス設置 3月 10 日

平成 29 年 道路側溝更新 L=36.6m 平成 29 年 鳥取県教育委員会指令
3月 2日 3月 22 日 第 201600191625 号

平成 29 年 調査に係る工作物設置 文殊堂付近 平成 29 年 鳥取県教育委員会指令
3月 8日 【測量杭設置】 3月 13 日 第 201600188845 号

４級基準点５点
横断測量杭８点
【弾性波調査】
受診装置設置６点
打設地点６点

平成 29 年 測量杭設置 買上げに伴う用地測量 (合谷 ) 平成 29 年 鳥取県教育委員会指令
6月 21 日 用地境界杭 300 点以内 6月 23 日 第 201700079214 号

４級基準点 200 点以内
２級基準点２点

平成 29 年 消融雪装置更新 大門坂付近 平成 29 年 鳥取県教育委員会指令
7月 4日 L=290.5m 8 月 4日 第 201700110243 号

平成 29 年 測量杭設置 旗谷頭 平成 29 年 鳥取県教育委員会指令
8月 17 日 プラスチック製１点 8月 25 日第 201700133687 号
平成 29 年 標識整備 案内標識設置３基 平成 29 年 29受庁財第４号の1297
10 月 11 日 老朽解説標識撤去２基 11 月 17 日
平成 29 年 案内標識整備 楕円型誘導サイン板８枚 平成 29 年 29受庁財第４号の1291
10 月 12 日 案内図１枚 11 月 17 日
平成 29 年 資料採取等 地質調査一式 平成 29 年 鳥取県教育委員会指令
11 月 6日 調査ボーリング１箇所他 11 月 14 日第 201700202679 号
平成 29 年 地質調査等 地質調査一式 平成 29 年 29受庁財第４号の1487
11 月 9 日 調査ボーリング２箇所 他 12 月 8日

調査機器運搬用モノレール
L=50m含む

表 16　現状変更一覧（１）
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申請年月日 内容 補足事項 許可年月日 許可番号
平成 29 年 杭設置 測量一式 平成 29 年 鳥取県教育委員会指令
11 月 15 日 木製杭 (測量用・仮設 )５本 11 月 29 日第 201700216600 号

木製杭 (用地用・仮設 )13 本
プラスチック杭 ( 用地用・永
久 )４本

平成 30 年 工作物設置 資材運搬用モノレールの 平成 30 年 29受庁財第４号の1966
2 月 6 日 設置及び撤去　L=160m 3 月 9日

（既設工作物の設置期間延長）
平成 30 年 災害復旧 法面工 A=1,150㎡ 高 44.3m 平成 30 年 29受庁財第４号の1965
2 月 6 日 階段復旧１箇所 3月 9日

道路付属施設復旧
仮設工・立木伐採

平成 30 年 植栽整備 サクラの苗木　25 本 平成 30 年 30 受庁財第 4号の 565
6 月 13 日 7月 20 日
平成 30 年 測量杭設置 買上げに伴う用地測量 (合谷 ) 平成 30 年 鳥取県教育委員会指令
7月 26 日 用地境界杭 300 点以内 8月 8日第 201800123733 号

４級基準点 50 点以内
平成 30 年 災害復旧 崩落里道復旧工事 平成 30 年 30 受庁財第４号の 992
8 月 17 日 土工・法面工 9月 21 日
平成 31 年 休憩所撤去 3棟（三徳風穴・散策路） 平成 31 年 鳥取県教育委員会指令
1月 25 日 1月 30 日第 201800296927 号
平成 31 年 通信施設修繕等 掘削及び埋戻し 平成 31 年 鳥取県指令
4月 18 日 (幅 1.3m×長2.0m×深1.4m) 4 月 18 日第 201900023994 号

管路修繕
(直径 10cm× 1.4m×５本 )

平成 31 年 通信施設設置 光ファイバーケーブル敷設 令和元年 31 受文庁第４号の 210
4 月 18 日 ( 約 2.8km) 5 月 17 日

通信柱設置 (21 本 )
令和元年 測量杭設置 木製杭 (用地幅杭 )30 本 令和元年 鳥取県指令
5月 10 日 プラスチック杭 (基準点 )６

本
5月 21 日第 201900048896 号

令和元年
　8月 6日

砂防工事 砂防堰堤工 (H=10m,L=56m)
N=１基

令和元年
9月 20 日

元受文庁第４号の 863

管理用道路(W=4m)L=216.4m
付替道路工(W=1m)L=129.4m
立木伐採A=1,800㎡

令和元年 携帯電話基地局設置 携帯基地局設置　（２箇所） 令和元年 元受文庁第４号の 1104
9 月 24 日 11 月 15 日
令和元年 地質調査 調査ボーリング：２箇所 令和元年 鳥取県指令
10 月 23 日 傾斜地足場：２箇所 10 月 23 日第 201900191882 号
令和元年 地質調査 調査ボーリング：２箇所 令和元年 鳥取県指令
11 月 2日 傾斜地足場：２箇所 11 月 7日第 201900206262 号
令和元年 地質調査 調査ボーリング：１箇所 令和元年 鳥取県指令
11 月 21 日 傾斜地足場：１箇所 11 月 25 日第 201900191882 号
令和２年 災害復旧 押え盛土工・道路復旧工 令和２年 元受文庁第４号の 1798
2 月 6 日 地下排水除工・仮設工・伐採 3月 19 日

令和２年 通信施設設置 光ファイバーケーブル敷設 令和２年 元受文庁第４号の 2151
3 月 11 日 ( 約１km) 4 月 17 日

通信柱設置 (13 本 )
令和２年 仮設事務所等設置 プレハブ事務所１棟 令和２年 鳥取県指令
5月 25 日 仮設トイレ　１台 6月 1日第 202000055786 号

表 17　現状変更一覧（２）
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２　課題
（１）指定地管理の課題
広大な指定地はその筆数も多く、私有地、社寺有地、公有地など様々な性格の土地が存在し、具体
的な現況を把握できていないことから、所有者等との連携を強化して適切に管理する必要がある。

（２）自然環境及び風致景観保全の課題
近年、所有者の高齢化や社会情勢の変化のほか、日常の草刈りすらできないというような規制の誤
解等により、昭和年代に植林された人工林など、山内の樹木を適切に管理できていない。
また、保存管理計画には、現状変更によって生じる影響を抑制する方法について記載がないことか
ら、現状変更の取扱いについて一定の方針を示し、風致景観等に与える影響を抑制するとともに、一
定の自然的要因による変化を許容しつつ、維持、回復に繋げる必要がある。

（３）歴史的な建造物・遺構等保全の課題
歴史的な建造物の経年劣化や行者道の荒廃に伴う修理が必要だが、これに要する多額の費用を短期
的に確保することは困難なため、計画的に実施する必要がある。

申請年月日 内容 補足事項 許可年月日 許可番号
令和２年 落石防止網設置 施工延長：L=60m 令和２年 ２受文庁第４号の 522
6 月 8 日 ポ ケ ッ ト 式 落 石 防 止 網：

A=1,440㎡
7 月 17 日

仮設モノレール：L=75 ｍ
令和２年 地積調査測量杭等

設置
測量一式 令和２年 鳥取県指令

7月 9日 プラスチック杭、コンクリー
ト杭、金属標　計 3,150 点以
内

7月 29 日第 202000104931 号

地積調査テープ（ビニール） 
令和２年 光ケーブル敷設 光ケーブル敷設：L=4.4Km 令和２年 鳥取県指令
7月 20 日 8月 18 日第 202000121556 号
令和２年 測量杭等設置 測量一式 令和２年 鳥取県指令
10 月 1日（買上事業関係） プラスチック杭：計 750 点以

内
10 月 6日第 202000170625 号

目印テープ：750 点以内
令和２年 光ケーブル敷設

（FTTH）
光ケーブル敷設：L=4.4Km 令和２年 鳥取県指令

11 月 18 日 12 月 7日第 202000224869 号

令和３年 補助基準点及び用
地境界杭等設置

測量一式 令和３年 鳥取県指令
1月 28 日 木製杭：113 本以内 3月 8日第 202000315718 号

コンクリート杭：20 本以内
金属鋲：３本以内

令和３年 地質調査 ボーリング調査：３か所 令和３年 鳥取県指令
1月 28 日 3月 8日第 2020003160565 号
令和３年 光ケーブル敷設 光ケーブル敷設：377 ｍ 令和３年 鳥取県指令
3月 23 日 4月 9日第 202100008229 号

表 18　現状変更一覧（３）
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また、急峻な地形によって維持管理や修理等に必要な資材等の搬入も難しいことから、文化財に配
慮しつつ必要な資材等を安全に境内へ搬入する方法が必要である。

第３節　活用

１　現状
（１）観光との連携
三徳山では、その自然と修験の山としての歴史を背景に、勇壮な自然と国宝三佛寺奥院（投入堂）
を含む多くの歴史的建造物群を巡る参拝登山を体験の核とし、重要文化財の蔵王権現立像をはじめと
する数多くの美術工芸品等の展示や説明、ガイドによって三徳山の自然や歴史、文化を来訪者へ提供
している。これに加え、近年は日本遺産事業のなかで三朝温泉と一体的な活用に取組んでおり、参拝
登山を始めとした三徳山での体験によって五感と心を清める「六根清浄」、入浴など三朝温泉での体
験によって五感と心身を癒す「六感治癒」と位置づけ、古来の修験道文化というストーリーを一体的
に表現し、心を清め心身を癒す旅という独自の魅力を作り上げることで、国内外から広く誘客を図っ
ている。
なお、周辺資源活用計画において示された「小鹿渓・三徳山周辺地域 観光客実態調査（平成 26・
27 年）」及び、パブリックコメント（平成 27 年）による観光客の三徳山に対する意見及び要望は表
19 のとおりである。

（２）教育との連携
三朝町内の小中学校では、総合的な学習等の時間に地域について学ぶ機会を設けており、名勝及び
史跡三徳山もその学習機会を提供している。
また、生徒のみならず、例年、新たに三朝町へ赴任した教職員を中心に行う文化財を活用した町内
巡りでも投入堂参拝登山を実施しており、参加者から特に好評を得ているほか、青少年健全育成の一
環として開催される青少年研修会や、三朝町と姉妹都市盟約を結ぶ京都府城陽市との小学生交流会、
地元小学生の親子会など、社会教育の場としても活用されている。

２　課題
（１）観光との連携の課題
効果的に来訪者を呼び込むためには、その多様なニーズや動向を把握し、情報発信や受入れ環境の
整備に繋げなければならない。
また、三徳山の魅力を伝える核となっている国宝三佛寺奥院（投入堂）は、老若男女問わず誰もが
行ける場所にはないため、全ての来訪者がその価値や魅力を知り、体験することができる仕組みが必
要である。

（２）教育との連携の課題
三朝町内の住民を対象とした活用は限定的であり、住民がどの程度三徳山を訪れ、また認知されて
いるのか把握できていない。住民の三徳山への理解と愛着を醸成するためこれらの情報を把握し、学
校教育と社会教育のなかで幅広い世代の住民が三徳山を体験し学ぶ機会を作る必要がある。
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項目 意見・要望 対応状況
駐車場の改善 ①対岸駐車場の場所がわかりづらい。大きな案内

　板が必要。
①一部対応済み

②ピーク時には、車を止める場所が足りないため、
　駐車場を拡大してほしい。

②③密坊駐車場を整備済み

③駐車場の枠（区画割）がなく車が停めにくい。
④三徳山駐車場から投入堂遥拝所までの距離が遠
　く感じる。

④新たな展望所（遥拝所）を
　計画

案内サイン解説板
の改善

①駐車場から三佛寺や投入堂遥拝所への案内がわ
　かりにくい。駐車場から三佛寺への案内図や、
　参拝案内の道順を提示してはどうか。

①一部対応済み

②参拝登山に関する情報が乏しい。(所要時間、　
　服装や天候による規制 )

②④ホームページ整備済み

③三朝温泉方面からの道路看板はわかりやすい一
　方で、鹿野方面からの案内が少ない。

③未対応

④ホームページがわかりにくい。
⑤�気軽に手に入るガイドブックのようなパンフ
レットがほしい。

⑤各種パンフレットを整備済
　み

参拝道の改善 ①服装の貸し出しや単独登山ができるようにして
　ほしい。

①一部対応済み

②③④未対応②子どもや高齢者が楽しめるように配慮してほし
　い。安全性の向上が必要。
③投入堂までの参拝道とは別に、安全にハイキン
　グできる環境を整えてほしい。
④もう少し投入堂まで登りやすくしてほしい。

情報発信の強化 ①日本一危険な参拝ができる場所であることを　
　もっと PRしてほしい。 

①②継続実施中

②関西・関東方面に積極的に PRしてほしい。
資源の保全 ①できるだけ今ある自然のままの状態を残してほ

　しい。
①②開発行為等による現状変
　　更を抑制

②整備によって景観を壊してほしくない。
休憩施設の充実 ①湯葉や三徳豆腐、とちもちなど地域の食文化が

　体験できる飲食施設や特産物販売所がほしい。
①民間対応

②投入堂遥拝所の近くにトイレを整備してほし　
　い。

②未対応

眺望の改善 ①投入堂が近くで見えるようにしてほしい。 ①参拝登山による対応を継続
②スギ林により投入堂遥拝所から投入堂が見えづ
　らい。

②新たな展望所（遥拝所）を
　計画

表 19　三徳山に対するパブリックコメント結果
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第３章　名勝及び史跡三徳山の現状と課題

第４節　整備

１　現状
（１）文化財を保存するための整備
現在まで境内へ資材等を効率的に搬入する方法が確保されていないため、これまでに行われた国宝
三佛寺奥院(投入堂)をはじめとする境内の歴史的建造物の修理や、災害対策工事、災害復旧工事など、
大規模な工事を行う際には、事業実施者によってその都度モノレールの仮設整備が必要となっている。
このため、設置と撤去が繰り返し行われることとなり、自然環境や景観への影響が懸念される。なお、
災害も地形変化プロセスの一コマであり、自然的要因による変化と整備のバランスが求められる。

（２）文化財の価値を体験、理解するための整備
第２節で示したとおり、これまで国宝三佛寺奥院 (投入堂 )をはじめとする歴史的建造物や、行者
道などの修理、防災防犯対策などを行い、併せて日常的な維持管理及び祭祀を行うことでその価値を
保存し、活用に耐えるよう図ってきた。近年は、三徳山休憩舎を整備し、デジタルサイネージによる
周辺風景の 360 度写真や、三徳山と町内の観光情報を提供しているほか、三徳山正善院を三徳山の
新たなガイダンス施設として整備したことで三徳山内の景観も回復し、同一敷地内にある県指定名勝
正善院庭園と一体的に活用している。
また、国宝三佛寺奥院 (投入堂 )を展望する施設として整備された投入堂遥拝所からは、植林され
た杉の影響で投入堂の姿を見ることができなくっているが、三朝町及び鳥取県によって指定地外に新
たな展望所（遥拝所）の設置を計画中である。
一方で、保存管理計画に記載した「生産・ふれあい区域」及び「散策・体験区域」では、風穴や三
徳山の眺望を活用するため、周辺の土地を地元から借り上げ、便益施設としてトイレ等を備えた「三
徳山ふるさと自然のみちウォーキングセンター」や駐車場、散策路及び東屋を整備してきたが、老朽
化に伴い平成 30 年度に東屋を撤去し、借地も返還したことから現在は公開していない。

（３）利便性向上のための整備
三徳山へのアクセスは車による場合が多いため、近隣に観音院駐車場及び密坊駐車場を整備してお
り、令和２年度には密坊駐車場の舗装工事及び駐車位置の整理を行った。公衆トイレは観音院駐車場
に１か所、境内に２か所設置され、バス停のシェルター設置や公衆Wi-Fi を整備するなど、来訪者
の利便性向上を図っている。
また、三徳山への新たな交通手段として、令和２年度から三朝温泉観光協会によるレンタサイクル
が整備されている。

（４）その他環境整備基本計画に記載した整備
環境整備基本計画に記載した整備の状況は表 20 のとおり。

２　課題
（１）文化財を保存するための整備の課題
境内への物資の搬入方法が確立されておらず、歴史的建造物等の修理や災害復旧工事などが行われ
るたびにモノレールの仮設が繰り返され、自然環境や風致景観に少なからず影響を与えており、設置
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や撤去に係る費用も事業実施者の大きな負担となっている。このため、文化財に配慮した搬入方法を
確立することで、影響を抑制し負担を軽減する必要がある。

（２）文化財の価値を体験、理解するための整備の課題
三徳山の価値や魅力を伝える三徳山休憩舎や三徳山正善院などのガイダンス施設を整備し、その機
能の充実を図っているが、増加する外国人観光客など多様化する来訪者の誰もがその価値や魅力を知
り、体験することができるよう、その内容や管理体制を更に充実させる必要がある。

（３）利便性向上のための整備の課題
外国人を含め年間約４万人が訪れており、安全性の向上やバリアフリー化、便益施設及び誘導サイ
ン等の多言語化など、ユニバーサルデザインを意識した今日的な在り方を検討し、これらを充実させ
る必要がある。

（４）その他環境整備基本計画に記載した整備の課題
環境整備基本計画に記載した整備のうち、現在までに未対応等何らかの課題があるものは表 21 の
とおり。

項目 概要 状況
本堂や諸堂の修理 本堂や諸堂の修理 第２章記載のとおり実施
行者道の整備 荒廃した道の修復 第２章記載のとおり実施
杉の大木の保全等 しめかけ杉等の保全及び名勝正善院庭園の

復元
杉　：現状維持
庭園：第２章記載のとおり実施

石段修理等 石垣の修理・電柱地中化・案内看板等の整
備

石垣：第２章記載のとおり実施
電柱：未対応
看板：適時対応中

行者道迂回路整備 新たな迂回登山道の開設 未整備（ただし災害により一部ルー
トを変更対応）

三佛寺周辺散策路
整備

輪光院西尾根から山頂（テレビアンテナ付
近）の散策路整備

未整備

因伯の名水遊歩道
整備

不動滝への歩道整備（既存道） 整備後に発生した法面崩落により
現在は通行禁止。景観を害してい
た県道融雪装置の取水設備は撤去
済み。

防火水槽等の整備 防火水槽やホースの設置 防火水槽：未整備
防火施設：第２章記載のとおり実
施

緊急車等進入路整備 消防車等の緊急車両が県道から本堂付近へ
侵入できる道路の開設

未整備
　※事故等発生状況
　  （平成 24 年～令和３年）
　　三徳山内事故等件数：31 件
　　うち防災ヘリ対応件数：20 件
　 （救助不要等件数を含む）

緊急連絡網整備 管理事務所との連絡網整備 未整備（ただし携帯電話の普及率
向上及び、三徳山内主要箇所にお
ける不通話は解消されている）

表 20　環境整備基本計画における整備の状況
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第５節　運営体制

１　現状
（１）主要な所有者
三徳山の保護に関わる主要な所有者は次のとおりである。三徳山の中心に広がる境内の維持管理及
び祭祀等を行っている。
・三徳山三佛寺　・三徳山輪光院　・三徳山正善院　・三徳山皆成院

（２）三朝町役場の組織体制
三朝町役場の職員数及び関係事務の所管状況は表 22 のとおりである。職員配置の適正化を進める
とともに、ほぼ全ての課が同一庁舎内のワンフロア内に所在することで各課の連携強化を図っている。

※職員数は、令和３年４月１日時点における一般職に属する職員数であり、三朝町職員の身分を有す
　る派遣職員等を含み、臨時的任用職員及び非常勤の職員を除く。
※各課人数は関係事務の担当外職員を含む。
※社会教育課は三朝町教育委員会に属する。

三朝町役場職員数　一般職（条例定数） 89 名（125 名）
　上記のうち　・文化財に係る事項　　　　　　　（社会教育課） ５名
　　　　　　　・自然公園及び地域づくりに係る事項　（企画課） ６名
　　　　　　　・観光振興等に係る事項　　　　　（観光交流課） ５名
　　　　　　　・町有財産等に関する事項　　　　　　（財政課） ４名
　　　　　　　・山林及び農地等に関する事項　　　　（農林課） ４名
　　　　　　　・開発及び整備に関する事項　　　（建設水道課） 11 名

項目 概要 課題
石段修理等 石垣の修理・電柱地中化・案内看板等の整備 石垣：一部でハラミ等がみられるが、周

辺地で空洞化も確認されており、抜本的
な解決方法を見いだせていない。
電柱：地中化工事による文化財への影響
が大きい。

行者道迂回
路整備

新たな迂回登山道の開設 設置工事に伴う文化財への影響が大きい。
所有者の費用負担が大きい。

三佛寺周辺
散策路整備

輪光院西尾根から山頂（テレビアンテナ付近）
の散策路整備

設置工事に伴う文化財への影響が大きい。
所有者の費用負担が大きい。

因伯の名水
遊歩道整備

不動滝への歩道整備 活用方針が整理できていない。

防火水槽等
の整備

防火水槽の設置 境内の防災整備状況が計画時と異なる。

緊急車等進
入路整備

消防車等の緊急車両が県道から受付所付近へ
進入できる道路の開設

文化財への影響を抑制する方法が整理さ
れていない。
道路勾配など技術的な課題ある。
事業主体、設置目的、利用方法、維持管
理体制のいずれも整理できていない。

緊急連絡網
整備

管理事務所との連絡網整備 安定電源の確保が困難である。

表 21　環境整備基本計画における整備の課題

表 22　三朝町役場の組織体制
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（３）関係機関・団体等
各事項に関する主な関係団体等の状況は表 23 のとおり。

２　課題
三徳山の保存活用にあっては、近年、特に広域かつ多様な対応を求められるなかで、文化財所有者
はもとより、これまで緊密に連携を図ってきた文化庁及び鳥取県文化財部局を中心とする文化財関係
機関のみならず、各種関係法令等所管機関のほか、近年は町内外の観光団体や地元の企業、地域住民
など幅広い分野の団体や個人と一元的に連携する仕組みが必要である。

①指定地の管理に関する事項 林野庁・国土交通省・鳥取県
三徳財産区・三徳山三佛寺・三徳山輪光院
三徳山正善院・三徳山皆成院
その他個人所有者

②社寺等堂宇及び祭祀に関する
　事項

三徳山三佛寺・三徳山輪光院
三徳山正善院・三徳山皆成院

③観光振興に関する事項 三朝町日本遺産活用推進協議会
日本遺産三徳山三朝温泉を活かす会※1

※１三朝温泉観光協会・三朝温泉旅館協同組合
　　三朝町商工会・一般社団法人 鳥取中部観光推進機構
　　一般社団法人 山陰インバウンド機構・公益社団法人 鳥取県観光連盟
　　特定非営利法人NPOみささ温泉・三徳山三佛寺
　　三徳山麓会

④地域の運営等に関する事項 三徳地域協議会
俵原区・吉原区・成区・三徳山区・合谷区
坂本区・片柴区・余戸区・桜ヶ丘区

⑤文化財保護全般に関する事項 文化庁・鳥取県（とっとり弥生の王国推進課・文化財課・県立博物館・
県埋蔵文化財センター）
奈良文化財研究所・鳥取県文化財保護指導委員
三朝町文化財保護調査委員会
日本遺産三徳山三朝温泉を守る会※２

有識者（三徳山総合調査報告書執筆者・鳥取県文化財保護審議会
委員等）
※２三朝町文化財保護調査委員会
　　三徳地域協議会・小鹿地域協議会
　　三徳東協議会・三朝区ジンショ保存会
　　倉吉ユネスコ協会・三朝温泉観光協会
　　三朝温泉旅館協同組合・三朝町商工会
　　商工会女性部・鳥取県日仏友好協会
　　山陰合同銀行三朝出張所・三徳山三佛寺
　　三徳山輪光院・三徳山正善院
　　三徳山皆成院

⑥その他の法規制に関する事項 林野庁・国土交通省・環境省・鳥取県（農林水産部・県土整備部・
生活環境部・総合事務所等）
鳥取県中部ふるさと広域連合（消防局）

表 23　関係機関・団体等
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第４章　名勝小鹿渓の現状と課題

第１節　調査研究

１　現状
これまで小鹿渓谷で行われた植生調査や気象観測、地形解析は三徳渓谷との比較としてまとめてい
る。例えばブナが一般的な植生分布よりも低い標高 400m付近に見られるような樹木類分布下降現象
などの植生的特徴が両者には見られるが、三徳渓谷より小鹿渓谷こそ顕著に現れていることが分かっ
ている。
現在、三朝町において小鹿渓についての調査研究は行っていないが、鳥取大学が継続的に小鹿渓の
調査に訪れ、地形や植生について独自の調査研究が進められている。

２　課題
小鹿渓谷に係るこれまでの調査研究成果を、小鹿渓そのものの魅力として十分に活かすことができ
ていない。
また、町外はもとより、町内においても十分に周知することができておらず、地域の魅力として共
有していかなければならない。

第２節　保存管理

１　現状
（１）指定地の管理状況
名勝小鹿渓の指定地のうち、価値の中心である小鹿渓奇勝二十一景の大部分は国有林内に存在する
ため、林野庁によって適切に管理されている。
また、周辺での開発行為も少なく、指定地は主に河川の隣接地であることから、近年は大きな人為
的改変が発生していない。
なお、小鹿渓奇勝二十一景にも未指定地が存在する。

【指定状況】
指定日　　昭和 12 年 12 月８日　　　面積　2,730,200㎡

（２）自然環境及び風致景観の保全状況
小鹿渓の指定地のうち、国有林部分については林野庁により計画的に管理が行われ、その林相が保
護されている。
しかし、自然災害による被害も発生しており、令和３年には豪雨によって小鹿渓奇勝二十一景の主
要部分でも倒木や落石、土砂の流出等が発生した。
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（３）現状変更の実績

２　課題
（１）指定地管理の課題
指定地の大部分を占める国有林管理者との連携が十分に図れておらず、国有林以外の土地についても
具体的な現況を把握できていないことから、所有者等との連携を強化して適切に管理する必要がある。

（２）自然環境及び風致景観保全の課題
現状変更によって生じる影響を抑制するための基礎資料となる計画がないことから、現状変更の取
扱いについて一定の方針を示し、風致景観等に与える影響を抑制するとともに、一定の自然的要因に
よる変化を許容しつつ、維持、回復に繋げる必要がある。

第３節　活用

１　現状
（１）観光との連携
小鹿渓では、小鹿渓奇勝二十一景を核として、その豊かな自然の魅力を来訪者へ提供している。初
夏には新緑の中に町の花のホンシャクナゲが咲き誇り、秋には紅葉の中で町の木であるトチノキが実
を付けるなど、季節の移ろいの中で様々な表情を見せ、とりわけ雄渕や雌渕は町内有数の写真撮影ス
ポットとなっている。そのほか、バードウォッチングや体験学習、アクティビティなど、景勝地以外
としても来訪者に親しまれている。
なお、周辺資源活用計画において示された「小鹿渓・三徳山周辺地域 観光客実態調査（平成 26・
27 年）」及び、パブリックコメント（平成 27 年）による観光客の小鹿渓に対する意見及び要望は表
25 のとおりである。

（２）教育との連携
三朝町内の小中学校では、総合的な学習等の時間に地域について学ぶ機会を設けており、名勝小鹿
渓もその学習機会を提供している。
また、生徒のみならず、例年、新たに三朝町へ赴任した教職員を中心に行う文化財を活用した町内
巡りの場としても活用されているほか、青少年健全育成の一環として開催される青少年研修会や、三
朝町と姉妹都市盟約を結ぶ京都府城陽市との小学生交流会、地元小学生の親子会など社会教育の場と
しても活用されている。

申請年月日 内容 補足事項 許可年月日 許可番号
平成 29 年 落石防護網設置等 落石防護ネット設置 949㎡ 平成 29 年 28 受庁財第４号の 2124
3 月 2 日 樹木伐採 14 本 4月 21 日

令和元年 電柱建替 撤去：コンクリート柱４本 令和元年 元受文庁第４号の 1154
10 月 8 日 新設：コンクリート柱４本 11 月 15 日

表 24　現状変更一覧
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第４章　名勝小鹿渓の現状と課題

２　課題
（１）観光との連携の課題
風光明媚な小鹿渓の価値や魅力について十分に周知し、これを堪能できる地域資源として更に活用
を図っていく必要がある。
また、効果的に来訪者を呼び込むためには、その多様なニーズや動向を把握し、情報発信や受入れ
環境の整備に繋げ、その魅力や価値を伝える仕組みを充実させる必要がある。

（２）教育との連携の課題
三朝町内の住民を対象とした活用は限定的であり、住民がどの程度小鹿渓を訪れ、また認知されて
いるのか把握できていない。住民の小鹿渓への理解と愛着を醸成するため、これらの情報を把握し、
学校教育と社会教育のなかで、幅広い世代の住民が小鹿渓を体験し学ぶ機会を作る必要がある。

第４節　整備

１　現状
（１）文化財の価値を体験、理解するための整備
来訪者が小鹿渓の風致景観を間近で鑑賞するため、遊歩道が整備されているが、令和３年７月の豪
雨により遊歩道の一部が損壊したため、被災以降は通行止めとなっている。また、遊歩道は設置か

項目 意見・要望 対応状況
遊歩道の改善 ①景観や川は美しく、自然が楽しめる場所である。 未対応

②�遊歩道の維持管理が不十分であり、木や雑草が生い
茂っていて歩きにくい。

遊歩道の災害復旧を含
め、整備を計画

③�階段がすべりやすいため、手すりの整備が必要である。
子どもや高齢者にとっては危険である。
③木々が生い茂っており、渓谷の景観が見えない。
④もう少し水辺に降りられるような場所にしてほしい。

案内サイン解説板
情報提供の改善

①案内板が劣化しており、文字が読みづらい。 未対応
②�散策する前に見所や奇岩の情報が欲しい。どこが見所
なのかわからない。

遊歩道の災害復旧を含
め、整備を検討

③�遊歩道の全体像が見えず、初めて来た人は遊歩道がど
こまで続いているのかわからない。
④�遊歩道中間部に案内がなく、上流側に遊歩道が続くこ
とがわからない。
⑤紅葉の時期がいつなのかの情報がほしい。
⑥�夏場に水遊びをしてよい場所なのかどうかがわからな
い。

休憩施設駐車場道
路トイレの改善

①�トイレが遊歩道の入り口にしかなく、遊歩道の中間地
点や終点地点にもトイレや休憩所は必要である。

未対応

②�駐車場から１km先の遊歩道の上流側に見所が多いた
め、車ですぐに行けるように上流側にも駐車場を整備
してほしい。
③�食事やお茶が楽しめる場所が近くにない。自動販売機
などを設置してほしい。
④道幅が狭く、対向車が来た場合不安になる。

表 25　小鹿渓に対するパブリックコメント結果
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第５節　運営体制

ら相当の年数が経過していることで、鉄製階段の
塗装の剥がれや危険防止のための柵が倒壊するな
ど、被災前から遊歩道全体の経年劣化が著しい。
常駐して管理する者がいないことから遊歩道の
維持管理が不十分であり、平成 27 年度に観光客
に対し実施した調査では、木や雑草による遊歩道
の歩きにくさや滑りやすさによる危険性、文化財
の説明板の不足などが指摘されている。

（２）利便性向上のための整備
小鹿渓へのアクセスは基本的に自家用車による方法しかなく、入口には整備された駐車場やトイレ
があり、来訪者の受入れに大きな役割を果たしている。
前述の調査では、遊歩道の地図等案内板や水洗化されていないトイレの改修、休憩所の設置などが
求められている。

（３）その他の整備
三朝町内から中津集落へ続く唯一の道として小鹿渓沿いに県道 33 号が走っている。遊歩道の散策
以外の手段で小鹿渓の自然を見るため、紅葉のシーズンには交通量が増えるが、幅員が狭く、各所に
待避所が設けられているものの、対向車のすれ違いが困難である。また、近年増加する自然災害によっ
て小鹿渓でも落石や崩落が発生しており、県道沿いでは落石防止ネットのハラミや、遊歩道への被害
など影響が出ている。一方で、これらも地形変化プロセスの一コマであり、自然的要因による変化と
整備のバランスが求められる（写真 20）。

２　課題
（１）文化財の価値を体験、理解するための整備の課題
小鹿渓の魅力を体験する遊歩道が整備されているものの、小鹿渓奇勝二十一景の主要な要素を示す
看板等もなく、ガイダンス機能が不足している。来訪者の誰もがその価値や魅力を知り、体験するこ
とができるよう、その内容を充実させる必要がある。

（２）利便性向上のための整備の課題
公衆トイレの水洗化や遊歩道周辺の安全性の向上、便益施設、誘導サインの多言語化などユニバー
サルデザインを意識した今日的な在り方を検討し、これらを充実させる必要がある。

第５節　運営体制

１　現状
（１）主要な所有者
小鹿渓の主要な所有者は林野庁である。小鹿渓奇勝二十一景の大部分を有する広大な国有林を管理
している。

写真 20　被災直後の遊歩道（令和３年７月）
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第４章　名勝小鹿渓の現状と課題

（２）三朝町役場の組織体制
第３章第５節１（２）で示したとおり。

（３）関係機関・団体等の状況
各事項に関する主な関係団体等の状況は次のとおり。

２　課題
小鹿渓を活用するためには従来の小鹿渓単体ではなく、近隣の観光資源である三徳山や三朝温泉と
連携することで相互に価値を高め合うことが必要である。このため、文化庁及び鳥取県文化財部局を
中心とする文化財関係機関や各種関係法令等所管機関のほか、近年は町内外の観光団体や地元の企業、
地域住民など幅広い分野の団体や個人と一元的に連携する仕組みを作る必要がある。

①指定地に関する事項 林野庁・国土交通省・鳥取県
その他個人所有者

②観光振興に関する事項 三朝温泉観光協会・三朝温泉旅館協同組合
三朝町商工会・一般社団法人鳥取中部観光推進機構
一般社団法人山陰インバウンド機構・公益社団法人鳥取県観光連盟

③地域に関する事項 小鹿地域協議会
中津区・神倉区・東小鹿区・西小鹿区
岩本区・高橋区・井土区・波伯山区・吉田区

④文化財保護全般に関する
　事項

文化庁・鳥取県（とっとり弥生の王国推進課・文化財課・県立博物館・
埋蔵文化財センター）
鳥取県文化財保護指導委員
三朝町文化財保護調査委員会
有識者（三徳山総合調査報告書執筆者・鳥取県文化財保護審議会委員等）

⑤その他の法規制に関する
　事項

林野庁・国土交通省・環境省・鳥取県（農林水産部・県土整備部・生
活環境部・企業局）

表 26　関係機関・団体等
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理念

固有の自然環境を背景に、1300 年にわたって信仰が山岳に刻んできた歴史と風致景観、
そして、近代に見出された渓谷美の魅力を更に普及し、一体のものとして継承する。
三徳山と小鹿渓は、同地域にあって悠久の時の中で形成された固有の自然環境を共通基盤として成
り立っている一方で、それぞれ個性ある本質的な価値を有している。三徳山は、安山岩を主体とした
黒い渓谷を取り巻く山岳に刻まれてきた信仰の建造物・遺跡と岩峰・植生・渓流が混然一体となって
織り成す優れた風致景観から名勝及び史跡として指定され、小鹿渓は、花崗岩を主体とした白い渓谷
に国分犀東が見出した小鹿渓奇勝二十一景に代表される風光明媚によって名勝に指定されており、こ
れまで保存管理はそれぞれ取組まれて来た。本計画では、これまでの保存活用実績や近年の振興施策
等を踏まえつつ、それぞれの魅力を再発見するとともに広く普及し、かつ、それらの一連性や対照性
を活かしながら一体のものとして継承する。併せて、来訪者が持続的に享受できる環境を整え、他の
地域資源とも組み合わせながら活用することで、そこに関わる様々な人々を巻き込み、町全体の賑わ
いを創出し三朝町が持続的に発展する保存活用施策の相乗的効果を図ることを目標とする。

基本方針

（１）三徳山と小鹿渓のさらなる調査研究の推進
三徳山において特に平成 14 年度以降取組んできた総合的な調査研究のほか、小鹿渓に関する調査
研究を推進し、その魅力を相乗的に高めるとともに、地域の魅力として一体的に国内外へ普及、啓発
するため、外部の教育・硏究機関や研究者等との連携を更に積極的に継続、充実していく。

（２）三徳山の歴史的な建造物・遺構等の確実な保存
三徳山では平成 10 年度以降、成果を挙げてきた石垣や建造物、行者道の保存修理、仏像等の有形
文化財の保存修理・防災等の事業を今後も継続的、計画的に実施し、歴史的な建造物・遺構等を確実
に保存していく。

（３）三徳山と小鹿渓の優れた自然環境及び風致景観の普及と保全
同地域に所在しながら、特に地形・地質と植生においてそれぞれ固有に優れている三徳山と小鹿渓
の自然環境及び風致景観について、調査研究の成果を踏まえつつ、全体的な魅力を普及する工夫を講
じ、様々な分野の関係者の参画によって地域の生活と調和した保全活動を行っていく。

（４）関連する様々な取組と連携した文化観光の振興
近年において新たに推進されてきた日本遺産や国立公園に関する取組と緊密に連携し、三徳山・小
鹿渓・三朝温泉をめぐる文化観光を更に振興することで相互に誘客を図り、文化財への理解の向上と
三朝町の持続的な発展に貢献していく。

（５）三徳山と小鹿渓の一体的継承を実現するための協議・運営体制の充実
三徳山と小鹿渓の一体的継承を実現するため、様々な分野の関係者の参画を求めて、三徳山と小鹿
渓を保護継承するための全体会議を設けることで、情報の共有と活動の連携を緊密に図っていく協議・
運営体制を充実していく。

第５章　理念と基本方針
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第６章　保存と活用の方向性とその方法

第６章　保存と活用の方向性とその方法

第１節　調査研究

１　方向性
既存の調査研究成果を基に、それぞれの文化財が持つ価値や魅力を広く周知する。
また、新たな調査研究を行う場合は、次世代による調査研究を妨げないよう保存を意識して取組む。
共通性、対称性のある自然環境については、比較検証を行うなど一体的に評価を行うことで相互に価
値を高め、災害などの自然的要因により発生する地形等の変化についても貴重な自然のプロセスとし
て捉え、それらを記録し今後の調査研究に活用していく。
信仰に関する調査は因幡国・伯耆国における三徳山の価値の解明を目指す。いずれも各分野の有識
者協力の下に実施し、科学的根拠に基づく評価をもって行うことで、調査成果の信頼性向上に繋げる。

２　方法
（１）調査研究の方法
調査研究は、関係行政機関や博物館、大学などの調査研究機関等又は、これらに属する各分野の有
識者と積極的に連携を図り、適切な指導、助言など協力を得て行う。
また、これらの機関等が独自に調査研究を実施する場合、可能な範囲で情報共有等必要な支援を行
い、他分野から提供、共有される情報や機材を積極的に活用することで効率的な調査研究に繋げる。
さらに、自然災害等による地形や堆積物の変化などを記録し、履歴等を蓄積することで、今後の新
たな研究への発展を模索するとともに、適切な保存管理と整備に繋げる。なお、神倉「湯」地点後ロ
山遺跡など指定地外で行う調査研究であっても、名勝及び史跡三徳山又は名勝小鹿渓に関連する調査
の成果は既往の調査研究成果と適切に統合し、評価を行うことで、名勝及び史跡三徳山又は名勝小鹿
渓への追加指定を目指す。

（２）成果の周知方法
これまでの調査研究成果を基に、その価値と魅力を伝え広めるための講演会や学習会、シンポジウ
ム等を行う。実施にあたっては、各種調査研究時に指導、助言を得た有識者等関係者を積極的に招致
する。

第2節　保存管理

１　方向性
それぞれの指定基準に基づき、自然環境及び風致景観と歴史的な建造物・遺構等を一体的に保存す
る。自然環境及び風致景観は現状維持を基本に、一定の自然的要因による変化を許容しつつ、これら
に悪影響を及ぼす行為を抑制し、必要に応じて回復を図る。歴史的な建造物・遺構等は良好な状態で

調査の種類 遺構調査・史料調査・植生調査・地質調査
有用な情報 航空レーザー測量データ（微地形図・林相図・表層地質図等）
有用な機材 GPS・ドローン・360 度カメラ

表 27　調査の種類と有用な情報・機材
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第 2 節　保存管理

後世へ継承することを基本に、定期的な状態確認と日常的な維持管理、必要な修理を行うとともに、
防災対策等の充実を図る。これらは有識者から地域住民まで、様々な個人や団体の参画によって地域
の生活と調和した保全活動として推進する。

２　方法
（１）指定地管理の方法
管理者として土地の所在に関する情報を整理し、一定期間毎に登記事項証明等を確認することで情
報を更新し、併せて、地籍調査や林業行政の担当課など、他部局と連携することで指定された土地の
動向把握に努める。
また、未指定地のうち、調査研究成果等によって保存管理上重要と判断される土地は、追加指定を
進める。

（２）自然環境及び風致景観の保全方法
いずれの保全活動も所有者が主体的かつ計画的に行えるよう、関係機関及び有識者等と連携し、助
言等必要な支援を行う。
①維持管理に必要な措置
　ア　日常的な除草及び樹勢の回復に必要な不要枝の剪定
　イ　枯損木の伐採、枯枝の除却並びに、倒木の撤去
　ウ　病・虫・獣害等の防止
　エ　自生しない樹種（外来種又は園芸種等）の除去
　オ　災害時等における影響範囲の特定及び被害の拡大防止
　カ　自生する希少植物の採取又は損傷の抑制
　キ　歩き荒れや洗掘等による荒廃の抑制
②自然環境及び風致景観の保存に必要な措置
　ア　主要な構成要素に対する眺望の回復（択伐等による支障木の伐採）
　イ　植林された人工林対策（景観回復・災害防止のための択伐、計画的な自然林への転換）
　ウ　減災機能の強化
エ　その他原状に復するための建造物等の復元又は撤去

（３）歴史的な建造物・遺構等の保全方法
いずれの保全活動も所有者が主体的かつ計画的に行えるよう、関係機関及び有識者等と連携し、助
言等必要な支援を行う。
①維持管理に必要な措置
　ア　境内建造物の状態の把握
　イ　災害時等、影響範囲の特定及び被害の拡大防止
　ウ　き損又は修理等の内容及びその履歴の管理
②歴史的な建造物の保存に必要な措置
　ア　国指定文化財建造物の修理
　イ　県指定文化財建造物の修理
　ウ　その他三徳山を構成する建造物の修理
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　エ　防火・防犯・防災機能の強化
　オ　文化財防火運動の推進　

３　保存管理上の地区区分の設定及び現状変更の取扱い方針
保存管理上の重要度に応じて地区を区分し、各地区区分に応じた現状変更の取扱いに係る基本方針
を次のとおり示す。

（１）価値に応じた地区区分の設定
①三徳山（第 14 図）
文化財保護行政を円滑に進めるため、保存管理計画で定める区域を次のとおり改める。
　ア　第１種地区
保存管理計画で示す「名勝・史跡厳正保全区域」のことをいう。三徳山の特徴的な地質と地形、
植生を特に顕著に示し、国宝である三佛寺奥院 (投入堂 )をはじめとした国の重要文化財のほか、
県指定文化財を含む多くの建造物が建ち並び、周辺に比べ自然度の高い森林が連続的に残る、ま
さに名勝及び史跡三徳山の価値の中核をなす地区である。
　イ　第 2種地区
保存管理計画で示す「名勝・史跡厳正保全区域以外の区域」のことをいう。林相は第１種地区
から連続し人為的攪乱も比較的少なく、また信仰に係る遺構も点在するなど、名勝及び史跡三徳
山の価値を補完している。
また、地域住民の生活圏又はそれに近く、交通網や通信網のほか、駐車場やトイレなど様々な

第 14 図　名勝及び史跡三徳山保存管理地区区分



55

第 2 節　保存管理

便益施設等が文化財に配慮しながら整備されている地区である。
②小鹿渓（第 15 図）
文化財保護行政を円滑に進めるため、次のとおり地区区分を設定する。
ア　第１種地区
国府犀東により決定された「小鹿渓奇勝二十一景」の大部分を有する地区をいう。雄渕、雌渕、
弥六渕を中心に小鹿渓の特徴的な地形や林相を特に顕著に示し、名勝小鹿渓の価値の中核をなす
地区である。
　イ　第２種地区
第１種地区以外の地区をいう。地形や林相は第１種地区から連続し、河床には甌穴群など特徴
的な地形も見られる。小鹿渓谷の特徴を捉えるうえで重要でもあり、その価値を補完している地
区である。

（２）地区毎の方針
前述の地区区分に応じた現状変更の取扱い方針は次のとおり。
①第１種地区
現状維持を原則とし、次の行為を行う場合に限り、風致景観への影響を最小限に抑制することを
前提として、埋蔵文化財の確認、調査結果等を踏まえ、協議、検討の対象とする。
　ア　三徳山及び小鹿渓又はその他文化財の調査研究・保存管理・活用・整備に必要な行為
　イ　三徳山に関わる宗教活動に必要な行為
　ウ　自然環境の維持管理等に必要な行為
　エ　人の生活・生命を維持するための水道・電気・通信などの施設整備又は防災事業等に関わる
　　　行為
　オ　その他法令に定める行為
②第２種地区
風致景観への影響を最小限に抑制することを前提に、埋蔵文化財の確認、調査結果等を踏まえ、
協議、検討の対象とする。

第 15 図　名勝小鹿渓保存管理地区区分
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（３）現状変更の取扱い基準

行為の種類 取扱い基準

１．土地の形状
　　変更

発掘調査 　目的に対し必要最小限の範囲とする。原則、覆土等により原
状に復すること。

災害対策

（１）遺構に影響を与えず、かつ必要最小限の規模とすること。
（２）�視認され難い場所を選定するなど、可能な限り周辺景観

への影響を抑制すること。ただし、現に被災した場所の
復旧等についてはこの限りではない。

（３）�可能な限り修景緑化等により景観への影響を抑制するこ
と。緑化を行う場合は自然の回復力が発揮されやすい方
法、補植又はその両方により行うこと。

その他

（１）遺構に影響を与えず、かつ必要最小限の規模とすること。
（２）�視認され難い場所を選定するなど、可能な限り周辺景観

への影響を抑制し、終了後は適切な方法により原状回復
又は、修景緑化等によって景観への影響を抑制すること。
緑化を行う場合は自然の回復力が発揮されやすい方法、
補植又はその両方により行うこと。

２．伐採

　択伐、育成複層林施業等により可能な限り景観への影響を抑制し、伐採後は必
要に応じて修景緑化等によって風致上望ましい森林への誘導を図ること。緑化を
行う場合は自然の回復力が発揮されやすい方法、補植又はその両方により行うこ
と。

３．植栽
　原則、当該地区に生育する植物として、過去に実施した植生調査によって確認
されている種と同種のものに限る。ただし、名勝及び史跡三徳山又は名勝小鹿渓
以外の指定文化財については個別の方針に従うこと。

４．建造物

（１）遺構に影響を与えないこと。
（２）�外観は、三徳山においては歴史的風致景観に合ったもの、小鹿渓においては

風致景観に合ったものにすること。
（３）指定文化財については、個別の方針に従うこと。

５．電柱等

新設

　当該地区への設置が不可避又は、当該地区以外への設置によ
り文化財への影響が拡大する場合であって、設置しない事で地
域住民に著しい不利益が生じる場合は、次項の「改修」の要件
を満たした上で協議の対象とする。

改修 　可能な限り第１種地区外への移設等を検討すること。いずれ
の地区も景観との調和を図ること。

撤去 適切に原状回復を図ること。

景観との調和

次のいずれかの方法により景観との調和を図ること。
（１）�地下埋設等による地上構造物の抑制。ただし、附帯工事

を含め遺構に影響を与えず、景観に与える影響が低減さ
れる場合に限る。

（２）�塗装等による周囲との同化。木製電柱は素材色を基本とし、
その他電柱は茶色系統のうち可能な限り落ち着いた色彩
を採用する。設置位置は、遺構に影響を与えず、視認さ
れ難い場所の選定に努めること。

表 28　現状変更取扱い基準（１）
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（４）文化庁の許可を受けることを要しない行為
文化財保護法第 125 条に基づき文化庁の許可を受けることを要しない行為は次のとおり。
①現状変更
維持の措置又は非常災害のために必要な応急措置を執る場合
【維持の措置】
ア�　史跡、名勝又は天然記念物がき損し、又は衰亡している場合において、その価値に影響を及
ぼすことなく当該史跡、名勝又は天然記念物をその指定当時の原状（指定後において現状変更
等の許可を受けたものについては、当該現状変更等の後の原状）に復するとき。
イ�　史跡、名勝又は天然記念物がき損し、又は衰亡している場合において、当該き損又は衰亡の
拡大を防止するため応急の措置をするとき。
ウ�　史跡、名勝又は天然記念物の一部がき損し、又は衰亡し、かつ、当該部分の復旧が明らかに
不可能である場合において、当該部分を除去するとき。

②保存に影響を及ぼす行為
　影響の軽微である場合

（５）現状変更許可申請に係る手続き
現状変更を行おうとする者は、事前に三朝町文化財担当課へ相談すること。手続きの流れは表 30
のとおり。

行為の種類 取扱い基準

６．その他

新設

（１）遺構に影響を与えないこと。
（２）�位置、規模、構造、色彩等その仕様は、風致景観に調和

するよう配慮すること。ただし、道路標識等、その他法
令によるものはこの限りではない。

（３）�適切に整理統合を図り、乱立を避けること。ただし一時
的に設置されるのぼり旗など、基礎等により地面に固定
されず、容易に原状回復が可能なものはこの限りではな
い。

改修 　適切に整理統合を図り、風致景観に調和するよう配慮するこ
と。

撤去 　適切に原状回復を行うこと。

景観との調和

（１）�木製品又は石製品等自然素材の場合は素材色を基本とし、
それ以外は明度を下げるなど可能な限り落ち着いた色彩
を基調とすること。

（２）�その他、表面材に木製品又は石製品等自然素材の使用若
しくは、自然素材を模した加工を施すなど、景観との調
和に資する仕様を可能な限り採用すること。

表 29　現状変更取扱い基準（２）



58

第６章　保存と活用の方向性とその方法

第3節　活用

１　方向性
基盤となる自然環境や、そこに成立した信仰の歴史的背景、渓谷美など、それぞれの文化財が持つ
価値や魅力を、他の地域資源とも組み合わせながら観光や教育の場において積極的に活かす。近年、
推進されている日本遺産や国立公園に関する取組など、他の地域資源と緊密に連携し、三徳山・小鹿渓・
三朝温泉をめぐる文化観光を振興することで相互に誘客を図る。また、学校教育及び社会教育とも連
携することで、老若男女問わず幅広い層の人々に対し文化財及び地域への理解と、愛着を醸成する。
　

２　方法
（１）観光との連携
日本遺産をはじめ、文化財と三朝温泉を使った一体的な文化観光の振興と、受入れ環境の整備によ
り、国内外から広く誘客を図り、地域経済の活性化を目指す。

１　事前相談
　現状変更等許可申請者（以下、「申請者」という。）は、予定する行為の目的・位置・
規模・スケジュール・その他各種法令の対応状況等を整理したうえで、三朝町文化
財担当課に相談する。

２　事前協議

　計画された現状変更等の行為の内容について、三朝町文化財担当課は関係各課※
と情報を共有し協議を行うほか、鳥取県及び、必要に応じて文化庁と事前協議を行う。
事前協議の結果、修正等必要な指示は三朝町文化財担当課から行う。
※第 2章第 2節３（５）に記載する法規制の関係各課を含む。

３　許可申請

①�申請者は、現状変更等許可申請書等（以下、「申請書等」という。）を作成し、文
化庁長官（文化財保護法施行令第５条第４項に該当する内容である場合は鳥取県
知事）に提出する。申請書等の記載及び添付資料は「特別史跡名勝天然記念物又
は史跡名勝天然記念物の現状変更等の許可申請等に関する規則」（本計画の巻末資
料参照）に基づいて作成する。
②�①で作成した申請書等は三朝町文化財担当課を経由して提出する。三朝町文化財
担当課は受理した申請書等を精査し、管理団体としての意見を付して鳥取県へ進
達する。鳥取県は申請内容を審査の上、意見を付して文化庁へ進達する。

４　申請結果 　三朝町文化財担当課は許可内容等について、許可通知をもって申請者へ伝達する。

５　着　　手

①申請が許可された場合、申請者はこれに着手する。
②許可に条件が付されている場合、申請者はこれに従う。
③�許可された内容について変更の必要が生じた場合は、すみやかに三朝町文化財担
当課へ協議を行う。軽微な変更又は期間の延長等である場合、申請者は現状変更
の計画変更書を提出し、文化庁長官（又は鳥取県知事）の許可を得なければなら
ない。なお、変更の内容が軽微でない場合は、別途申請書等の提出が必要になる。

６　終了報告
　許可された現状変更等が完了した場合、三朝町文化財担当課へ現状変更等終了報
告書を提出する。

表 30　現状変更許可申請に係る手続きの流れ



59

第 4 節　整備

情報発信面ではホームページや SNS をより積極的に利用し、写真や動画による視覚的な情報を積
極的に増やすなどコンテンツの充実を図ることで拡散力を向上させる。また、チラシやポスター、エ
リアマップ等のデジタル化によって利便性の向上に繋げる。
トイレ等の便益施設については、来訪者に対応できるよう整備を行うことで受入れ環境を整える。
また、VRによる疑似体験やARによる文化財ガイド等、デジタル機器の活用によるコンテンツを
充実させることで、来訪者の満足度向上に繋げる。
さらに、来訪者数や動向を把握する仕組みづくりを進めるため、モニターツアーや満足度調査を実
施し、社会状況に対応した新たな観光戦略を創造する。

（２）教育との連携
学校教育では、地域学習や教職員研修を通じて地域の魅力を伝えるとともに、現地体験の機会を創
出する。併せてGIGAスクール構想と連携した学習コンテンツを提供し、アンケート等により事業
効果を測ることで学習教材としてのブラッシュアップに繋げる。
社会教育では、講演や学習会、企画展、体験型の地域学習など、大人から子どもまで幅広い世代に
町の歴史や文化を総合的に学ぶ機会、触れる機会を提供し、アンケート調査等によって学習・体験コ
ンテンツの充実に活かす。これらを地元地域協議会と連携して進めることで、地域への誇りと愛着の
醸成に繋げる。

第4節　整備

１　方向性
文化財を保存するための整備、文化財の価値を体験・理解するための整備、利便性向上のための整備、
その他環境整備基本計画に記載した整備に分けて整理し、第２節の保存管理方針に沿って進める。文
化財を保存するための整備は、歴史的な建造物等の確実な保存と自然災害等による被害の抑制を図る。
文化財の価値を体験・理解するための整備は、文化財の価値を享受できる対象者の拡大を図る。
利便性向上のための整備は、より快適な文化観光の推進を図る。
なお、施設等の設置にあっては、指定地内に限らずその場所を検討し、整備対象地が指定地外であっ
ても同方針に準じる。

２　方法
（１）文化財を保存するための整備
①モノレールの整備
三徳山における文化財の修理や維持管理、祭祀等を安定的に行うために必要な物資等を搬入する
手段として、常設の検討を進める。検討に際し、受益者等関係者による負担の在り方等を整理し、
その仕様や設置場所、設置後の用途、運用体制などについて設置者等関係者に対し指導、助言を行う。
　②防火・防犯・防災設備の整備

（２）文化財の価値を体験・理解するための整備
それぞれの文化財の価値を魅力的かつ一体的に伝えるために必要な整備を実施し、併せて機能の維
持に必要な措置を計画的に行う。
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①新たな奥院展望所（遥拝所 )の整備
②既存遊歩道の改修
③眺望維持に必要最小限の剪定又は伐採
④疑似体験ができるVR動画の導入
⑤ガイダンス施設の展示内容の充実
⑥文化財解説板等の整備

（３）利便性向上のための整備
来訪者の利便性向上を図るために必要な整備を実施する。
①公衆トイレの整備
②誘導サインの整備
③スマートフォン等と連動した案内情報の整備
④安全対策に関する整備
⑤バリアフリー化及びユニバーサルデザインの推進

（４）その他環境整備基本計画に記載した整備

項目 概要 対応方法
石段修理等 石垣の修理・電柱地中化・

案内看板等の整備
石垣：�鳥取県治山砂防課及び三朝町建設水道課と連携し、

周辺の流出水の処理対策と一体的な対応を検討する。
電柱：�電柱更新のタイミングと併せ、設置者と電柱以外の

方法について検討協議する。
看板：�引き続き設置者及び所有者と連携し、外観の統一及

び効果的な内容に更新するために必要な助言を行う。
行者道迂回
路整備

新たな迂回登山道の開設 迂回路に拘らず、行者道の保護に有効な方法を引き続き関
係者と連携して検討する。この間、所有者による現在の登
山道の維持管理を継続しつつ、所有者に対し助言又は有識
者を招聘し意見を求めるなど必要な支援を行う。

三佛寺周辺
散策路整備

散策路の整備 実施しない。保存活用上特に重要な発見があるなど、対象
地の整備が必要になった場合に改めて検討する。

因伯の名水
遊歩道整備

不動滝への歩道整備 今後の活用方法を整理し、安全性の確保とともにそれに合
わせた整備を検討する。

防火水槽等
の整備

防火水槽の設置 三朝町総務課危機管理局と連携し、現在の防火設備の整備
状況を踏まえた必要性を検討する。併せて、鳥取県中部消
防局と連携し、火災を発生させないために必要な指導、助
言を所有者等関係者に対し行う。

緊急車等進
入路整備

消防車等の緊急車両が県
道から本堂付近へ侵入で
きる道路の開設

道路整備は文化財への影響が大きく課題が多い。道路以外
の選択肢も含めて、継続して必要性や方法を地域関係者と
検討していく。関係者等に対し、文化財を保護するために
必要な助言を行う。

緊急連絡網
整備

管理事務所との連絡網整備 所有者等関係者に対し、携帯電話を利用するなど新たな設
備の整備を必要としない緊急時の連絡体制を構築するため
に必要な助言を行う。

表 31　環境整備基本計画における未整備項目とその対応
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第5節　運営体制

１　方向性
文化財保護は所有者の責任において行うことを前提に、三朝町は管理団体として指導や助言、関係
団体との調整など必要に応じて適切な支援を行うほか、それぞれの文化財が持つ価値を高めるための
調査研究を進める。
また、三朝町役場内でもこれまで以上に関係各課との連携を図ることはもとより、文化財に関する
有識者や観光団体、地域住民など、幅広い分野の団体や個人を積極的に巻き込み、それぞれが得意と
する分野を活かすことで、円滑な文化財保護行政の推進に繋げる。

２　方法
管理団体である三朝町は、所有者を中心に、各種関係法令等所管機関及び、関係民間団体等との連
携を強化する。

（１）所有者と綿密に情報を共有し、必要な指導、助言を行う。
（２）三朝町役場内の関係各課との情報共有、連携を強化する。
（３）文化庁及び鳥取県文化財部局と綿密に情報を共有し、細やかな指導、助言を得る。
（４）各分野の有識者を招聘し、専門的見地から指導、助言を得る。
（５）所有者、有識者、観光関係者などによる三徳山・小鹿渓の保護継承のための全体会議を開催し、
情報の共有と諸課題の解決にあたる。

【全体会議参加想定団体】
・行政　　　　　三朝町、鳥取県（文化財部局等）
・三徳山　　　　三徳山三佛寺・輪光院・正善院・皆成院・三徳地域協議会
・小鹿渓　　　　小鹿地域協議会
・町内関係団体　三朝町日本遺産活用推進協議会（守る会・活かす会）
　　　　　　　　三朝温泉観光協会・三朝温泉旅館協同組合・三朝町商工会　等
【その他連携するべき団体】
文化庁、林野庁、国土交通省、環境省、鳥取県（農林水産部・県土整備部・生活環境部、企業局・
　総合事務所等）、　鳥取県中部ふるさと広域連合、分野別有識者　等
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第７章　今後の保存活用に向けて

第７章　今後の保存活用に向けて

第１節　保存活用の実施

名勝及び史跡三徳山と名勝小鹿渓を一体的に保存し活用することを基本とし、これらの所有者や有
識者、観光関係者などによる全体会議を通じて双方が連携し、更に魅力を引き出すよう取組むことと
する。

第２節　実施期間

本計画に示した保存活用に関する諸事業について、概ね前期（１～５年）、後期（６～ 10 年）、通年（全
期間）に区分して取組む。なお、ここで示す実施期間については進捗を管理し、適宜見直しを図るも
のとする。

第３節　計画の周知

本計画を推進するため、第３章及び第４章で示した関係団体等に対し本計画を周知するとともに、
ホームページ、広報により一般住民にも広く周知を図る。また、周知の埋蔵文化財包蔵地の確認等で
訪れる開発行為者に対し本計画を予め示すことで、文化財保護行政の円滑化に繋げる。

実施項目 三徳山 小鹿渓 前期 後期
R4～ 8年 R9 ～ 13 年

調
査
研
究

講演会等の開催 〇 〇
信仰に関する調査 〇
調査研究機関等との連携 〇 〇

保
存
管
理

土地の所在確認 〇 〇
追加指定 〇 〇
自然環境及び風致景観の維持・
回復 〇 〇

モノレールの設置 〇
境内建築物の修理

活
用

情報発信 〇 〇
デジタルコンテンツの充実 〇 〇
マーケティング調査 〇 〇
現地体験・現地学習 〇 〇
モニターツアー 〇
トレイル資料の作成 〇

整
備

展望所（遥拝所）の設置 〇
小鹿渓遊歩道の改修 ○
VRの導入 〇
展示内容の充実 〇
解説・誘導サインの整備・改修 〇 〇
公衆トイレの設置・改修 〇
安全対策 〇 〇

体
制 一体的な活用推進体制の確立 〇 〇

表 32　保存活用のスケジュール



巻末資料
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第 16 図　享保 19 年（1734）美徳山三佛寺境内絵圖（全１／３）

第 17 図　享保 19 年（1734）美徳山三佛寺境内絵圖（全２／３）
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第 18 図　享保 19 年（1734）美徳山三佛寺境内絵圖（全３／３）

第 19 図　昭和６年三徳山行者道地図（全１／６）
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第 20 図　昭和６年三徳山行者道地図（全２／６）

第 21 図　昭和６年三徳山行者道地図（全３／６）
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第 22 図　昭和６年三徳山行者道地図（全 4 ／６）

第 23 図　昭和６年三徳山行者道地図（全 5 ／６）
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第 24 図　昭和６年三徳山行者道地図（全６／６）

第 25 図　鳥取県景観計画図（全体区域図）
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和名 環境省
2020

鳥取県
2021 科 学名 写真

1 ヒモカズラ
絶滅危惧
Ⅱ類

イワヒバ
Selaginella shakotanensis 
(Franch. ex Takeda) Miyabe
 et Kudô

2 イワヒバ 準絶滅危惧 イワヒバ
Selaginella tamariscina 
(P.Beauv.) Spring

3 ハコネシダ
絶滅危惧
Ⅰ類

イノモトソウ
Adiantum monochlamys 
D.C.Eaton

4 イワデンダ 準絶滅危惧 イワデンダ
Woodsia polystichoides 
D.C.Eaton

5 クラガリシダ
絶滅危惧
ⅠB類

絶滅危惧
Ⅰ類

ウラボシ
Drymotaenium miyoshianum
 (Makino) Makino

6 ビロードシダ 準絶滅危惧 ウラボシ
Pyrrosia linearifolia 
(Hook.) Ching

7 ナツエビネ
絶滅危惧
Ⅱ類

準絶滅危惧 ラン
Calanthe puberula Lindl. var.
 reflexa (Maxim.) M.Hiroe

8 ヨウラクラン
絶滅危惧
Ⅱ類

ラン
Oberonia japonica 
(Maxim.) Makino

9 サンカヨウ 準絶滅危惧 メギ Diphylleia grayi F.Schmidt

表 33　三徳山と小鹿渓に生育する主な絶滅危惧植物（指定地外を含む）（１）
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和名 環境省
2020

鳥取県
2021 科 学名 写真

10 ミスミソウ 準絶滅危惧
絶滅危惧
Ⅱ類

キンポウゲ
Hepatica nobilis Schreb. var. 
japonica Nakai

11 モミジカラマツ
絶滅危惧
Ⅰ類

キンポウゲ
Trautvetteria caroliniensis 
(Walter) Vail var. japonica 
(Siebold et Zucc.) T.Shimizu

12 ヤマシャクヤク 準絶滅危惧 準絶滅危惧 ボタン
Paeonia japonica (Makino) 
Miyabe et Takeda

13 ヤシャビシャク 準絶滅危惧 準絶滅危惧 スグリ
Ribes ambiguum Maxim. var. 
ambiguum

14 メグスリノキ
絶滅危惧
Ⅱ類

ムクロジ Acer maximowiczianum Miq.

15
エゾカワラナデ
シコ

絶滅危惧
Ⅱ類

ナデシコ
Dianthus superbus L. var. 
superbus

16 キヌタソウ 準絶滅危惧 アカネ Galium kinuta Nakai et H.Hara

17 シシンラン
絶滅危惧
Ⅱ類

絶滅危惧
Ⅰ類

イワタバコ Lysionotus pauciflorus Maxim.

表 34　三徳山と小鹿渓に生育する主な絶滅危惧植物（指定地外を含む）（２）
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第 29 図　三徳山及び小鹿渓地域における植生調査区域図（名勝及び史跡三徳山・名勝小鹿渓の指定範囲を加筆）
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調査地
項目

西 40° 西 35° 東 30° 西 30° 北 20° 東 20°
20m ×20m 20m ×20m 20m ×20m 20m ×25m 20m ×20m 25m ×25m

3種 2種 5種 4種 4種 3種
18m ・75% 22m ・80% 15m ・70% 20m ・80% 20m ・80% 16m ・70%

6種 5種 5種 14種 6種 7種
10m ・50% 12m ・30% 8m ・40% 10m ・50% 12m ・40% 8m ・40%

21種 21種 27種 33種 11種 27種
3m ・60% 2.5m ・40% 2.5m ・40% 2.5m ・60% 1.5m ・20% 2.5m ・30%

31種 21種 23種 23種 25種 20種
0.4m ・40% 0.4m ・40% 15.0m ・30% 0.3m ・20% 0.4m ・30% 0.8m ・40% 0.4m ・50% 0.3m ・40%

(163) (157) (276) (235) (94) (163) (157) (298) (245) (175) (150)
(148) (244) (94) (157) (141)
(219) (113) (131)

(72) (82)

4･3 4･4 3･3 4･4 4･3 3･3
1･1 2･2 2･2 2･2 1･1 2･2
1･1 1･1 ＋ 1･1 1･1

1･1 ＋ ＋
2･2 ＋

2･2 1･1 2･2
2･2 1･1 2･2 2･2 1･1
1･1 1･1 2･2 1･1 1･1 1･1
1･1 1･1 1･1 1･1 1･1 1･1
1･1 1･1 1･1 1･1 ＋
1･1 1･1 1･1 ＋ ＋

2･2 1･1 ＋ ＋ ＋
2･2 ＋

2･2 1･2 ＋
2･2 1･1 2･2 ＋ 1･1 1･1
2･2 1･1 2･2 ＋ 1･1 1･1
2･2 1･1 1･1 ＋ 1･1 1･1
1･1 1･1 1･1 ＋ 1･1 1･1
1･1 ＋ 1･1 ＋ ＋ 1･1
1･1 ＋ 1･1 ＋ ＋ 1･1
1･1 ＋ ＋ ＋ 1･1
1･1 ＋ ＋ ＋ 1･1
1･1 ＋ ＋ 2･2 ＋ 1･1
＋ ＋ ＋ 2･2 ＋ ＋2
＋ ＋ ＋ 2･1 ＋ ＋
＋ ＋ ＋ 1･1 ＋
＋ ＋ ＋ 1･1 ＋
＋ ＋ ＋ 1･1 3･3 ＋
＋ ＋ ＋ 1･1 2･2 ＋
＋ ＋ ＋ 1･1 2･2 ＋
＋ ＋ ＋ 1･1 1･2 ＋
＋ ＋ ＋ ＋ 1･1 ＋
＋ ＋ ＋ 1･1 ＋
＋ ＋ ＋ 1･1 ＋

2･2 ＋ ＋ 1･1 ＋
1･2 ＋ ＋ 1･1 ＋

2･2 1･2 ＋ ＋ 1･1 ＋
＋2 1･2 ＋ ＋ ＋ ＋
＋2 1･1 ＋ ＋ ＋ ＋
＋2 1･1 ＋ ＋ ＋ ＋
＋2 ＋2 ＋ ＋ ＋ ＋
＋2 ＋2 ＋ ＋
＋ ＋2 ＋ ＋
＋ ＋ 3･4 ＋ ＋ 2･2
＋ ＋ 2･2 ＋ ＋ 1･1
＋ ＋ 2･2 ＋ ＋ 1･1
＋ ＋ 1･1 ＋ ＋ 1･1
＋ ＋ 1･1 ＋ ＋ 1･1
＋ ＋ 1･1 ＋ ＋ 1･1
＋ ＋ 1･1 ＋ ＋ ＋2
＋ ＋ ＋2 ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋
＋ ＋ 2･2 ＋
＋ ＋ 1･1 ＋
＋ ＋ 1･1 ＋
＋ ＋ 1･1 ＋
＋ ＋ 1･1 ＋
＋ ＋ ＋2 ＋
＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋
＋ ＋

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋

ミヤマナルコユリ
アカマツ
シラキ

トウギボウシ
ベニシダ
ネザサ

ヤマソテツ
シシガシラ
ヤブコウジ

ウワバミソウ トラノオシダ
アキノキリンソウ
サカゲイノデ

ハンショウズル イワガラミ
ギンバイソウ ツルアリドオシ
ミヤマイラクサ イヌトウバナ

タニソバ ジュウモンジシダ
ミツバ ミヤマイタチシダ
ダイコンソウ ヒメノガリヤス

タニギキョウ 草草本本層層((HH))
ヌスビトハギ カンスゲ
オククルマムグラ チヂミザサ

オオカニコウモリ ウリカエデ
チヂミザサ

サカゲイノデ ツクバネウツギ
ノブキ ホツツジ
ウバユリ ハウチワカエデ
キバナアキギリ ナンキンナナカマド

ハエドクソウ ナナカマド
カンスゲ マルバアオダモ

ミヤマカタバミ ハイイヌガヤ
ミズヒキ ユキグニミツバツツジ
オシダ ミヤマガマズミ

イワガラミ ツリガネツツジ
リョウメンシダ ヤマウルシ

アカシデ

チゴユリ ヒサカキ

ハナイカダ スギ
イヌシデ

草草本本層層((HH)) オオカメノキ

ヤマフジ タカノツメ
ミヤマハハソ アクシバ

サンショウ ヒメモチ
ムラサキシキブ ヒメアオキ
ウツギ ツルシキミ

アオキ タニウツギ
エゾアジサイ キブシ

低低木木層層((SS)) 低低木木層層((SS))
ハイイヌガヤ クロモジ

イタヤカエデ ソヨゴ
オシャグジデンダ マルバマンサク

イワガラミ カンスゲ

ウラジロガシ リョウブ

ウラジロガシ スギ
ハクウンボク アワブキ
サワグルミ ウラジロガシ

亜亜高高木木層層((TT22))
亜亜高高木木層層((TT22)) リョウブ

トチノキ ミズナラ
イタヤカエデ ブナ
サワグルミ スギ

高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11))

ブナ

トチノキ ミズナラ
400m 420m

№05 №06
小鹿渓谷入口 小鹿渓雄渕付近

トチノキ ミズナラ

欠 測 欠 測

ハイイヌガヤ クロモジ

昭和56年8月27日 昭和56年8月29日

イヌシデ

ブナ

44種 54種

トチノキ ミズナラ

ミズナラ

フサザクラ イヌブナ

ウリノキ リョウブ

クロモジ ネジキ

チマキザサ

タチツボスミレ
オオカニコウモリ
ヤマブキショウマ

ホソバトウゲシバ
ジュウモンジシダ
サカゲイノデ
オシダ
チマキザサ
チシマザサ

ヤマブキショウマ
ヤマジノホトトギス
アキノキリンソウ
シハイスミレ
エビネ
タチツボスミレ
イヌガンソク
ミゾシダ
カエデドコロ

草草本本層層((HH))
ヤマソテツ
イワガラミ
ミヤマイタチシダ
クサアジサイ
コカンスゲ
ミヤマカタバミ
トキワイカリソウ
ゼンマイ

ハクウンボク
ウリカエデ
ミヤマガマズミ
ミヤマハハソ
ブナ
オオバクロモジ
ハウチワカエデ
ムラサキシキブ
ウツギ

タカノツメ
クロソヨゴ
ウラジロガシ
コハウチワカエデ
タニウツギ
ホツツジ
アワブキ
ユキグニミツバツツジ
エゾアジサイ

リョウブ
ヒメアオキ
ヒサカキ
クマシデ
トチノキ
キブシ
シロダモ
ノグルミ
キンキマメザクラ

オオモミジ
ヌルデ

低低木木層層((SS))
クロモジ
アカシデ
オオカメノキ
チャボガヤ
ハイイヌガヤ
スギ

高高木木層層((TT11))
ブナ
スギ
ミズメ
コハウチワカエデ

亜亜高高木木層層((TT22))
スギ
アカシデ
タムシバ
ハウチワカエデ
ヤマグルマ
ツタウルシ
オオモミジ
アワブキ
ミズナラ
イヌシデ
ハクウンボク
ツルアジサイ

サルトリイバラ
シラヤマギク
ゼンマイ
ユキザサ
アキノキリンソウ
ウリカエデ

シシガシラ
オカトラノオ
ヤマフジ
ヌカボシソウ
ヤマジノホトトギス
イタドリ
ミズナラ
ヌスビトハギ
ノササゲ

クロモジ
ブナ
カスミザクラ

草草本本層層((HH))
チシマザサ
ツルアジサイ
カンスゲ
ミゾシダ

シュンラン

ミズナラ
イヌシデ
イタヤカエデ

ミズナラ
イヌシデ

ウリハダカエデ
ミズキ

亜亜高高木木層層((TT22))

アズキナシ

ミズキ
ミヤマイボタ
イタヤカエデ
ウツギ
タニウツギ
サルナシ
クリ

ツリバナ
ハイイヌガヤ
ミヤマガマズミ
ヒメアオキ
タンナサワフタギ
イヌシデ
アカシデ
カエデドコロ
シナノキ

ホンシャクナゲ
コハウチワカエデ
ムラサキマユミ

ヤマフジ
ミヤマイタチシダ
チゴユリ
オオイワカガミ
ヤブコウジ
マルバマンサク
シシガシラ
ツクバネソウ
イワガラミ

ヤマボウシ
ハクウンボク

低低木木層層((SS))
ハクウンボク
ヤマフジ
マルバマンサク
コハウチワカエデ
ツノハシバミ
ミズナラ

コシアブラ
コマユミ

ツルシキミ
ツルアリドオシ
チシマザサ

コシアブラ
アカシデ
ツタウルシ
ミヤマガマズミ
タンナサワフタギ

タチシオデ
コシアブラ
ウラジロガシ

ユキザサ

シシガシラ
ミヤマイタチシダ
イワガラミ
ツルアリドオシ
トキワイカリソウ
タチツボスミレ

高高木木層層((TT11))

亜亜高高木木層層((TT22))

ブナ
スギ

ブナ
スギ
ハウチワカエデ
タムシバ
マルバマンサク

低低木木層層((SS))
ヒメアオキ
ツルシキミ
エゾユズリハ
クロモジ
タムシバ
アクシバ

ナツツバキ

亜亜高高木木層層((TT22))

低低木木層層((SS))

ウラジロガシ

ヒメアオキ

ミヤマホウソ
キンキマメザクラ

テイカカズラ

ツタウルシ
ナツズタ
チマキザサ
アカシデ

マツブサ
ウラジロガシ
ムラサキマユミ
ハンショウズル
オオモミジ
シオデ
ケヤキ
ミヤマベニシダ
ゼンマイ
トチノキ
エビネ
チュウゴクホトトスギ
ミツバアケビ
ヤマイヌワラビ

アカガシ
ヤマフジ
ミヤマガマズミ

ウラジロガシ
クロモジ
アワブキ

オオカメノキ
スギ
ソヨゴ
ヤマフジ

シオデ
ダンコウバイ

イヌブナ
リョウブ
シラキ
アワブキ
コハウチワカエデ

ヤブツバキ
チャボガヤ

シロダモ
ヒサカキ

ヤマイタチシダ

シラキ
ハイイヌガヤ

ツルシキミ

イワガラミ

ホソバカンスゲ
ヤブコウジ

サカキ
ハナイカダ

タンナサワフタギ
ムラサキシキブ
イヌブナ

草草本本層層((HH))

ヒメアオキ

タカノツメ
ブナ
ユキグニミツバツツジ
リョウブ

草草本本層層((HH))
ホソバカンスゲ

マルバマンサク

昭和54年10月14日昭和53年7月28日

ブナ

ブナ

ヒメアオキ

ホソバカンスゲ

ミズナラ

ミズナラ

ハクウンボク

ツルアジサイ

ブナ

スギ

クロモジ

ヤマソテツ

スギ ウリハダカエデ
トチノキ イヌシデ

欠 測 欠 測 欠 測 欠 測

スギ

イヌブナ
390m

ブナ ミズナラ ブナ
590m 700m 500m

65種51種 39種 51種

ウラジロガシ

行者道途中 三徳山中腹尾根 尼子林道峠 小鹿渓上流
№01 №02 №03 №04

高高木木層層((TT11))
イヌブナ
ウラジロガシ
トチノキ

高 さ ・ 植 被 率
草本層の優先種・種数

高 さ ・ 植 被 率

イヌブナ

高 さ ・ 植 被 率
低木層の優先種・種数

高木層の優先種・種数
高 さ ・ 植 被 率

亜高木層の優先種・種

林 分
海 抜
方 位 ・ 傾 斜
面 積
出 現 種 類

ミズキ コハウチワカエデ

調 査 年 月 日

高高木木層層((TT11))

ミズナラ

昭和53年7月28日 昭和54年10月14日

高高木木層層((TT11))

ブナ

緯 度 ・ 経 度

亜亜高高木木層層((TT22))
低低木木層層((SS))
草草本本層層((HH))
のの植植生生

幹 周 (cm)

イヌブナ

ウラジロガシ

ヒメアオキ

ホソバカンスゲ

表 35　三徳山及び小鹿渓地域における植生調査結果（1/11）
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調査地
項目

高 さ ・ 植 被 率
草本層の優先種・種数

高 さ ・ 植 被 率

高 さ ・ 植 被 率
低木層の優先種・種数

高木層の優先種・種数
高 さ ・ 植 被 率

亜高木層の優先種・種

林 分
海 抜
方 位 ・ 傾 斜
面 積
出 現 種 類
調 査 年 月 日

高高木木層層((TT11))

緯 度 ・ 経 度

亜亜高高木木層層((TT22))
低低木木層層((SS))
草草本本層層((HH))
のの植植生生

幹 周 (cm)

南 15° 南 20° 南 5° 西 5° 北 10° 西 5°
30m ×30m 20m ×20m 20m ×20m 20m ×20m 20m ×30m 20m ×20m

6種 4種 3種 3種 4種 3種
20m ・80% 15m ・75% 15m ・60% 18m ・85% 23m ・90% 22m ・85%

10種 7種 5種 4種 6種 4種
12m ・40% 8m ・30% 7m ・10% 10m ・40% 12m ・30% 10m ・30%

9種 12種 9種 9種 7種 7種
2m ・30% 2m ・50% 2m ・20% 2m ・30% 2.5m ・40% 2m ・30%

6種 11種 11種 7種 15種 14種
0.3m ・10% 0.4m ・30% 0.5m ・30% 0.3m ・30% 0.7m ・60% 0.5m ・50%

(361) (236) ブナ (324) (287) (555) (574) (570)
(245) (263) (250) (198) (900)
(346) (390)
(289) (315)

3･3 3･3 3･3 3･3 4･4 4･4
2･2 2･2 1･1 3･3 2･2 2･2
2･2 2･2 1･1 2･2 1･1 1･1
2･2 1･1 1･1
2･2
1･1 1･1 2･2 2･2

2･2 1･1 2･2 2･2 1･1
1･1 1･1 1･1 2･1 1･1

2･2 1･1 ＋ ＋ 1･1 1･1
1･1 1･1 ＋ 1･1
1･1 1･1 1･1
1･1 1･1 2･2 ＋ 2･2
1･1 1･1 2･2 1･1 1･1
＋ 1･1 1･1 1･1
＋ 1･1 ＋ 2･2 ＋
＋ 3･3 1･1 ＋ 2･2 ＋
＋ 2･1 ＋ ＋ 1･1 ＋
＋ 1･1 ＋ ＋ 1･1 ＋

1･1 ＋ ＋ 1･1
1･1 ＋ ＋ ＋

2･2 1･1 ＋ ＋ 2･2
1･1 ＋ 2･2
1･1 ＋ 2･2 1･1
1･1 ＋ 2･2 1･1 2･2 1･1
＋ ＋ 1･1 1･1 2･2 1･1
＋ ＋ 1･1 1･1 2･2 1･1
＋ ＋ ＋2 ＋ 2･2 ＋1
＋ ＋ ＋ 1･1 ＋1
＋ ＋ ＋ 1･1 ＋

2･2 ＋ 1･1 ＋
1･2 ＋ 1･1 ＋

1･2 1･1 ＋ 1･1 ＋
1･1 1･1 ＋ ＋ ＋
1･1 1･1 ＋ ＋ ＋
1･1 ＋ ＋
＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋

＋ ＋
＋
＋

トチバニンジン

ミヤマタニソバ
ミヤマシケシダ
コタニワタリ

サンインシロカネソウ
カラクサイヌワラビ
ミヤマイラクサ

ミヤマシケシダ
リョウメンシダ
クルマバソウ

ウワバミソウ
ミヤマイタチシダ
ジュウモンジシダ

草草本本層層((HH))
ギンバイソウ

ウラジロガシ
ハイイヌガヤ
ツリバナ

ミヤマハハソ
ウリノキ
オニイタヤ

低低木木層層((SS))
チドリノキ

トチノキ
チドリノキ
サワグルミ

亜亜高高木木層層((TT22))
テツカエデ

トチノキ
テツカエデ
カツラ

高高木木層層((TT11))

ギンバイソウ

トチノキ
カツラ（叢生株）

トチノキ

テツカエデ

チドリノキ

24種
平成20年7月1日

欠 測

トチノキ
450m

№12
樋口谷②

ナツエビネ

コタニワタリ トラノオシダ
クルマバソウ ノブキ
トラノオシダ

ツヤナシヤブソテツ アオキ イワタバコ
シンミズヒキ オクノカンスゲ
チヂミザサ オシダ

イワガラミ カナクギノキ キヨタキシダ
クマワラビ イヌシデ サカゲイノデ
ジュウモンジシダ チヂミザサ ナツエビネ

コナラ ツルシキミ コチャルメルソウ
イロハモミジ ミヤマナルコユリ ツルアジサイ

コカンスゲ ヘクソカズラ トチノキ

クマノミズキ シシガシラ チヂミザサ ミヤマイラクサ
ハナイカダ タチツボスミレ モミジハグマ ヤマヤブソテツ
エゾアジサイ ヤブコウジ ブナ リョウメンシダ

草草本本層層((HH))

クロモジ 草草本本層層((HH))
草草本本層層((HH)) オオイワカガミ 草草本本層層((HH))

ニワトコ チマキザサ イワガラミ ジュウモンジシダ

ダンコウバイ ダンコウバイ コシアブラ アオキ
コハウチワカエデ サネカズラ ナツツバキ クロモジ
コマユミ サルトリイバラ クロウメモドキ

ミヤマイボタ

バイカウツギ ナガバモミジイチゴ タンナサワフタギ ハイイヌガヤ
ツクバネウツギ ミヤマイボタ チュウゴクザサ シロダモ
ヤマブキ カナクギノキ マルバマンサク フサザクラ

ヤマグワ ヤブツバキ ブナ
ヒサカキ ハイイヌガヤ 低低木木層層((SS))
アオキ ハウチワカエデ チドリノキ低低木木層層((SS))

ナナカマド フジ シロダモ
ウリハダカエデ 低低木木層層((SS)) フサザクラ

低低木木層層((SS)) クロモジ オシャグジデンダ

リョウブ リョウブ ミズナラ ヤブツバキ
カナクギノキ コナラ サルナシ チドリノキ
アカシデ ケヤキ アズキナシ アカシデ

ケヤキ

ケヤキ
亜亜高高木木層層((TT22)) 亜亜高高木木層層((TT22))
イヌシデ ブナ 亜亜高高木木層層((TT22))

コナラ コナラ ブナ トチノキ
イヌシデ アカマツ ミズナラ スギ

ヤマザクラ
ケヤキ ヒノキ サワグルミ

亜亜高高木木層層((TT22))

クマノミズキ

高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11))

ミズナラ
ヒノキ

コカンスゲ チマキザサ オオイワカガミ ジュウモンジシダ

トチノキ
ケヤキ

コナラ コナラ ブナ トチノキ

リョウブ イヌシデ ブナ ヤブツバキ

バイカウツギ ヤブツバキ クロモジ チドリノキ

33種 22種 19種 28種
平成16年9月15日 平成16年9月15日 平成19年6月11日 平成20年7月1日

欠 測 欠 測 欠 測 欠 測

コナラ コナラ ブナ トチノキ
340m 370m 890m 370m

№08 №09 №10 №11
三徳風穴・東屋上方 投入堂遥拝コース中間地点 三徳山山頂 樋口谷①

シシガシラ

ヤブコウジ
ベニシダ
ヤブラン

草草本本層層((HH))
ジャノヒゲ
シャガ

シラカシ
キャラボク

ネズミモチ
シロダモ
ホンシャクナゲ

ヤブツバキ
ウラジロガシ
サカキ

低低木木層層((SS))
アオキ

アスナロ
テイカカズラ
ヤドリギ

ヒノキ
ユズリハ
サカキ

タブノキ
ヤブニッケイ
コハウチワカエデ

ジャノヒゲ

ヤブツバキ

亜亜高高木木層層((TT22))
ヤブツバキ

ケヤキ
スギ
ミズキ

スダジイ
タブノキ
イヌシデ

高高木木層層((TT11))

スギ
イヌシデ

タブノキ
スダジイ

スダジイ
260m

№07
東小鹿神社社叢①

スダジイ

欠 測

アオキ

28種
平成12年1月6日

表 36　三徳山及び小鹿渓地域における植生調査結果（2/11）
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調査地
項目

高 さ ・ 植 被 率
草本層の優先種・種数

高 さ ・ 植 被 率

高 さ ・ 植 被 率
低木層の優先種・種数

高木層の優先種・種数
高 さ ・ 植 被 率

亜高木層の優先種・種

林 分
海 抜
方 位 ・ 傾 斜
面 積
出 現 種 類
調 査 年 月 日

高高木木層層((TT11))

緯 度 ・ 経 度

亜亜高高木木層層((TT22))
低低木木層層((SS))
草草本本層層((HH))
のの植植生生

幹 周 (cm)

西 10° 東北 5° 東 20° 北 5° 北 10° 北東 35°
20m ×20m 20m ×20m 20m ×20m 20m ×10m 25m ×20m 25m ×25m

4種 3種 9種 7種 4種 6種
25m ・85% 26m ・70% 17m ・85% 20m ・90% 27m ・90% 20m ・85%

5種 5種 7種 7種 5種 6種
8m ・30% 10m ・30% 10m ・30% 10m ・30% 10m ・20% 10m ・40%

16種 7種 17種 12種 17種 13種
2m ・40% 2.5m ・30% 2m ・40% 2.5m ・65% 2.5m ・60% 2m ・30%

16種 14種 14種 10種 10種 15種
0.5m ・30% 1m ・50% 0.4m ・40% 0.3m ・40% 0.3m ・30% 0.5m ・40%

(260) (790) (243) (97) (300) (310)
(574) (290) (125)

4･4 3･3 3･3 4･4 4･4 4･4
2･2 2･1 2･2 2･2 3･3 2･2
1･1 1･1 2･3 2･2 2･2 2･2
1･1 1･1 2･2 1･1 1･1

1･1 1･1 1･1
2･2 1･1 1･1 ＋

2･2 1･1 1･1 1･1 1･1
1･1 ＋ 1･1 1･1
＋ ＋ 1･1 ＋ 2･2
＋ ＋ 2･2 ＋ 2･2
＋ 1･1 ＋ 1･1

2･2 1･1 1･1
2･2 1･1 1･1 1･1

2･2 1･1 1･1 ＋ 3･3 ＋
2･2 ＋ 1･1 ＋ 3･3
2･1 ＋ 1･1 ＋ 1･1
1･1 ＋ 1･1 1･1 2･2
＋ ＋ 1･1 1･1 2･2
＋ ＋ 2･2 1･1 1･1
＋ 2･2 1･1 1･1
＋ 2･2 1･1 ＋ 1･1
＋ 2･2 2･2 1･1 ＋ ＋
＋ 2･2 1･2 1･1 ＋ ＋
＋ 1･1 1･1 ＋ ＋ ＋
＋ 1･1 1･1 ＋ ＋ ＋
＋ 1･1 1･1 ＋ ＋ ＋
＋ ＋ 1･1 ＋ ＋ ＋
＋ ＋ 1･1 ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋

2･2 ＋ ＋ 2･2
1･1 ＋ ＋ 2･3 2･2 2･1
1･1 ＋ ＋ 1･2 1･2 1･1
＋ ＋ ＋ 1･1 1･1 1･1
＋ ＋ ＋ 1･1 1･1
＋ ＋ ＋ 1･1 1･1
＋ ＋ ＋ 1･1
＋ ＋ ＋ 1･1
＋ 2･2 ＋ ＋ ＋
＋ 2･2 ＋ ＋ ＋
＋ 1･2 ＋ ＋ ＋
＋ 1･1 ＋
＋ 1･1 ＋
＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋
＋ ＋

＋
＋
＋
＋
＋
＋

キバナアキギリ

サカゲイノデ
ヤマブキショウマ
ホウチャクソウ

コカンズゲ イワガラミ コバノタツナミ
コバノフユイチゴ ミヤマイタチシダ シライトソウ
チゴユリ ミヤマナルコユリ ヌカボシソウ

タカノツメ ネザサ　 ベニシダ
ミヤマガマズミ チゴユリ ミゾシダ
ウスノキ サネカズラ イワガラミ

ツルアリドオシ チマキザサ リョウメンシダ
ヤブコウジ コカンスゲ ジュウモンジシダ
コハウチワカエデ シシガシラ ヤマソテツ

草草本本層層((HH))
草草本本層層((HH)) 草草本本層層((HH)) ウワバミソウ

オオイワカガミ オオイワカガミ　 イワタバコ

ツルシキミ アカガシ サンショウ
コシアブラ アオキ ミヤマハハソ
ウワミズザクラ ヤブツバキ

アカガシ ユキグニミツバツツジ ミズキ
クロモジ ヤマウルシ ハナイカダ
ソヨゴ ミズナラ オオモミジ

タムシバ ウスノキ シロダモ
リョウブ シラキ チャボガヤ
ウラジロガシ コシアブラ ホンシャクナゲ

アセビ ツルシキミ アオキ
ホンシャクナゲ スギ エゾアジサイ
エゾユズリハ ナツツバキ ムラサキシキブ

ソヨゴ ミヤマガマズミ 低低木木層層((SS))
タムシバ クロモジ

低低木木層層((SS)) マルバマンサク ヒサカキ

ヤブツバキ 低低木木層層((SS)) ヤマグルマ
シラキ クロモジ オオモミジ
タムシバ ホンシャクナゲ

リョウブ マルバマンサク ヤブツバキ
アオハダ ソヨゴ ハクウンボク
ブナ シラキ

コハウチワカエデ タムシバ
ブナ 亜亜高高木木層層((TT22))

亜亜高高木木層層((TT22)) コハウチワカエデ シロダモ

スギ ミズメ ウラジロガシ
アズキナシ オニグルミ
タムシバ 亜亜高高木木層層((TT22)) ヤマフジ

ブナ ブナ　 トチノキ
ミズナラ スギ ミズキ
アカガシ ミズナラ ケヤキ

高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11))

オオイワカガミ オオイワカガミ ウワバミソウ

ブナ スギ ケヤキ

ブナ ブナ トチノキ

リョウブ タムシバ シロダモ

アセビ クロモジ クロモジ

29種 32種 37種
平成20年9月17日 平成20年9月17日 平成21年5月26日

欠 測 欠 測 N35°23′52″ E133°57′34″

ブナ ブナ トチノキ
600m 620m 411m

№16 №17 №18
成～投入堂上部② 成～投入堂上部③ 美徳谷奥部

ウラジロノキ
サルトリイバラ

チゴユリ
ツルアリドオシ
イチヤクソウ

ジンジソウ キッコウハグマ
ノブキ ミヤマイタチシダ

シロヨメナ

ウワバミソウ シシガシラ
エンレイソウ オオイワカガミ
トチバニンジン トキワイカリソウ

ギンバイソウ コカンスゲ
マツブサ カンスゲ
アカショウマ ヤブコウジ

ツタ ウリカエデ
ナルコユリ
マムシグサ 草草本本層層((HH))

ミゾシダ ジュウモンジシダ ハイイヌガヤ
カンスゲ キバナアキギリ イヌブナ
カマツカ アクシバ

草草本本層層((HH)) マムシグサ シラキ
ジュウモンジシダ ヒナノウスツボ アワブキ
リョウメンシダ ヤマソテツ マルバマンサク

オニグルミ ツルアジサイ アセビ
クロタキカズラ サカゲイノデ ヒサカキ

オニグルミ ムラサキシキブ

アカガシ ミズタビラコ ヤマボウシ
アオダモ ウワバミソウ ウラジロガシ
エゾエノキ ボタンネコノメソウ コハウチワカエデ

トチノキ ミヤマイラクサ ヤブツバキ
ハクウンボク ギンバイソウ アオキ
ウリノキ クルマバナ ブナ

クロモジ タムシバ
ブナ 低低木木層層((SS))
イタヤカエデ 草草本本層層((HH)) ホンシャクナゲ

オオカメノキ サワグルミ ヤブツバキ　
シロダモ シラキ ナナカマド
ミヤマハハソ アオキ クマシデ

低低木木層層((SS)) ウリノキ マルバマンサク
ハイイヌガヤ チャボガヤ ホンシャクナゲ
アオキ ハイイヌガヤ リョウブ

テツカエデ タムシバ
オシャグジデンダ 亜亜高高木木層層((TT22))

低低木木層層((SS)) アカガシ

フサザクラ サワグルミ アカガシ
チドリノキ ツルアジサイ タムシバ
ハクウンボク オニイタヤ ミズキ　

ユクノキ ミズメ　
亜亜高高木木層層((TT22)) イヌシデ

亜亜高高木木層層((TT22)) フサザクラ ナツツバキ

トチノキ トチノキ ミズナラ
イヌブナ カツラ ケヤキ
オニイタヤ サワグルミ タムシバ　

高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11))

ジュウモンジシダ ミヤマイラクサ コカンスゲ

ユクノキ カツラ（叢生株） ケヤキ
トチノキ サワグルミ アカガシ

トチノキ トチノキ ミズナラ

フサザクラ フサザクラ アカガシ

ハイイヌガヤ ウリノキ ホンシャクナゲ

39種 25種 44種
平成20年7月1日 平成20年7月1日 平成20年9月17日

欠 測 欠 測 欠 測

トチノキ トチノキ ミズナラ
580m 560m 500m

№13 №14 №15
樋口谷③ 樋口谷④ 成～投入堂上部①

表 37　三徳山及び小鹿渓地域における植生調査結果（3/11）
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調査地
項目

高 さ ・ 植 被 率
草本層の優先種・種数

高 さ ・ 植 被 率

高 さ ・ 植 被 率
低木層の優先種・種数

高木層の優先種・種数
高 さ ・ 植 被 率

亜高木層の優先種・種

林 分
海 抜
方 位 ・ 傾 斜
面 積
出 現 種 類
調 査 年 月 日

高高木木層層((TT11))

緯 度 ・ 経 度

亜亜高高木木層層((TT22))
低低木木層層((SS))
草草本本層層((HH))
のの植植生生

幹 周 (cm)

北東 0.5° 東 30° 北東 35° 西 10° 北西 10° 北 10°
20m ×25m 30m ×30m 40m ×40m 30m ×30m 30m ×30m 30m ×30m

4種 4種 5種 4種 2種 5種
25m ・70% 25m ・90% 20m ・85% 20m ・90% 20m ・70% 25m ・90%

8種 8種 5種 6種 9種 5種
10m ・30% 10m ・20% 8m ・20% 12m ・40% 11m ・60% 10m ・40%

14種 15種 21種 14種 12種 13種
2m ・40% 2m ・40% 2m ・50% 2.5m ・40% 2m ・30% 2m ・50%

9種 17種 16種 9種 16種 18種
0.6m ・40% 0.8m ・30% 0.5m ・40% 0.3m ・10% 0.4m ・10% 0.5m ・40%

(320) (400) (410) (300) (390) (370)
(294) (125) (735)

3･3 4･4 4･4 4･4 3･3 4･4
2･2 2･2 2･2 2･2 2･2 3･3
2･2 2･2 1･1 1･1 1･1
1･1 1･1 1･1 1･1 1･1

1･1 2･2 ＋
2･2

1･1 1･1 2･2 1･1
1･1 1･1 1･1 1･1 1･1 2･2
1･1 1･1 1･1 1･1 1･1 1･1
1･1 ＋ 1･1 1･1 1･1 ＋
＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋
＋ ＋

2･2 2･2 2･3
2･2 2･2 2･2 1･1

2･2 3･3 2･2 1･2 1･1 1･1
1･2 1･1 1･1 1･2 1･1 ＋
1･1 ＋ 1･1 1･1 1･1 ＋
1･1 ＋ 1･1 1･1 ＋2 ＋
1･1 ＋ 1･1 1･1 ＋2 ＋
1･1 ＋ 1･1 1･1 ＋ ＋
1･1 ＋ 1･1 ＋1 ＋ ＋
＋ ＋ 1･1 ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋1 ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ 1･1 2･2

＋ ＋ 1･1 1･1 1･2
＋ ＋1 ＋2 1･1

2･2 ＋ ＋1 ＋2 1･1
2･2 2･2 ＋ ＋1 ＋ 1･1
1･1 1･1 ＋ ＋ ＋ ＋2
＋ 1･1 ＋ ＋ ＋2
＋ 1･1 ＋ ＋ ＋1
＋ ＋1 1･1 ＋ ＋ ＋1
＋ ＋1 1･1 ＋ ＋ ＋1
＋ ＋ 1･1 ＋ ＋
＋ ＋ 1･1 ＋ ＋

＋ ＋2 ＋ ＋
＋ ＋2 ＋ ＋
＋ ＋1 ＋ ＋
＋ ＋1 ＋ ＋
＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋
＋ ＋
＋ ＋
＋ ＋

＋
＋
＋

ミヤマカタバミ
ミヤマナルコユリ

クサアジサイ
ウワバミソウ
ヤブコウジ

ジンジソウ
ニシノホンモンジスゲ
オクノカンスゲ

ミヤマイラクサ
ミヤマイタチシダ
キンミズヒキ

フキ
チマキザサ
ツルアジサイ

ジュウモンジシダ
サカゲイノデ
オシダ

草草本本層層((HH))
リョウメンシダ

クロモジ
ムラサキシキブ
アオキ

キブシ
クマノミズキ
クサギ

イタヤカエデ
トチノキ
ケヤキ

ウラジロガシ
コハウチワカエデ
サワグルミ

低低木木層層((SS))
ハイイヌガヤ

オオモミジ
タムシバ
フジ

亜亜高高木木層層((TT22))
フサザクラ
ウラジロガシ

ツルアジサイ
オシャグジデンダ

トチノキ
サワグルミ
ケヤキ

高高木木層層((TT11))

リョウメンシダ

トチノキ

トチノキ

フサザクラ

ハイイヌガヤ

36種
平成21年11月16日

欠 測

トチノキ
385m

№24
小鹿渓遊歩道②

シロヨメナ
サルナシ

イワヤシダ テンニンソウ
サイハイラン アマドコロ

ウマノミツバ

フユノハナワラビ ナツエビネ
イワガネゼンマイ エンレイソウ
ナツエビネ クマワラビ

ウバユリ チシマザサ リョウメンシダ
フタリシズカ ミヤマフユイチゴ ミヤマハハソ
ミゾシダ ノブキ ジュウモンジシダ

ジャノヒゲ サカゲイノデ ミヤマイタチシダ
クルマバソウ クサアジサイ エゾアジサイ
クマワラビ トキワイカリソウ トウゲシバ

サカゲイノデ 草草本本層層((HH)) コメガヤ コチャルメルソウ
ムカゴイラクサ ミゾシダ ワラビ ミゾシダ
ニシノホンモンジスゲ ジュウモンジシダ アキノキリンソウ コカンスゲ

リョウメンシダ リョウブ ヤブコウジ イワタバコ
ジュウモンジシダ チドリノキ ミスミソウ ミサキカグマ
ミゾシダ シシガシラ オクノカンスゲ

ミツマタ ガマズミ カンスゲ ヤマイタチシダ
ヒサカキ ジャノヒゲ イワガラミ

草草本本層層((HH)) ニワトコ ツルアリドオシ シシガシラ

イワガラミ ムラサキシキブ イタヤカエデ
ミツマタ ハクウンボク 草草本本層層((HH))
ニワトコ ミツマタ 草草本本層層((HH)) ベニシダ

ウリノキ エゾアジサイ ツルシキミ クマノミズキ
フジ ハナイカダ ダンコウバイ ダンコウバイ
キブシ キブシ オオモミジ スギ

シロダモ クロモジ クロモジ ハイイヌガヤ
エゴノキ ヤマブキ ヒサカキ コハウチワカエデ
アワブキ シロダモ ブナ ツノハシバミ

ヤブツバキ ウラジロガシ エゾユズリハ チャボガヤ
チドリノキ ミヤマハハソ アオキ ヒサカキ
ミヤマガマズミ ヤブツバキ ユキグニミツバツツジ アオキ

低低木木層層((SS)) ハイイヌガヤ ヤブツバキ ヤブツバキ
アオキ アオキ スギ ウラジロガシ
ハイイヌガヤ ツリバナ アカガシ チマキザサ

テイカカズラ フジ
シロダモ 低低木木層層((SS)) 低低木木層層((SS))

チャボガヤ アセビ 低低木木層層((SS))

ヤマフジ オオモミジ アズキナシ コハウチワカエデ
オオモミジ シラキ タムシバ アカシデ
エゴノキ オシャグジデンダ オオモミジ ヤマボウシ

イタヤカエデ 亜亜高高木木層層((TT22)) アカガシ タムシバ
ミツデカエデ ウワミズザクラ ソヨゴ ヤマザクラ
チドリノキ ヤブツバキ ウラジロノキ シラキ

ウリハダカエデ クマシデ アカマツ 亜亜高高木木層層((TT22))
カツラ ウラジロガシ

亜亜高高木木層層((TT22)) 亜亜高高木木層層((TT22)) フサザクラ

トチノキ トチノキ コナラ ミズナラ
ケヤキ ケヤキ アオハダ コナラ
イヌシデ イタヤカエデ イヌシデ

高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11))

リョウメンシダ ジュウモンジシダ カンスゲ ベニシダ

トチノキ トチノキ ミズナラ
ウリハダカエデ カツラ（叢山株）

トチノキ トチノキ アオハダ ミズナラ

イタヤカエデ カナクギ アカガシ ウラジロガシ

アオキ チャボガヤ アセビ ヤブツバキ

39種 46種 31種 37種
平成21年10月15日 平成21年10月15日 平成21年10月15日 平成21年11月16日

欠 測 欠 測 欠 測 N35°22′19″ E133°58′13″

トチノキ トチノキ コナラ ミズナラ
335m 450m 570m 380m

№20 №21 №22 №23
旗谷頭① 旗谷頭② 旗谷頭③ 小鹿渓遊歩道①

クジャクシダ
ホウチャクソウ

ミヤマナルコユリ
チマキザサ
アクシバ

ヒメカンスゲ
オオイワカガミ
コハウチワカエデ

草草本本層層((HH))
ツルシキミ

ユキグニミツバツツジ
ミヤマガマズミ
ハナイカダ

ヤブツバキ
ヤマウルシ
キンキマメザクラ

タカノツメ
ネジキ
シラカシ

タムシバ
アクシバ
リョウブ

低低木木層層((SS))
アセビ
ウスノキ

ソヨゴ
ウラジロノキ

アカガシ
ヤマフジ
アカシデ

リョウブ
スギ
ブナ

ウラジロガシ

亜亜高高木木層層((TT22))

ブナ
モミ
スギ

高高木木層層((TT11))

ツルシキミ

モミ
ブナ

ブナ

リョウブ

アセビ

31種
平成21年5月26日

N35°23′53″ E133°57′32″

ブナ
430m

№19
文殊堂北側

表 38　三徳山及び小鹿渓地域における植生調査結果（4/11）
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調査地
項目

高 さ ・ 植 被 率
草本層の優先種・種数

高 さ ・ 植 被 率

高 さ ・ 植 被 率
低木層の優先種・種数

高木層の優先種・種数
高 さ ・ 植 被 率

亜高木層の優先種・種

林 分
海 抜
方 位 ・ 傾 斜
面 積
出 現 種 類
調 査 年 月 日

高高木木層層((TT11))

緯 度 ・ 経 度

亜亜高高木木層層((TT22))
低低木木層層((SS))
草草本本層層((HH))
のの植植生生

幹 周 (cm)

北 30° 北 30° 北東 10° 北 5° 南西 5° 西 5°
30m ×30m 30m ×20m 20m ×30m 20m ×30m 20m ×30m 20m ×25m

5種 4種 4種 4種 7種 4種
25m ・95% 20m ・85% 16m ・70% 22m ・80% 25m ・90% 15m ・80%

4種 6種 4種 7種 5種 13種
8m ・30% 10m ・40% 8m ・40% 8m ・20% 10m ・20% 8m ・50%

9種 22種 33種 18種 12種 17種
2m ・40% 2m ・50% 2m ・50% 2m ・欠測 2m ・40% 2.5m ・20%

14種 12種 30種 11種 23種 12種
0.6m ・50% 0.4m ・40% 0.8m ・70% 0.0m ・20% 0.6m ・70% 0.5m ・15%

(285) (240) (230)

4･4 3･3 3･3 3･3 3･3 3･3
3･3 2･2 2･2 3･3 2･2 3･3
2･2 2･2 1･1 2･2 2･2 1･1
＋ 1･1 1･1 1･1 1･1 1･1
＋ 1･1

1･1
2･2 2･2 2･2 1･1 2･2

2･2 1･1 1･1 1･1 2･2
1･1 1･1 1･1 1･1 2･2
1･1 1･1 ＋ 1･1 2･2 1･1
1･1 ＋ ＋ 1･1 1･1

＋ ＋ 1･1 1･1
1･1 ＋ 1･1 1･1

2･2 1･1 1･1 1･1
2･2 2･2 1･1 ＋
1･1 2･2 1･1 1･1 ＋
1･1 1･1 1･1 1･1 3･3 ＋
1･1 ＋1 1･1 1･1 2･2 ＋
＋ ＋1 1･1 1･1 1･2 ＋
＋ ＋ 1･1 ＋2 1･2
＋ ＋ 1･1 ＋ 1･1
＋ ＋ ＋ ＋ 1･1 1･1

＋ ＋ ＋ 1･1 1･2
＋ ＋ ＋ 1･1 1･2

2･2 ＋ ＋ ＋ 1･1 1･1
2･2 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋1
2･2 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋1
1･1 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
＋1 ＋ ＋ ＋ ＋
＋1 ＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋ 3･3 ＋
＋ ＋ ＋ ＋ 2･2 ＋
＋ ＋ ＋ ＋ 2･2 ＋
＋ ＋ ＋ 1･2 ＋
＋ ＋ ＋ 1･1 ＋
＋ ＋ ＋ 1･1 1･1 ＋
＋ ＋ 1･1 1･1 ＋
＋ ＋ ＋ 1･1 ＋

2･2 ＋ ＋ 1･1
1･1 ＋ ＋ 1･1
1･1 ＋ ＋ 1･1 1･1
1･1 ＋ ＋ 1･1 1･1
＋1 ＋ ＋ 1･1 ＋1
＋ ＋ ＋ 1･1 ＋1
＋ ＋ ＋ 1･1 ＋
＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋
＋ 3･3 ＋ ＋
＋ 2･2 ＋ ＋
＋ 1･1 ＋ ＋

1･1 ＋ ＋
1･1 ＋ ＋
1･1 ＋
1･1
1･1
1･1
1･1
1･1
1･1
1･1
＋1
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋

モミジハグマ ジャコウソウ
スミレサイシン

ノギラン チゴユリ
ヤマソテツ ヤマジノホトトギス
ヤマイタチシダ ミヤマカタバミ

キヅタ ナルコスゲ ゼンマイ
ミヤマカタバミ ユキザサ
ミヤマイタチシダ アオキ

オオカニコウモリ コカンスゲ
アキノキリンソウ ツタウルシ ウリハダカエデ
ヤブコウジ ヒメレンゲ クロタキカズラ

トキワイカリソウ オクノカンスゲ 草草本本層層((HH))
ミヤマナルコユリ シシウド ミゾシダ
シラヤマギク ミヤマベニシダ オオタチツボスミレ
ヤマルリソウ

イワタバコ イワガラミ
サルトリイバラ ウワバミソウ ハイイヌツゲ
チゴユリ ミゾシダ

コチャルメルソウ アズキナシ
草草本本層層((HH)) サカゲイノデ ウリハダカエデ

チヂミザサ ミツバ ツノハシバミ
サルナシ

テンニンソウ コハウチワカエデ
キンキマメザクラ ジュウモンジシダ ミズナラ
イヌシデ リョウメンシダ ハクウンボク

ヤブムラサキ コハウチワカエデ アオダモ
キブシ マルバアオダモ
ヤマグワ 草草本本層層((HH)) ブナ
スギ

ウリハダカエデ イタヤカエデ
ヤマツツジ ヒサカキ アオキ
シロダモ オオカメノキ クロタキカズラ

ツクバネウツギ エゾアジサイ オオカメノキ
ミヤマガマズミ アオキ クロモジ
リョウブ ブナ チマキザサ
ウリハダカエデ

クロモジ イワガラミ
コウヤボウキ ツルアジサイ
ウグイスカグラ ムラサキシキブ 低低木木層層((SS))

クロモジ 低低木木層層((SS)) ハクウンボク
アオキ ハイイヌガヤ リョウブ
ヤブツバキ リョウブ ミズナラ
コマユミ

アカシデ トチノキ
クマシデ コハウチワカエデ

低低木木層層((SS)) マルバアオダモ

ヤブツバキ アカガシ アズキナシ
ナナカマド オオモミジ ウリハダカエデ
キンキマメザクラ ハクウンボク クマシデ
イヌエンジュ

イヌブナ ヤマボウシ
コシアブラ ブナ
ヤマザクラ 亜亜高高木木層層((TT22)) ナナカマド

スギ ミズメ イヌシデ
ヤマザクラ

亜亜高高木木層層((TT22)) ホオノキ 亜亜高高木木層層((TT22))
スギ

ミズキ ブナ
コナラ トチノキ ミズナラ
ヤマザクラ イヌシデ ヤマハンノキ

高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11))
アカマツ

チヂミザサ テンニンソウ ミゾシダ

ミズキ ブナ

スギ アカガシ ヤマボウシ

クロモジ ハイイヌガヤ オオカメノキ

35種 47種 33種
平成22年6月16日 平成22年7月20日 平成22年10月19日

N35°24′20″ E133°57′08″ N35°22′37″ E133°58′23″ N35°23′24″ E133°58′54″

アカマツ

アカマツ ミズキ ブナ
460m 500m 781m

№28 №29 №30
坂本風穴南側尾根（鞍部） 尼子～小鹿渓の途中 中津～成ルート①（峠）

ニシノホンモンジスゲ
クマワラビ

ヤマイヌワラビ
クジャクシダ
バライチゴ

ヌカボシソウ
ミゾシダ
アオイスミレ

シシガシラ
カンスゲ
オニドコロ

ヤマジノホトトギス
コナスビ
ツルカノコソウ

オオバノヨツバムグラ
コタニワタリ
ウマノミツバ

ヤマシャクヤク
チヂミザサ
シンミズヒキ

マツカゼソウ
ゼンマイ
フキ

アキチョウジ
リョウメンシダ
ジュウモンジシダ

タチシオデ オシダ
ナンゴククガイソウ イタドリ

ヒトリシズカ

ギンバイソウ
トウゲシバ 草草本本層層((HH))
ヤブコウジ テンニンソウ

ゼンマイ シロダモ
ミゾシダ ニガキ
チマキザサ サルナシ

オクノカンスゲ クリ
コカンスゲ キブシ
ミヤマイタチシダ ユクノキ

ミサキカグマ ネジキ
コチャルメルソウ 草草本本層層((HH)) ナガバモミジイチゴ

ヤマソテツ ヤブデマリ

ウワバミソウ コマユミ タニウツギ
ハイホラゴケ ムラサキマユミ クマイチゴ
ギンバイソウ アセビ クロイチゴ

チマキザサ ユキグニミツバツツジ サルトリイバラ
ミヤマカタバミ アクシバ クサギ
キバナアキギリ ナガバモミジイチゴ イヌシデ

エゾアジサイ ミヤマシグレ アオキ
カンスゲ アカガシ ウリノキ
イワガネゼンマイ ネジキ ガマズミ

リョウメンシダ ヤマボウシ ダンコウバイ
ゼンマイ キブシ ヤマグワ
サカゲイノデ アオハダ ミヤマイボタ

コハウチワカエデ ツリガネツツジ タラノキ
スギ サンショウ

草草本本層層((HH)) チャボガヤ ケヤキ

ニワトコ エゾアジサイ エゾアジサイ
ハナイカダ ウラジロガシ マタタビ
オオバクロモジ ヤマグルマ アケビ

アオキ ヒサカキ ミヤマハハソ
クロモジ クロモジ ウツギ
ハイイヌガヤ ホツツジ ハイイヌガヤ

低低木木層層((SS)) バイカウツギ
ウラジロガシ 低低木木層層((SS)) リョウブ
フサザクラ ハイイヌガヤ ハナイカダ

ヤマザクラ タカノツメ リョウブ
スギ ヤマフジ

コシアブラ 低低木木層層((SS))

亜亜高高木木層層((TT22)) ウラジロガシ ウワミズザクラ
ミズメ イヌシデ ニガキ
フサザクラ ミズメ クマノミズキ

サルナシ ミズメ ヤマザクラ
オシャグジデンダ

亜亜高高木木層層((TT22)) 亜亜高高木木層層((TT22))

サワグルミ ブナ オニグルミ
ミズメ ミズナラ クマノミズキ
オニグルミ イヌブナ スギ

高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11))

リョウメンシダ ヤマソテツ テンニンソウ

サワグルミ ブナ クマノミズキ

サワグルミ ブナ オニグルミ

ミズメ ウラジロガシ ウワミズザクラ

ウラジロガシ ハイイヌガヤ バイカウツギ

30種 42種 68種
平成21年11月16日 平成21年11月16日 平成22年6月16日

N35°22′18″ E133°58′17″ N35°22′17″ E133°58′21″ N35°24′26″ E133°57′05″

サワグルミ ブナ オニグルミ
400m 420m 370m

№25 №26 №27
小鹿渓遊歩道③ 小鹿渓遊歩道④ 坂本風穴

表 39　三徳山及び小鹿渓地域における植生調査結果（5/11）
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調査地
項目

高 さ ・ 植 被 率
草本層の優先種・種数

高 さ ・ 植 被 率

高 さ ・ 植 被 率
低木層の優先種・種数

高木層の優先種・種数
高 さ ・ 植 被 率

亜高木層の優先種・種

林 分
海 抜
方 位 ・ 傾 斜
面 積
出 現 種 類
調 査 年 月 日

高高木木層層((TT11))

緯 度 ・ 経 度

亜亜高高木木層層((TT22))
低低木木層層((SS))
草草本本層層((HH))
のの植植生生

幹 周 (cm)

西 10° 西 15° 南西 30° 南南西 5° 南南西 20° 西 25°
50m ×50m 20m ×30m 25m ×30m 20m ×15m 20m ×30m 20m ×30m

6種 5種 7種 5種 5種 6種
25m ・70% 20m ・90% 15m ・70% 25m ・90% 20m ・90% 30m ・90%

4種 4種 6種 3種 7種 5種
10m ・15% 10m ・20% 8m ・60% 12m ・40% 10m ・50% 10m ・40%

15種 16種 12種 14種 12種 12種
2m ・30% 2m ・30% 2.5m ・60% 3m ・20% 2.5m ・15% 1.5m ・20%

8種 12種 10種 19種 14種 15種
1m ・65% 0.3m ・10% 0.4m ・10% 0.8m ・70% 0.3m ・20% 0.3m ・30%

(732) (730) スダジイ (330) (310) (305) (300)
(598) (356) タブノキ (450) (310) (245)

(120) (100)
(305) (235)

(370)

4･4 4･4 3･3 4･4 4･4 3･3
2･2 2･2 2･2 2･2 2･2 2･2
1･1 1･1 2･2 1･1 1･1 2･2
1･1 1･1 1･1 1･1 1･1 1･1
＋ 1･1 1･1 ＋ ＋ 1･1
＋ 1･1 1･1

＋
1･1 2･2 2･2

1･1 1･1 1･1 2･2 2･2
1･1 ＋ 2･2 ＋ 1･2 1･1
1･1 ＋ 2･2 1･1 1･1
＋ 1･1 1･1 1･1

1･1 2･2 ＋ ＋
1･1 ＋ 1･1 ＋

2･2 1･1 ＋ 1･1
1･1 1･1 1･1 2･2
1･1 ＋1 ＋ 1･2 2･2
1･1 ＋ 2･2 ＋ 1･1 1･1
1･1 ＋ 2･2 ＋ 1･1 1･1
＋ ＋ 1･1 ＋ ＋ ＋2
＋ ＋ 1･1 ＋ ＋ ＋
＋ ＋ 1･1 ＋ ＋ ＋
＋ ＋ 1･1 ＋ ＋ ＋
＋ ＋ 1･1 ＋ ＋ ＋
＋ ＋ 1･1 ＋ ＋ ＋
＋ ＋ 1･1 ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ 3･3

2･2 1･2
1･1 1･2 1･2

3･3 1･1 1･1 1･1 1･2 1･1
1･1 1･1 1･1 1･1 1･2 1･1
1･1 1･1 ＋ 1･1 1･2 1･1
1･1 ＋1 ＋ 1･1 1･1 ＋2
＋1 ＋1 ＋ 1･1 1･1 ＋1
＋ ＋ ＋ 1･1 1･1 ＋
＋ ＋ ＋ ＋ ＋2 ＋
＋ ＋ ＋ ＋ ＋1 ＋

＋ ＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋

＋ ＋ ＋
＋
＋
＋

オモト ケヤキ
カンスゲ シュンラン

ヤマイタチシダ キヅタ
イワガネソウ スダジイ
オオタチツボスミレ タチツボスミレ

ベニシダ オオバジャノヒゲ
キヅタ エゴノキ
チマキザサ クジャクシダ

ヤブコウジ ヤブコウジ
タチツボスミレ コハウチワカエデ
フタリシズカ シロダモ

イワガネゼンマイ イヌシデ
シロイヌノヒゲ シラキ
テイカカズラ ベニシダ

ムラサキシキブ
草草本本層層((HH))

草草本本層層((HH)) テイカカズラ

タラヨウ ハナイカダ
ナンテン アカガシ
ハイイヌガヤ ムラサキマユミ

サンショウ ヤマボウシ
シラカシ クロモジ
シロダモ シラカシ

ネズミモチ チマキザサ
ウラジロガシ シロダモ
ケヤキ スダジイ

低低木木層層((SS)) チャボガヤ
アオキ アオキ
スダジイ ヤブツバキ

ヤブニッケイ タブノキ
ワジュロ

低低木木層層((SS))

モウソウチク シラキ
シラカシ ヤマボウシ
マダケ アワブキ

亜亜高高木木層層((TT22))
ヤブツバキ 亜亜高高木木層層((TT22))
タブノキ ヤブツバキ

ケヤキ コハウチワカエデ
テイカカズラ トチノキ

ユクノキ

イヌシデ イヌシデ
スダジイ アカガシ
タブノキ ウラジロガシ

高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11))

ヤブツバキ
イヌシデ
ケヤキ

イワガネゼンマイ テイカカズラ

イヌシデ

イヌシデ イヌシデ

ヤブツバキ ヤブツバキ

アオキ チャボガヤ

33種 30種
平成24年6月18日 平成24年6月28日

N35°22′56″ E133°55′58″ N35°23′60″ E133°57′12″

イヌシデ イヌシデ
260m 290m

№35 №36
東小鹿神社社叢② 大門坂南側尾根

ミヤマイラクサ
ワサビ

ゼンマイ チシマザサ
フキ
ミゾシダ

ミツマタ ミツバアケビ カンスゲ
ハクウンボク クロモジ クジャクシダ
クサギ ケヤキ

ムカゴイラクサ ミヤマカタバミ ヤブツバキ リョウメンシダ
クロタキカズラ ヤブコウジ ハイイヌガヤ アキチョウジ
チヂミザサ サカゲイノデ シロダモ ウバユリ

ジュウモンジシダ カンスゲ ジャノヒゲ ジュウモンジシダ
サカゲイノデ ネザサ トキワイカリソウ テンニンソウ
ミヤマイラクサ ツルシキミ サルトリイバラ ミヤマカタバミ

草草本本層層((HH)) 草草本本層層((HH)) 草草本本層層((HH)) ウワバミソウ
リョウメンシダ シシガシラ ヤブレガサ オクノカンスゲ
オシダ ミゾシダ ニシノホンモンジスゲ キバナアキギリ

コハウチワカエデ タンナサワフタギ ダンコウバイ 草草本本層層((HH))
アオキ コバンノキ ハナイカダ サカゲイノデ

コチャルメルソウ

ミヤマハハソ ハウチワカエデ ハイイヌガヤ ミツマタ
ミツマタ ハクウンボク ウラジロガシ ヤブデマリ
キブシ ウリハダカエデ コバノガマズミ

チドリノキ ブナ アカマツ ハイイヌガヤ
サワグルミ コハウチワカエデ サンショウ ハナイカダ
クマシデ ミヤマハハソ ハイイヌツゲ ミズキ

スギ アオキ アオキ ケヤキ
イタヤカエデ エゾアジサイ ツリバナ トチノキ
エゾアジサイ ウリノキ ウグイスカグラ フジ

オオカメノキ ハイイヌガヤ シラキ
クロモジ クロモジ 低低木木層層((SS)) イワガラミ
ウリノキ ヒサカキ クロモジ クマシデ

低低木木層層((SS)) ヤブツバキ クロモジ
低低木木層層((SS)) オオカメノキ クズ ウラジロガシ

ハイイヌガヤ チャボガヤ カエデドコロ オニイタヤ

スギ コハウチワカエデ アカガシ オニイタヤ
トチノキ トチノキ ヤマボウシ
テツカエデ エゴノキ 低低木木層層((SS))

亜亜高高木木層層((TT22)) テイカカズラ 亜亜高高木木層層((TT22))
亜亜高高木木層層((TT22)) スギ フサザクラ
フサザクラ ブナ 亜亜高高木木層層((TT22)) エゾエノキ

イタヤカエデ スギ クリ ミズキ
サルナシ ミズキ クマノミズキ オニイタヤ
エゾエノキ コハウチワカエデ

トチノキ ブナ コナラ トチノキ
サワグルミ ミズメ アカマツ ケヤキ
ケヤキ ミズナラ イヌシデ スギ

高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11))

リョウメンシダ シシガシラ ヤブレガサ サカゲイノデ

トチノキ

トチノキ ブナ コナラ トチノキ

フサザクラ スギ アカガシ フサザクラ

ハイイヌガヤ オオカメノキ クロモジ クロモジ

29種 32種 31種 35種
平成22年10月19日 平成22年10月19日 平成23年6月28日 平成24年5月17日

N35°23′31″ E133°58′41″ 欠 測 N35°23′16″ E133°56′09″ N35°24′32″ E133°58′33″

トチノキ ブナ コナラ トチノキ
702m 650m 485m 430m

№31 №32 №33 №34
中津～成ルート② 中津～成ルート③ ガンボウジ南側斜面 蛇谷（三滝付近）

表 40　三徳山及び小鹿渓地域における植生調査結果（6/11）
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調査地
項目

高 さ ・ 植 被 率
草本層の優先種・種数

高 さ ・ 植 被 率

高 さ ・ 植 被 率
低木層の優先種・種数

高木層の優先種・種数
高 さ ・ 植 被 率

亜高木層の優先種・種

林 分
海 抜
方 位 ・ 傾 斜
面 積
出 現 種 類
調 査 年 月 日

高高木木層層((TT11))

緯 度 ・ 経 度

亜亜高高木木層層((TT22))
低低木木層層((SS))
草草本本層層((HH))
のの植植生生

幹 周 (cm)

北北西 27° 南西 15° 南西 20° 西 5° 南西 35° 南西 15°
30m ×30m 30m ×30m 30m ×30m 30m ×30m 20m ×30m 25m ×30m

3種 2種 2種 4種 3種 4種
13m ・70% 15m ・85% 13m ・80% 12m ・80% 27m ・70% 27m ・70%

5種 6種 3種 5種 4種 4種
10m ・50% 8m ・20% 8m ・40% 8m ・30% 12m ・60% 13m ・40%

13種 19種 14種 9種 5種 15種
2m ・20% 2.5m ・65% 2.5m ・70% 2.5m ・30% 1m ・10% 欠測 ・40%

8種 8種 6種 9種 8種 12種
0.2m ・5% 0.2m ・20% 0.2m ・10% 0.5m ・30% 0.2m ・5% 欠測 ・15%

(110) (300) (110)
(110)

3･3 4･4 4･4 4･4 4･4 3･3
2･2 1･1 1･1 2･2 2･2 1･1
2･2 1･1 1･1 1･1

1･1 1･1
2･2 2･2

3･3 1･1 1･1 3･3
1･1 1･1 ＋ 1･1 2･2 2･2
＋ ＋ 1･1 1･1 1･1
＋ ＋ 1･1 ＋ 1･1
＋ ＋ 3･3 1･1 1･1

2･2 ＋
1･1 ＋

1･1 2･2 1･1 ＋ 2･2
1･1 2･2 1･1 2･2 ＋ 1･1
1･1 1･2 ＋ 1･1 ＋ 1･1
＋1 1･1 ＋ 1･1 ＋ 1･1
＋ 1･1 ＋ 1･1 ＋
＋ 1･1 ＋ 1･1 ＋
＋ 1･1 ＋ ＋ ＋ ＋
＋ 1･1 ＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ 1･2 ＋ ＋

＋ 1･1 1･1 ＋ ＋
＋ 1･1 1･1 ＋

＋1 ＋ 1･1 1･1
＋ ＋ ＋ 1･1
＋ ＋ ＋ ＋ 1･1
＋ ＋ ＋ ＋ ＋2
＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋
＋ 1･2 ＋
＋ 1･1 ＋

1･1 ＋
＋ ＋
＋ ＋
＋ ＋
＋ ＋
＋ ＋

シュンラン
ウバユリ

コゴメガヤツリ
タチツボスミレ
ミツバアケビ

ジュウモンジシダ
キクバヤマボクチ
トキワイカリソウ

ミヤマガマズミ ナガバモミジイチゴ ケヤキ
ミツバアケビ クマワラビ
ミヤマナルコユリ シラカシ

タンナサワフタギ ミズナラ
クロモジ ヤマツツジ 草草本本層層((HH))
ウリハダカエデ イタヤカエデ ミヤマナルコユリ

草草本本層層((HH)) イワガラミ イワガラミ ヤブツバキ
シシガシラ チゴユリ アオキ アワブキ
ハクウンボク チマキザサ バイカウツギ

ミヤマガマズミ マルバアオダモ ケヤキ ゴンズイ
リョウブ キヅタ ウグイスカグラ

草草本本層層((HH)) テイカカズラ ミヤマガマズミ

タンナサワフタギ カマツカ ジャノヒゲ ハイイヌツゲ
ナツツバキ ナツツバキ ヤマヤブソテツ クロモジ
ハクウンボク ネジキ ジュウモンジシダ ミヤマイボタ

オオカメノキ タンナサワフタギ イボタノキ ヒメアオキ
クマシデ ツノハシバミ シロダモ
コハウチワカエデ ハクウンボク 草草本本層層((HH)) ヤマザクラ

クロモジ 低低木木層層((SS)) フジ アオキ
ヤマツツジ クロモジ ヤブツバキ オオモミジ
アカシデ オオカメノキ ハイイヌガヤ ハイイヌガヤ

チマキザサ ミズナラ ヤマボウシ
アセビ コハウチワカエデ 低低木木層層((SS))
イヌシデ シロダモ 低低木木層層((SS))

イヌシデ イタヤカエデ ウラジロガシ カナクギノキ
ハクウンボク オオモミジ オオモミジ

低低木木層層((SS)) マルバマンサク テイカカズラ ヤマザクラ

亜亜高高木木層層((TT22)) ウリハダカエデ ミズキ
ウリハダカエデ 亜亜高高木木層層((TT22))
リョウブ 亜亜高高木木層層((TT22)) ヤブツバキ 亜亜高高木木層層((TT22))

コナラ ミズナラ ケヤキ イヌシデ
アカマツ イタヤカエデ クマノミズキ オニグルミ

イヌシデ イワガラミ ケヤキ

高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11))

シシガシラ イワガラミ ジャノヒゲ ミヤマナルコユリ

ケヤキ イヌシデ
クマノミズキ

コナラ ミズナラ ケヤキ イヌシデ

ウリハダカエデ イタヤカエデ ヤブツバキ カナクギノキ

チマキザサ クロモジ シロダモ アオキ

18種 22種 16種 32種
平成24年9月26日 平成24年9月26日 平成25年5月17日 平成25年5月17日

N35°23′19″ E133°57′06″ N35°23′16″ E133°57′11″ N35°24′08″ E133°57′00″ N35°24′08″ E133°57′00″

コナラ ミズナラ ケヤキ イヌシデ
780m 825m 270m 275m

№39 №40 №41 №42
大谷山②（鞍部） 大谷山③（山頂） 千軒原西側斜面① 千軒原西側斜面②

ヤブコウジ
ヤマツツジ

ウリハダカエデ
コウヤボウキ
コシアブラ

ミヤマナルコユリ チマキザサ
ヤブコウジ オオイワカガミ

フジ

シロダモ ハクウンボク
トキワイカリソウ
ハイイヌツゲ 草草本本層層((HH))

シシガシラ ナツツバキ
ケヤキ ナナカマド
ジャノヒゲ アズキナシ

コハウチワカエデ コバノガマズミ
ソヨゴ

草草本本層層((HH)) ヤマザクラ

ヤダケ ウリハダカエデ
スギ ネジキ
タンナサワフタギ ナツハゼ

ウラジロガシ ヒサカキ
ハイイヌツゲ ヤマツツジ
ムベ スノキ

アカガシ ウラジロノキ
ヤブツバキ タンナサワフタギ
ハイイヌガヤ フジ

ヤブニッケイ アセビ
ヒサカキ クロモジ
アオキ ダンコウバイ

シラキ アオハダ

低低木木層層((SS)) 低低木木層層((SS))

サカキ ネジキ
アワブキ ヤマボウシ
クマシデ コナラ

亜亜高高木木層層((TT22))
亜亜高高木木層層((TT22)) リョウブ
ヤブツバキ ウラジロガシ

ウラジロガシ コナラ
アカガシ ナツツバキ
イヌシデ

高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11))

シシガシラ チマキザサ

コナラ

ウラジロガシ コナラ

ヤブツバキ リョウブ

ヤブニッケイ アセビ

25種 29種
平成24年6月28日 平成24年9月26日

N35°23′56″ E133°57′02″ N35°23′18″ E133°56′57″

ウラジロガシ コナラ
334m 660m

№37 №38
大瀬丸頭 大谷山①（西尾根）

表 41　三徳山及び小鹿渓地域における植生調査結果（7/11）
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調査地
項目

高 さ ・ 植 被 率
草本層の優先種・種数

高 さ ・ 植 被 率

高 さ ・ 植 被 率
低木層の優先種・種数

高木層の優先種・種数
高 さ ・ 植 被 率

亜高木層の優先種・種

林 分
海 抜
方 位 ・ 傾 斜
面 積
出 現 種 類
調 査 年 月 日

高高木木層層((TT11))

緯 度 ・ 経 度

亜亜高高木木層層((TT22))
低低木木層層((SS))
草草本本層層((HH))
のの植植生生

幹 周 (cm)

南 30° 南 20° 南 30° 南 35° 西 30° 東 32°
25m ×30m 30m ×20m 20m ×20m 20m ×20m 25m ×30m 25m ×20m

6種 4種 4種 5種 3種 4種
21m ・80% 22m ・80% 10m ・50% 12m ・70% 20m ・70% 18m ・85%

7種 6種 4種 4種 9種 6種
8m ・40% 8m ・40% 8m ・70% 8m ・50% 8m ・40% 8m ・40%

18種 9種 2種 7種 22種 16種
1.5m ・40% 2m ・50% 1m ・70% 1.5m ・35% 2m ・50% 2m ・30%

19種 14種 6種 9種 21種 17種
0.2m ・30% 0.2m ・30% 0.4m ・10% 0.3m ・20% 0.2m ・30% 0.3m ・30%

(144)

4･4 4･4 2･2 3･3 4･4 3･3
2･2 2･2 2･2 2･2 1･1 2･2
2･2 1･1 1･1 1･1 1･1 1･1
1･1 1･1 1･1 1･1 1･1
1･1 1･1
1･1 2･2

2･2 4･4 2･2 2･1
2･2 2･2 2･2 1･2 1･2

3･3 1･1 ＋ 2･2 1･1 1･1
2･2 ＋ ＋ 1･1 1･1 1･1
1･1 ＋ 1･1 1･1 1･1
1･1 ＋ 1･1 1･1
1･1 1･1 ＋
1･1 1･1 2･2 ＋
1･1 2･2 1･1 2･2

2･2 ＋ 1･2
2･2 1･1 ＋ 3･3 1･2

3･3 1･1 ＋2 ＋ 3･3 1･2
2･2 1･1 ＋2 ＋ 2･2 1･1
1･1 ＋2 ＋ ＋ 1･1 1･1
1･1 ＋ ＋ 1･1 1･1
1･1 ＋ ＋ 1･1 ＋
1･1 ＋ 1･1 1･1 ＋
＋1 1･1 ＋1 ＋
＋1 ＋2 ＋1 ＋
＋ 2･2 ＋2 ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ 2･2
＋ ＋ ＋ 1･2
＋ ＋ ＋ 1･2

＋ ＋ 1･2
＋ ＋ 1･1

2･2 ＋ ＋ ＋2
1･1 ＋ ＋
1･1 ＋
1･1 2･2 ＋
1･1 1･1 ＋
1･1 1･1 ＋
1･1 1･1 ＋
＋ 1･1 ＋
＋ 1･1 ＋
＋ 1･1 ＋
＋ 1･1 ＋
＋ ＋2 ＋
＋ ＋2
＋ ＋
＋ ＋
＋ ＋
＋ ＋
＋ ＋
＋ ＋

＋
＋
＋
＋
＋ アカショウマ

ドクダミ
ヤマルリソウ
シライトソウ

イノデモドキ
クマワラビ
カラムシ

アオキ
クサイチゴ
クジャクシダ

フユイチゴ ミヤマガマズミ
ケヤキ
ジュウモンジシダ

シロヨメナ ヒトリシズカ
ニシノホンモンジスゲ ベニシダ
ナツエビネ キヅタ

ムカゴイラクサ キクバヤマボクチ
ミゾシダ コカンスゲ
ミョウガ イヌシデ

草草本本層層((HH)) アキノキリンソウ
オクノカンスゲ シライトソウ
ヤマイヌワラビ ミツバアケビ

ムラサキシキブ シシガシラ
ウラジロガシ チヂミザサ

ヤマジノホトトギス

クロモジ クマワラビ
ツリバナ ケヤキ
ケヤキ チマキザサ

カマツカ
ウリノキ 草草本本層層((HH))
ニワトコ ヒメカンスゲ

ハイイヌガヤ ウグイスカグラ
ミヤマイボタ フジ
サンショウ ハクウンボク

シロダモ ハナイカダ
ヤマブキ ウツギ
ヤブツバキ ミズナラ

アオキ ヤマボウシ
オオモミジ コバノガマズミ
エゴノキ ウラジロガシ

ウツギ ダンコウバイ
チマキザサ オオモミジ
エゾエノキ シロダモ

低低木木層層((SS)) アオキ
ハナイカダ コマユミ
ヤマグワ サルトリイバラ

エゾエノキ
フジ 低低木木層層((SS))

クロモジ

ネムノキ リョウブ
イヌシデ ナナカマド
オオモミジ アオハダ

ヤマグワ オオモミジ
シラキ ハクウンボク
コハウチワカエデ ダンコウバイ

ケヤキ
亜亜高高木木層層((TT22))
エゴノキ 亜亜高高木木層層((TT22))

ケヤキ コナラ
テイカカズラ ミズナラ
ヤマザクラ イヌシデ

高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11))

オクノカンスゲ ヒメカンスゲ

ケヤキ コナラ

エゴノキ オオモミジ

ハナイカダ クロモジ

48種 37種
平成25年9月26日 平成25年9月26日

N35°24′22″ E133°57′36″ N35°24′23″ E133°57′33″

ケヤキ コナラ
360m 400m

№47 №48
海老谷① 海老谷②（東屋西側斜面）

サネカズラ
サカゲイノデ

ヘクソカズラ
コタニワタリ
オオナルコユリ

クサイチゴ
キヅタ
トラノオシダ

ツルマサキ
ケヤキ
シンミズヒキ

ツルアジサイ
ウリハダカエデ
コメガヤ

クマワラビ
エゾアジサイ
ツヤナシヤブソテツ

草草本本層層((HH)) ボタンヅル
チヂミザサ コメガヤ
ジュウモンジシダ ヤマホトトギス

クロウメモドキ ウリハダカエデ
ヤブニッケイ クサギ

フタリシズカ

カナクギノキ コマユミ ジュウモンジシダ
シロダモ キンキマメザクラ
アオキ マムシグサ

ケンポナシ ヤブコウジ オオタチツボスミレ
ツリバナ オオタチツボスミレ コメガヤ
ムラサキシキブ ハンショウヅル アマチャヅル

ヤマブキ 草草本本層層((HH)) ツタ
アオツヅラフジ チヂミザサ カラムシ
ゴマギ ミゾシダ ツヤナシヤブソテツ

ハイイヌガヤ ハイイヌガヤ イワガラミ 草草本本層層((HH))
ナナカマド スダジイ チヂミザサ
ダンコウバイ クサイチゴ

ミヤマイボタ ヤマコウバシ ケヤキ ミヤマイボタ
ウリハダカエデ ヤマブキ シロダモ ニガキ
ツクバネウツギ クロモジ ジャノヒゲ

クロウメモドキ 草草本本層層((HH)) ヤブムラサキ
低低木木層層((SS)) ウラジロガシ フジ クロウメモドキ

バイカウツギ アオキ クマワラビ カラスウリ

ケヤキ ハイイヌガヤ 低低木木層層((SS))
リョウブ 低低木木層層((SS)) ヤマブキ シロダモ
ツルアジサイ シロダモ ハイイヌガヤ

クマノミズキ エノキ ムラサキシキブ ヒサカキ
コハウチワカエデ ウワミズザクラ ケヤキ
ウラジロノキ クマノミズキ 低低木木層層((SS))

アカガシ ヤブツバキ 亜亜高高木木層層((TT22))
亜亜高高木木層層((TT22)) カナクギノキ ウラジロガシ ヤブツバキ
ナナカマド オオモミジ エゴノキ シロダモ

イイギリ イヌザクラ フジ ウリハダカエデ
イヌシデ ヤマザクラ
ケヤキ 亜亜高高木木層層((TT22)) 亜亜高高木木層層((TT22))

コナラ コナラ シロダモ ケヤキ
ヤマザクラ クマノミズキ カゴノキ コナラ
オニグルミ イヌシデ コナラ クマノミズキ

高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11))

チヂミザサ チヂミザサ フジ チヂミザサ

ヤマザクラ

コナラ コナラ シロダモ ケヤキ

ナナカマド アカガシ ヤブツバキ ヤブツバキ

バイカウツギ シロダモ ハイイヌガヤ シロダモ

45種 32種 14種 23種
平成25年6月28日 平成25年6月28日 平成25年6月28日 平成25年6月28日

N35°24′15″ E133°57′10″ N35°24′15″ E133°57′08″ N35°24′16″ E133°57′06″ N35°24′16″ E133°57′04″

コナラ コナラ シロダモ ケヤキ
345m 365m 380m 410m

№43 №44 №45 №46
三徳風穴西側 三徳風穴～毘沙門岩中間地点 毘沙門岩東側 毘沙門岩直下

表 42　三徳山及び小鹿渓地域における植生調査結果（8/11）
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調査地
項目

高 さ ・ 植 被 率
草本層の優先種・種数

高 さ ・ 植 被 率

高 さ ・ 植 被 率
低木層の優先種・種数

高木層の優先種・種数
高 さ ・ 植 被 率

亜高木層の優先種・種

林 分
海 抜
方 位 ・ 傾 斜
面 積
出 現 種 類
調 査 年 月 日

高高木木層層((TT11))

緯 度 ・ 経 度

亜亜高高木木層層((TT22))
低低木木層層((SS))
草草本本層層((HH))
のの植植生生

幹 周 (cm)

南 10° 西 5° 北 45° 南 35° 北 10° 北 5°
20m ×25m 15m ×10m 40m ×10m 30m ×20m 25m ×25m 30m ×25m

4種 3種 2種 5種 5種 4種
20m ・80% 12m ・50% 12m ・80% 13m ・80% 25m ・70% 27m ・80%

5種 3種 5種 7種 10種 6種
7m ・20% 8m ・20% 8m ・30% 9m ・70% 8m ・20% 10m ・35%

13種 2種 12種 21種 18種 23種
1.5m ・30% 2.5m ・50% 2m ・40% 2.5m ・40% 2.5m ・60% 3m ・20%

35種 11種 30種 42種 9種 9種
0.6m ・60% 1m ・95% 0.4m ・50% 0.5m ・30% 0.3m ・15% 0.2m ・10%

3･3 3･3 4･4 3･3 3･3 3･3
2･2 2･2 1･1 2･2 2･2 2･2
1･1 1･1 1･1 1･1 1･1
1･1 1･1 1･1 1･1

2･2 1･1 1･1
2･1 1･1

2･2 1･1 1･1 3･3
1･1 ＋ 1･1 3･3 1･1 ＋
1･1 ＋ 2･2 1･1 ＋
1･1 1･1 1･1 ＋
1･1 3･3 1･1 ＋ ＋

1･1 2･2 ＋ ＋ ＋
1･2 ＋ ＋

1･1 1･2 ＋ ＋
1･1 2･2 1･1 ＋ 1･2
1･1 2･2 1･1 ＋ 1･2
1･1 1･1 1･1 2･2 ＋ ＋2
1･1 1･1 1･1 1･1 ＋2
1･1 1･1 ＋ 1･1 ＋2
＋2 1･1 ＋ 1･1 3･3 ＋
＋ 1･1 ＋ 1･1 2･2 ＋
＋ 1･1 ＋ ＋2 1･2 ＋
＋ ＋ ＋ ＋ 1･1 ＋
＋ ＋ ＋ ＋2 ＋
＋ ＋ ＋ ＋2 ＋
＋ 2･2 ＋ ＋ ＋

2･2 ＋ ＋ ＋
1･2 ＋ ＋ ＋

2･2 1･2 ＋ ＋ ＋
2･2 1･2 ＋ ＋ ＋
1･2 1･2 ＋ ＋ ＋
1･1 1･2 ＋ ＋ ＋
1･1 1･1 ＋ ＋ ＋
1･1 1･1 ＋ ＋ ＋
1･1 1･1 ＋ ＋ ＋
1･1 1･1 ＋ ＋ ＋
＋2 1･1 ＋ ＋ ＋
＋2 ＋2
＋2 ＋2
＋2 ＋2 1･1 1･2 1･1
＋2 ＋1 1･1 1･1 ＋2
＋2 ＋ 1･1 ＋2 ＋2
＋ ＋ 1･1 ＋ ＋2
＋ ＋ 1･1 ＋ ＋
＋ ＋ 1･1 ＋ ＋
＋ ＋ 1･1 ＋ ＋
＋ ＋ ＋2 ＋ ＋
＋ ＋ ＋2 ＋ ＋
＋ ＋ ＋2
＋ ＋ ＋2
＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋
＋ ＋
＋ ＋
＋ ＋
＋ ＋
＋ ＋
＋ ＋
＋ ＋
＋ ＋

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋

ミツバアケビ
トラノオシダ
スイカズラ

ウバユリ
シャガ
クマワラビ

ミゾソバ
アキチョウジ
イヌワラビ

アケビ
コタニワタリ
イノデ

イワデンダ
カンスゲ
オオバノイノモトソウ

ヤマイタチシダ
ヤマニガナ
コゴメガヤツリ

ミズヒキ
シシウド
ツルカノコソウ

ナワシロイチゴ
セキショウ
ヒメヒオウギズイセン

ダイコンソウ サイハイラン
ヒメレンゲ
スズメノカタビラ

オオタチツボスミレ アオキ
ヤマアイ マメヅタ
ヤマイタチシダ ジャノヒゲ

ヤマヤブソテツ ジュウモンジシダ
ミヤマイラクサ スイバ
ミヤマベニシダ マルバマンネングサ

マムシグサ オクノカンスゲ チャボガヤ ウラジロガシ
ミヤマハコベ フキ ヘクソカズラ イチヤクソウ
ミズタビラコ イワガラミ ハイイヌガヤ イイギリ

ジュウモンジシダ ナルコスゲ イワガラミ コカンスゲ
コバノタツナミ シャク サルトリイバラ トウゴクシダ
イノデ ユキノシタ サンカクヅル ゼンマイ

リョウメンシダ テンニンソウ ツルシキミ ヤブコウジ
シシガシラ コチャルメルソウ チマキザサ イワガラミ
ヨシノアザミ イワタバコ ヤブコウジ ハイイヌツゲ

イタドリ ニガキ ミヤマガマズミ ヤマモミジ
ウワバミソウ
ワサビ 草草本本層層((HH)) 草草本本層層((HH)) 草草本本層層((HH))

ドクダミ エゾエノキ ウラジロガシ シラキ
フキ ヤマブキ ヒサカキ ヤマウルシ
カンスゲ マユミ シキミ ミズキ

クジャクシダ キブシ ヤマボウシ タンナサワフタギ
イワタバコ ミツマタ ナナカマド カエデドコロ
シシウド マメヅタ ハイイヌガヤ オオモミジ

シャク ミヤマイボタ ムラサキシキブ ツクバネウツギ
ヨシ マタタビ シロダモ ウワミズザクラ
ヒメレンゲ ツリバナ カエデドコロ アカガシ

草草本本層層((HH)) イヌツゲ ヤダケ ヒサカキ
ナルコスゲ ウラジロガシ ヤブニッケイ ヤブムラサキ
コチャルメルソウ ヒメアオキ ヤブツバキ ノササゲ

ネザサ ウツギ チャボガヤ コハウチワカエデ
ケヤキ マグワ クロモジ ツルシキミ

コマユミ フジ リョウブ

シロダモ ヒサカキ 低低木木層層((SS)) ヤダケ
ツヤナシヤブソテツ アオキ アオキ チャボガヤ
マユミ ムラサキシキブ ツルシキミ ヤブニッケイ

ヒサカキ 低低木木層層((SS)) ヤマフジ スギ
ニガキ ヤブツバキ ナナカマド ハイイヌガヤ
ヤマブキ ハイイヌガヤ ヒメアオキ

ウラジロガシ フジ クマシデ
アオキ サルナシ エゾエノキ 低低木木層層((SS))
マグワ ヤマボウシ アオキ

キヅタ ヤブツバキ ウワミズザクラ
低低木木層層((SS)) コシアブラ イヌシデ リョウブ

ウツギ テイカカズラ コハウチワカエデ ハウチワカエデ

アワブキ 亜亜高高木木層層((TT22)) 亜亜高高木木層層((TT22)) ヤブツバキ
アカメガシワ ヤブツバキ シラキ コハウチワカエデ
ヤブツバキ シロダモ ソヨゴ ミヤマガマズミ

亜亜高高木木層層((TT22)) チドリノキ ミズナラ ウリハダカエデ
ケヤキ ノグルミ カスミザクラ
シラキ 亜亜高高木木層層((TT22))

ウラジロガシ ケヤキ ツブラジイ アカガシ
ケヤキ イヌシデ スギ ホオノキ

シロダモ コナラ クリ

高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11))

ナルコスゲ テンニンソウ ツルシキミ ヤブコウジ

ウラジロガシ ケヤキ ツブラジイ アカガシ

ケヤキ ヤブツバキ シラキ ヤブツバキ

ウツギ ヤブツバキ アオキ アオキ

46種 71種 36種 38種
平成26年5月16日 平成26年5月16日 平成26年9月5日 平成26年9月5日

N35°24′05″ E133°57′20″ N35°24′06″ E133°56′53″ N35°23′60″ E133°57′13″ N35°23′58″ E133°57′13″

ウラジロガシ ケヤキ ツブラジイ アカガシ
300m 220m 330m 340m

№51 №52 №53 №54
三徳川右岸（大石段直下） 三徳川右岸（畠谷神社対岸） 国立公園遊歩道① 国立公園遊歩道②

チヂミザサ
ミヤマシケシダ
ミヤマナルコユリ

シオデ
ウワバミソウ
シシウド

ヨシノアザミ
マツカゼソウ
ヌスビトハギ

キヅタ
ミヤマカタバミ
キバナアキギリ

アカショウマ
サイハイラン
トキワイカリソウ

アキチョウジ
クジャクシダ
イワガネゼンマイ

クルマバソウ
ソバナ
ヤマイヌワラビ

オクノカンスゲ
ミヤマイラクサ
イワタバコ

サカゲイノデ
イヌワラビ
アカソ

テンニンソウ
ギンバイソウ
ミゾシダ

コチャルメルソウ
アオイスミレ
ムカゴイラクサ

草草本本層層((HH))
リョウメンシダ
ジュウモンジシダ

ヤマブキ ホウチャクソウ
シロダモ

シラキ ミヤマイラクサ
ハイイヌツゲ ササクサ
ウツギ コタニワタリ

ハイイヌガヤ サカゲイノデ
チマキザサ ジュウモンジシダ
コマユミ シシウド

チドリノキ リョウメンシダ
ヤブツバキ ワサビ
チャボガヤ ギンバイソウ

低低木木層層((SS))
アオキ 草草本本層層((HH))
クロモジ シャク

サンショウ 低低木木層層((SS))
シラキ ウツギ

タニウツギ

ヤブツバキ シロダモ
チドリノキ スギ
ウラジロガシ

ケンポナシ
亜亜高高木木層層((TT22))

亜亜高高木木層層((TT22)) トチノキ

ケヤキ トチノキ
クマノミズキ ケヤキ
ヤマフジ ネムノキ

高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11))

リョウメンシダ シャク

ケヤキ トチノキ

ヤブツバキ トチノキ

アオキ ウツギ

54種 18種
平成25年9月26日 平成26年5月16日

N35°24′25″ E133°57′37″ N35°24′03″ E133°57′09″

ケヤキ トチノキ
370m 250m

№49 №50
海老谷③（滝付近） 三徳川左岸（垢離取川合流点）

表 43　三徳山及び小鹿渓地域における植生調査結果（9/11）
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調査地
項目

高 さ ・ 植 被 率
草本層の優先種・種数

高 さ ・ 植 被 率

高 さ ・ 植 被 率
低木層の優先種・種数

高木層の優先種・種数
高 さ ・ 植 被 率

亜高木層の優先種・種

林 分
海 抜
方 位 ・ 傾 斜
面 積
出 現 種 類
調 査 年 月 日

高高木木層層((TT11))

緯 度 ・ 経 度

亜亜高高木木層層((TT22))
低低木木層層((SS))
草草本本層層((HH))
のの植植生生

幹 周 (cm)

北 15° 北 20° 北 20° 北 20° 北 30° 北 30°
25m ×20m 15m ×25m 15m ×20m 15m ×20m 20m ×25m 20m ×20m

6種 4種 5種 4種 5種 4種
23m ・70% 22m ・60% 15m ・65% 27m ・50% 20m ・65% 20m ・80%

3種 7種 3種 6種 4種 4種
10m ・70% 9m ・40% 9m ・40% 10m ・30% 9m ・30% 8m ・30%

6種 5種 11種 8種 11種 15種
2.5m ・50% 2.5m ・50% 3m ・40% 3m ・60% 2m ・35% 2m ・45%

11種 11種 6種 11種 6種 15種
0.2m ・5% 0.2m ・30% 0.2m ・10% 0.3m ・20% 0.2m ・20% 0.3m ・20%

3･3 3･3 2･2 2･2 2･2 3･3
2･2 1･1 2･2 2･2 2･2 2･2
1･1 1･1 1･1 1･1 1･2 1･1
1･1 1･1 1･1 1･1 1･1 1･1
1･1 1･1 1･1
1･1

2･2 1･1 2･2
1･1 2･2 1･1 2･2 1･1

2･2 ＋ 1･1 1･1 1･1 ＋2
1･2 ＋ 1･1 1･1 1･1 ＋
1･1 ＋ ＋ 1･1

＋ ＋
＋ 2･2 2･2

3･3 2･2 2･2 1･2
2･2 1･2 3･3 1･2 1･2
＋2 2･2 1･1 1･1 1･2 1･2
＋2 2･2 ＋ 1･1 1･1 1･1
＋ 1･2 ＋ 1･1 ＋ 1･1
＋ 1･1 ＋ ＋ ＋ 1･1

＋ ＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋

1･2 ＋ ＋ ＋ ＋
＋2 2･2 ＋ ＋ ＋
＋2 1･1 ＋ ＋
＋2 ＋2 ＋2 ＋
＋2 ＋2 1･2 ＋2 ＋
＋ ＋2 ＋2 ＋2 2･2 ＋
＋ ＋2 ＋2 ＋ ＋
＋ ＋ ＋2 ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 1･2
＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 1･1
＋ ＋ ＋ ＋ 1･1

＋ ＋ ＋2
＋ ＋2
＋ ＋2

＋2
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋

カエデドコロ
ハクウンボク

アクシバ
ヒメアオキ
ジュウモンジシダ

クロモジ
タンナサワフタギ
ウワミズザクラ

イワガラミ
カシワバハグマ
ユキザサ

ソヨゴ タニイヌワラビ
ツルシキミ ミヤマイタチシダ

シシガシラ

ヤブコウジ
アクシバ 草草本本層層((HH))
ホンシャクナゲ ヤマソテツ

ウワミズザクラ
草草本本層層((HH)) ヒメアオキ

オオイワカガミ エゾユズリハ

ヤマウルシ コミネカエデ
タムシバ オオカメノキ
ツルシキミ リョウブ

アカガシ ナツツバキ
ウラジロガシ ハウチワカエデ
アクシバ アズキナシ

アセビ エゾアジサイ
ヒサカキ ブナ
スギ タンナサワフタギ

低低木木層層((SS)) チシマザサ
ホンシャクナゲ クロモジ
クロソヨゴ ハイイヌガヤ

ソヨゴ コシアブラ
リョウブ

低低木木層層((SS))

亜亜高高木木層層((TT22)) ブナ
イヌブナ マルバマンサク
ネジキ サルナシ

スギ コシアブラ
タムシバ

亜亜高高木木層層((TT22))

タカノツメ ブナ
ヤマグルマ ミズナラ
ネジキ ミズキ

高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11))

オオイワカガミ ヤマソテツ

タカノツメ ブナ

イヌブナ ブナ

ホンシャクナゲ チシマザサ

19種 31種
平成26年9月5日 平成26年9月9日

N35°23′42″ E133°57′18″ N35°23′10″ E133°57′48″

タカノツメ ブナ
520m 890m

№59 №60
国立公園遊歩道⑦ 国立公園遊歩道⑧

イワタバコ
テイカカズラ

ウラジロガシ ハイイヌツゲ ハイイヌガヤ イヌシダ
ハクウンボク イイギリ トラノオシダ

イヌシデ ヒメウツギ

ツクバネソウ チマキザサ コカンスゲ ミヤマイタチシダ
ミヤマナルコユリ ウラジロノキ ヤブコウジ シラキ
ヤマウルシ ハクウンボク ツルシキミ オクマワラビ

ハイイヌツゲ カンスゲ 草草本本層層((HH)) コカンスゲ
アクシバ ヤブコウジ オオイワカガミ ヤブコウジ
サルトリイバラ コカンスゲ ツルアリドオシ ツルアジサイ

ツルアリドオシ 草草本本層層((HH)) ミヤマガマズミ ホンシャクナゲ
ヤブコウジ オオイワカガミ スノキ
チマキザサ シシガシラ 草草本本層層((HH))

サルトリイバラ イヌブナ サカキ イヌブナ
サカキ ネジキ ハイイヌガヤ

草草本本層層((HH)) アカガシ シロダモ

ツルシキミ ヒサカキ ヤブツバキ ヤブツバキ
アクシバ アセビ ソヨゴ ヒメアオキ
エゾユズリハ ヤブツバキ エゾユズリハ シラキ

低低木木層層((SS)) サカキ ヒサカキ
アセビ ホンシャクナゲ 低低木木層層((SS))
ヒサカキ 低低木木層層((SS)) イヌブナ チャボガヤ

ソヨゴ アセビ ウラジロガシ ヤブツバキ
リョウブ コハウチワカエデ シラキ

シキミ 低低木木層層((SS)) フジ

ヤブツバキ 亜亜高高木木層層((TT22)) コハウチワカエデ
亜亜高高木木層層((TT22)) リョウブ ネジキ アワブキ
アオハダ ウラジロガシ タカノツメ イヌブナ

ミズナラ イヌブナ ウラジロノキ ウラジロガシ
アカシデ イヌブナ
イヌシデ 亜亜高高木木層層((TT22)) 亜亜高高木木層層((TT22))

アカガシ タムシバ タムシバ ケヤキ
ミズメ アカシデ タカノツメ イヌブナ
コナラ ウラジロノキ アオハダ トチノキ

高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11))

ツルアリドオシ オオイワカガミ オオイワカガミ コカンスゲ

アカガシ タムシバ タムシバ ケヤキ

アオハダ ヤブツバキ ネジキ コハウチワカエデ

アセビ ヒサカキ ヒサカキ チャボガヤ

24種 22種 22種 24種
平成26年9月5日 平成26年9月5日 平成26年9月5日 平成26年9月5日

N35°23′54″ E133°57′13″ N35°23′51″ E133°57′13″ N35°23′49″ E133°57′14″ N35°23′44″ E133°57′17″

アカガシ タムシバ タムシバ ケヤキ
375m 395m 410m 450m

№55 №56 №57 №58
国立公園遊歩道③ 国立公園遊歩道④ 国立公園遊歩道⑤ 国立公園遊歩道⑥

表 44　三徳山及び小鹿渓地域における植生調査結果（10/11）
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調査地
項目

高 さ ・ 植 被 率
草本層の優先種・種数

高 さ ・ 植 被 率

高 さ ・ 植 被 率
低木層の優先種・種数

高木層の優先種・種数
高 さ ・ 植 被 率

亜高木層の優先種・種

林 分
海 抜
方 位 ・ 傾 斜
面 積
出 現 種 類
調 査 年 月 日

高高木木層層((TT11))

緯 度 ・ 経 度

亜亜高高木木層層((TT22))
低低木木層層((SS))
草草本本層層((HH))
のの植植生生

幹 周 (cm)

北 15° 北 5° 北西 30° 北北西 15° 北北西 10° 北北西 10°
30m ×20m 25m ×25m 25m ×25m 40m ×40m 35m ×40m 30m ×35m

2種 5種 3種 4種 4種 6種
22m ・70% 22m ・80% 25m ・85% 15m ・60% 25m ・80% 25m ・85%

9種 8種 3種 8種 8種 6種
9m ・30% 10m ・30% 10m ・30% 5m ・20% 8m ・40% 8m ・40%

16種 11種 15種 9種 16種 14種
2.5m ・45% 2.5m ・40% 2.5m ・50% 1.5m ・30% 2.5m ・30% 2.5m ・15%

8種 14種 17種 24種 17種 13種
0.2m ・30% 0.2m ・10% 0.4m ・10% 0.4m ・45% 0.4m ・25% 0.4m ・25%

3･3 3･3 3･3 3･3 3･3
2･2 2･2 2･2 1･1 2･2

1･1 1･1 1･1 1･1
1･1 1･1 1･1

1･2 ＋
1･2 1･1
1･1 1･1 2･2 2･2
1･1 1･1 1･1 1･1 2･2
1･1 1･1 ＋ 1･1
＋ 1･1 ＋ 1･1
＋ 1･1 2･2 ＋ ＋
＋ 1･1 1･2 ＋ ＋
＋ 1･1 1･2 ＋ ＋

＋ 1･2 ＋ ＋
＋ 1･1

2･2 1･1
1･2 ＋2 2･2 1･2
1･2 2･3 ＋ 1･2 1･1
1･1 1･1 ＋ 1･1 1･1
1･1 1･1 ＋ 1･1 ＋2
1･1 1･1 ＋ 1･1 ＋2
1･1 ＋ ＋ ＋ ＋
1･1 ＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋
＋ ＋ 1･2 2･3 ＋
＋ 1･2 2･2 ＋
＋ ＋2 1･1 ＋
＋ 1･1 ＋2 1･1 ＋

＋2 ＋2 1･1 ＋
＋2 ＋2 ＋3

2･3 ＋2 ＋ ＋2
1･1 ＋ ＋ ＋2 1･1
1･1 ＋ ＋ ＋2 1･1
1･1 ＋ ＋ ＋2 ＋2
＋2 ＋ ＋ ＋2 ＋2
＋2 ＋ ＋ ＋2 ＋2
＋2 ＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋ ＋

＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋
＋ ＋ ＋ ＋

＋ ＋
＋ ＋
＋ ＋
＋ ＋
＋ ＋
＋ ＋
＋ ＋

ヒヨドリバナ ムカゴイラクサ
ミズタビラコ ミズヒキ
クサイチゴ コウモリカズラ

サカゲイノデ ササクサ
ヤマイタチシダ コタニワタリ
マムシグサ サカゲイノデ

チヂミザサ ゴトウヅル コケイラン
シライトソウ アカソ ミヤマイラクサ サカゲイノデ

シライトソウ ケヤキ イワガネゼンマイ

ツルアリドオシ クジャクシダ トチバニンジン シシウド
ミヤマナルコユリ ヤマアイ ミヤマフユイチゴ シラネセンキュウ
イタヤカエデ ミヤマキケマン テイカカズラ アケボノシュスラン
チゴユリ

ヒメレンゲ ジュウモンジシダ コチャルメルソウ
ブナ アケボノシュスラン オクノカンスゲ サイハイラン
カンスゲ ゴトウヅル シャク ニワトコ

ゼンマイ カンスゲ 草草本本層層((HH)) ミヤマイラクサ
アクシバ ナルコスゲ リョウメンシダ リョウメンシダ
ミヤマイタチシダ ジュウモンジシダ エノキグサ ジンジソウ
ミヤマガマズミ

ギンバイソウ コウモリカズラ
ツルシキミ ウワバミソウ ミツバアケビ 草草本本層層((HH))
カシワバハグマ カタヒバ イワタバコ

オオイワカガミ イワタバコ ヒメウツギ カラムシ
ヤマソテツ カラムシ ムラサキシキブ ミヤマキケマン
シシガシラ リョウメンシダ コシアブラ ユリワサビ
ユキザサ

ヒサカキ ニワトコ キブシ
アサクラザンショウ キヅタ

草草本本層層((HH)) 草草本本層層((HH)) ウリノキ ナツエビネ

ナナカマド イヌシデ オオモミジ ギンバイソウ
ウリハダカエデ ヤブツバキ ウラジロガシ シロダモ
ヤマツツジ アサクラザンショウ シロダモ ケヤキ
カエデドコロ

ウラジロ チドリノキ ハイイヌガヤ
ツリバナ ムラサキシキブ アオキ アオキ
ミヤマガマズミ シロダモ フサザクラ ボタンネコノメソウ

チシマザサ 低低木木層層((SS)) 低低木木層層((SS)) 低低木木層層((SS))
アクシバ アオキ ハイイヌガヤ ウワバミソウ
オオカネメキ カラムシ チャボガヤ ウラジロ
ヒノキ

チドリノキ オオモミジ テイカカズラ
エゾアジサイ シラキ シシンラン クマシデ
ハウチワカエデ

低低木木層層((SS)) シロダモ エゾエノキ ヤブツバキ
クロモジ サルトリイバラ ウラジロガシ エゾエノキ
コミネカエデ イイギリ ヤブツバキ チドリノキ
ハイイヌガヤ

オオモミジ フサザクラ
ブナ ヤブツバキ チドリノキ 亜亜高高木木層層((TT22))

ミズキ シロダモ ウラジロガシ

イイギリ サワグルミ オククルマムグラ
亜亜高高木木層層((TT22)) サンショウ
イタヤカエデ 亜亜高高木木層層((TT22)) 亜亜高高木木層層((TT22)) シラキ
ホオノキ

ウラジロガシ エゾエノキ トチノキ
ホオノキ ケヤキ オニイタヤ サワグルミ
イヌシデ サワグルミ スギ オクノカンスゲ

高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11))
ブナ

オオイワカガミ カラムシ リョウメンシダ イワタバコ

ウラジロガシ エゾエノキ トチノキ

イタヤカエデ オオモミジ フサザクラ ウラジロガシ

クロモジ アオキ ハイイヌガヤ ウワバミソウ

32種 41種 38種 39種
平成26年9月9日 平成26年11月14日 平成26年11月14日 平成26年11月14日

N35°23′11″ E133°57′48″ 欠 測 欠 測 欠 測

ブナ

ブナ ウラジロガシ エゾエノキ トチノキ
880m 345m 395m 420m

№63 №64 №65 №66
国立公園遊歩道⑪ 樋口谷⑤ 樋口谷⑥ 樋口谷⑦

ヤブコウジ
ミヤマイタチシダ

ブナ ユキザサ
コシノカンアオイ ウワミズザクラ

ミヤマベニシダ

タムシバ ブナ
アクシバ タンナサワフタギ
スノキ コハウチワカエデ

オオイワカガミ ツタウルシ
コカンスゲ ナツエビネ
ミヤマナルコユリ タムシバ

アズキナシ ウリハダカエデ
ハイイヌツゲ

草草本本層層((HH)) イワガラミ

コシアブラ オオカメノキ
タンナサワフタギ
ヤマツツジ 草草本本層層((HH))

フジ リョウブ
ナツツバキ ツルシキミ
ヤマウルシ サルナシ

ブナ ヒメモチ
ユキグニミツバツツジ タムシバ
ミヤマガマズミ エゾアジサイ

クロモジ ハウチワカエデ
リョウブ コシアブラ
ハウチワカエデ エゾユズリハ

チシマザサ
オオカメノキ 低低木木層層((SS))
ホツツジ クロモジ

ミズメ ハウチワカエデ
コハウチワカエデ

低低木木層層((SS)) サルナシ

ナナカマド ナツツバキ
コハウチワカエデ ミズナラ
クマシデ リョウブ

アズキナシ 亜亜高高木木層層((TT22))
コシアブラ ブナ
ブナ イヌシデ

亜亜高高木木層層((TT22)) イヌシデ
ネジキ ヤマフジ
マルバマンサク

ブナ ブナ
ミズナラ アカマツ

ミズナラ

高高木木層層((TT11)) 高高木木層層((TT11))

オオイワカガミ ウリハダカエデ

ブナ ブナ

ネジキ ブナ

チシマザサ クロモジ

30種 29種
平成26年9月9日 平成26年9月9日

N35°23′16″ E133°57′41″ N35°23′18″ E133°57′26″

ブナ ブナ
850m 845m

№61 №62
国立公園遊歩道⑨ 国立公園遊歩道⑩

表 45　三徳山及び小鹿渓地域における植生調査結果（11/11）
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昭和９年指定分

大字 字 官報
地番

枝
番

官報
地番

枝
番

門前 本田 606
門前 本田 612 1
門前 妙見 615
門前 妙見 625
門前 妙見 627 1
門前 妙見 628
門前 妙見 自 631 1 至 631 3
門前 妙見頭 650 1
門前 妙見頭 650 2
門前 妙見頭 自 651 至 669
門前 成ル 671
門前 成ル 676
門前 成ル 677
門前 成ル 685 1
門前 成ル 690
門前 成ル 自 692 至 694
門前 成ル 696
門前 成ル 703
門前 鑢鞴邸頭 自 790 至 792
門前 鑢鞴邸頭 793 1
門前 鑢鞴邸頭 793 2
門前 鑢鞴邸頭 自 794 至 811
門前 鑢鞴邸頭 812 1
門前 鑢鞴邸頭 812 2
門前 鑢鞴邸頭 自 813 至 815
門前 成谷 自 816 至 824
門前 神代頭 自 826 至 833
門前 成空頭 自 834 至 840
門前 成空頭 自 841 1 至 841 3
門前 成空頭 842
門前 成空頭 843 1
門前 成空頭 843 2
門前 成空頭 自 844 至 846
門前 中畑 869 2
門前 中畑 871
門前 中畑 872
門前 中畑 884
門前 中畑 886
門前 中畑 889
門前 美徳谷 898 1
門前 美徳谷 899 1
門前 美徳谷 900
門前 美徳谷 904
門前 美徳谷 924
門前 美徳谷 926 1

大字 字 官報
地番

枝
番

官報
地番

枝
番

門前 美徳谷 929
門前 馬洗淵 自 930 至 937
門前 海老谷頭 自 938 至 940
門前 海老谷頭 自 943 至 947
門前 観音院 979
門前 観音院 980 1
門前 観音院 980 2
門前 観音院 982
門前 観音院 983
門前 観音院 自 985 至 987
門前 妙光 989 1
門前 妙光 989 3
門前 妙光 995
門前 妙光 1006 正善院境内
門前 妙光 1007 正善院境内
門前 妙光 1002 皆成院境内
門前 美徳頭 1010 三佛寺境内

門前 三徳 国有林七林班自い小班至に
小班

門前 美徳 1012 三佛寺境内
門前 美徳 1014 三佛寺境内
門前 美徳 1013 正善院境内
門前 美徳 1027 正善院境内
門前 美徳 1016 皆成院境内
門前 美徳 1017 輪光院境内
門前 美徳 1033
門前 美徳 1033 2
門前 美徳 1034
門前 美徳 1034 2
門前 蜜坊 1042
門前 蜜坊 1043 3
門前 蜜坊 1044
門前 蜜坊 1045
門前 蜜坊 1047
門前 蜜坊 1049
門前 九曜頭 自 1094 至 1110
門前 九曜頭 自 1115 至 1120
門前 九曜頭 1120 1
門前 馬口岩 1125
門前 馬口岩 1127
門前 馬口岩 1130
門前 馬口岩 1132
門前 馬口岩 1133 1
門前 大瀬丸頭 1155
門前 大瀬丸頭 1156 1

表 46　名勝及び史跡三徳山指定地一覧（１）
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大字 字 官報
地番

枝
番

官報
地番

枝
番

門前 大瀬丸頭 1157 1
門前 大瀬丸頭 1157 3
門前 大瀬丸頭 自 1158 至 1170
門前 大瀬丸頭 1171 1
門前 大瀬丸頭 1171 2
門前 大瀬丸頭 自 1172 至 1182
門前 杉ノ原 1187 2
門前 杉ノ原 1189 3
門前 杉ノ原 1196
門前 杉ノ原 1197 5
門前 杉ノ原 1198 1
門前 上牛王谷 1212
門前 上牛王谷 1213
門前 上牛王谷 1218
門前 上牛王谷 1219
門前 上牛王谷 1221
門前 上牛王谷 1223
門前 上牛王谷 1224
門前 上牛王谷 1226
門前 上牛王谷 1227
門前 上牛王谷 1230
門前 上牛王谷 1231
門前 籏谷頭 自 1258 至 1269
門前 籏谷頭 自 1271 至 1273
門前 中牛王谷 自 1289 至 1291
門前 中牛王谷 1295 1
門前 中牛王谷 1299
門前 中牛王谷 1304
門前 中牛王谷 1305
門前 中牛王谷 1308 3
門前 中牛王谷 1310
門前 大谷頭 1381
門前 大谷頭 1382 1
門前 大谷頭 1382 2
門前 大谷頭 自 1383 至 1396
門前 大谷頭 1401
門前 大谷頭 自 1404 至 1413
門前 大谷頭 自 1415 至 1420
門前 大谷頭 1421 1
門前 大谷頭 1422 1
門前 大谷頭 1423
門前 大谷頭 1424 1
門前 大石 1426
門前 大石 1429
門前 大石 1432

大字 字 官報
地番

枝
番

官報
地番

枝
番

門前 大石 1440
門前 大石 1444 1
門前 大石 1446 2
門前 大石 1446 3
門前 大石 1446 5
門前 市瀬頭 自 1451 至 1453
門前 市瀬頭 1454 1
門前 市瀬頭 1454 2
門前 市瀬頭 1455
門前 宇田谷 1466
門前 宇田谷 1467
門前 宇田谷 1469
門前 宇田谷 1470
門前 宇田谷 1492
門前 宇田谷 1496
門前 宇田谷 1498 2
門前 宇田谷 1498 3
門前 宇田谷頭 1510 1
門前 馬場頭 1516
門前 馬場 1532 1
門前 馬場 1532 2
門前 馬場 1536 1
門前 馬場 1538
門前 馬場 1539 1
門前 馬場 1549 1
門前 馬場 1555
門前 馬場 1558
門前 馬場 1559
門前 馬場 1561
門前 馬場 1562
門前 馬場 1567
門前 馬場 1568
門前 馬場 1570
門前 馬場 自 1572 至 1574
右地域内ニ介在スル道路敷及河川敷
※大字「門前」は、現在の大字「三徳」である。

表 47　名勝及び史跡三徳山指定地一覧（２）
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平成30年追加指定分

平成31年追加指定分

令和３年追加指定分

大字 字 官報
地番

枝
番

官報
地番

枝
番

三徳 大瀬丸 1135
三徳 大瀬丸 1136
三徳 大瀬丸 1138
三徳 大瀬丸 1139
三徳 大瀬丸 1140
三徳 大瀬丸 1141
三徳 大瀬丸 1142
三徳 大瀬丸 1143
三徳 大瀬丸 1144
三徳 大瀬丸 1145
三徳 大瀬丸 1146
三徳 大瀬丸 1147
三徳 大瀬丸 1148
三徳 大瀬丸 1149
三徳 大瀬丸 1150
三徳 大瀬丸 1151
三徳 大瀬丸 1152
三徳 大瀬丸 1153
三徳 大瀬丸 1154
三徳 大瀬丸頭 1156 2
右の地域に介在する道路敷、鳥取県東伯郡三朝
町大字三徳字大瀬丸 1136 番に南接し同字大瀬
丸 1139 番と同字大瀬丸 1151 番に挟まれるまで
の水路敷、同字大瀬丸 1144 番に南接し同字大
瀬丸 1153 番と同字大瀬丸頭 1157 番４に挟まれ
るまでの水路敷、同字大瀬丸 1138 番と同字美
徳頭 1011 番１に挟まれ同字大瀬丸 1153 番と同
字美徳頭 1011 番１に挟まれるまでの水路敷を
含む。

大字 字 官報
地番

枝
番

官報
地番

枝
番

三徳 美徳谷 926 2
三徳 美徳谷 927 2
右の地域に介在する道路敷、鳥取県東伯郡三朝
町大字三徳字美徳谷 912 番と同字美徳谷 917 番
に挟まれ同字美徳谷 914 番と同字美徳頭 1011
番１に挟まれるまでの道路敷、同字美徳谷 912
番と同字美徳頭 1011 番１に挟まれる道路敷、
右の地域に介在する水路敷、同字美徳谷 905 番
１と同字美徳谷 922 番に挟まれ同字美徳谷 910
番と同字美徳谷 912 番に挟まれるまでの水路
敷、同字美徳谷 916 番と同字美徳頭 1011 番１
に挟まれ同字美徳谷 927 番２に西接するまでの
水路敷を含む。

大字 字 官報
地番

枝
番

官報
地番

枝
番

三徳 美徳 1015 1
三徳 美徳 1028

鳥取県東伯郡三朝町大字三徳字妙光 992 番４と
同字妙光 992 番７に挟まれる道路敷、同字妙光
998 番と同字妙光 1002 番 2 に挟まれる道路敷、
同字妙光 998 番と同字妙光 1002 番 2 に挟まれ
る道路敷に南接し同字妙光 1000 番と同字美徳
1014 番に挟まれるまでの道路敷、同字妙光 999
番１に南接し、同字美徳 1015 番１と同字美徳
1015 番２に挟まれるまでの道路敷、同字三徳
字美徳頭 1011 番１と同字美徳 1027 番に挟ま
れ、同字美徳 1024 番と同字美徳 1026 番に挟ま
れるまでの道路敷、同字美徳 1015 番１に南接
し同字美徳頭 1011 番１と同字美徳 1027 番に挟
まれ同字美徳 1024 番と同字美徳 1026 番に挟ま
れるまでの道路敷に東接するまでの道路敷、同
字美徳 1018 番に西接し同字美徳 1019 番と同字
美徳 1020 番に東接する水路敷に挟まれるまで
の道路敷、同字美徳 1027 番に東接する道路敷、
同字蜜坊 1036 番と同字蜜坊 1037 番２に挟まれ
同字蜜坊 1037 番２と同字蜜坊 1038 番１に挟ま
れるまでの道路敷のうち実測 108.32 平方メー
トル、同字美徳頭 1011 番 1 と同字美徳 1020 番
に挟まれ同字美徳 1027 番に東接する道路敷に
東接する無番地に東接するまでの水路敷、同字
美徳 1032 番に西接する水路敷を含む。

大字 字 官報
地番

枝
番

官報
地番

枝
番

三徳 美徳谷 905 1
三徳 美徳谷 907
三徳 美徳谷 910
三徳 美徳谷 912
三徳 美徳谷 913
三徳 美徳谷 914
三徳 美徳谷 915
三徳 美徳谷 916
三徳 美徳谷 917
三徳 美徳谷 922
三徳 美徳谷 923 1

表 48　名勝及び史跡三徳山指定地一覧（３）
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昭和12年指定分
大
字 字 官報

地番
枝
番

官報
地番

枝
番

神
倉

山伏瀧 ９林班ほ小班内 16 町歩
山伏瀧 12 林班い小班
丹戸 16 林班ろ小班
丹戸 112
丹戸 113
丹戸 114 1
丹戸 119 3
丹戸 自 120 4 至 120 6
丹戸 122 3
丹戸 124 3
那倉 1180
那倉 1181
木長 658 1
木長 658 2
木長 658 6
木長 659 1
木長 659 2
木長 660 2
木長 665
木長 666
木長 667 1
木長 667 2
良ノ谷 657
谷河内 自 634 1 至 634 4
谷河内 635
谷河内 638
谷河内 639
谷河内 640
谷河内 642
谷河内 646
樵夫谷 自 540 至 542
樵夫谷 536
稗畑 517 2
稗畑 532
稗畑 533
稗畑谷 513
稗畑谷 514
木長谷 自 700 1 至 700 3
木長谷 701
塔ノ本 702 1
塔ノ本 702 2
塔ノ本 716
塔ノ本 717 1
塔ノ本 719 1
塔ノ本 719 2
塔ノ本 720
左衛門畑 自 727 至 730
左衛門畑 743 1
左衛門畑 743 2
左衛門畑 744
家廻 882

大
字 字 官報

地番
枝
番

官報
地番

枝
番

神
倉

家廻 883
家廻 913
家廻 914
河原畑 968
河原畑 969
河原畑 970 1
河原畑 自 977 1 至 977 3
河原畑 978
河原畑 980 1
河原畑 982 1
河原畑 983 1
向山 438
向山 439 1
向山 439 2
向山 自 441 至 443
向山 455
向山 456
坂根 自 417 至 422
坂根 424
坂根平 411
坂根平 412
山垣 1101 1
山垣 1101 3
山垣 自 1102 至 1105
臺ヶ坂 1109
臺ヶ坂 1118
臺ヶ坂 1119
臺ヶ坂 1120 1
臺ヶ坂 1120 2
臺ヶ坂 1120 4
臺ヶ坂 1121
臺ヶ坂 1122
臺ヶ坂 自 1124 至 1128
臺ヶ坂 自 1131 至 1133
臺ヶ坂 1134 1
臺ヶ坂 1134 2
養ノ谷 166 1
養ノ谷 166 3
養ノ谷 166 5
養ノ谷 166 6
養ノ谷 169 5
養ノ谷 181 1
養ノ谷 182 1
養ノ谷 183
養ノ谷 185
養ノ谷頭 164 3
養ノ谷頭 165 3
宿谷口 3
宿谷口 4 3
宿谷口 5
後口山 1173

大
字 字 官報

地番
枝
番

官報
地番

枝
番

中
津

尼子 12 林班ろ小班内１町２
段歩

尼子 12 林班ほ小班
尼子 12 林班へ小班
西津井谷 783 1
津井谷 自 785 至 789
津井谷 自 791 1 至 791 3
津井谷 自 792 至 794
市ノカヤ 自 798 1 至 798 3
市ノカヤ 799
市ノカヤ 自 806 至 811
ワサミ谷 766
チヤン原 自 741 至 743
チヤン原 746
チヤン原 自 749 1 至 749 4
チヤン原 750
チヤン原 自 758 至 760
京野 248
京野 249
京野 257
京野 258
京野 269
京野 自 270 至 272
城江谷 727 1
城江谷 727 2
城江谷 732
城江谷 735
城江谷 736
城江谷 738
城江谷 740
西河内 274
西河内 275
西河内 自 295 至 299
西河内 303
西河内 304
西河内 311
家廻 646
家廻 648 1
家廻 648 2
家廻 自 649 至 656
家廻 661
家廻 662
家廻 684 1
家廻 685

右地域内ニ介在スル道路敷及河川敷
但國有林内軌道敷見込區域６段７畝
歩ヲ除ク

表 49　名勝小鹿渓指定地一覧
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第 30 図　便益施設位置図（三徳山）
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第 31 図　便益施設位置図（小鹿渓）
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指定区分 名称 員数 指定日 区分 指定区分 名称 員数 指定日 区分
名勝及び
史跡

三徳山 昭和 9年
7月 7日

記念物 町指定�
有形文化財

中津の普賢堂 1棟 昭和 63 年
10 月 1日

有形
文化財

名勝 小鹿渓 昭和 12 年
12 月 8日

記念物 町指定�
有形文化財

写経 11 巻 昭和 50 年
6月 11 日

有形
文化財

国宝 三佛寺奥院（投入
堂）

1棟 明治 37 年
2月 18 日

有形
文化財

町指定�
有形文化財

男神座像 1躯 昭和 63 年
10 月 1日

有形
文化財

　（附） 愛染堂 1棟 明治 37 年
2月 18 日

町指定�
有形文化財

女神座像 1躯 昭和 63 年
10 月 1日

有形
文化財

　（附） 棟札 1枚 昭和 27 年
3月 29 日

町指定�
有形文化財

三佛寺本堂俳諧額 1面 昭和 63 年
10 月 1日

有形
文化財

　（附） 古材 43 点 昭和 52 年
6月 27 日

町指定�
有形文化財

宮本包則刀剣 1振 昭和 63 年
10 月 1日

有形
文化財

重要文化財 三佛寺納経堂 1棟 明治 37 年
2月 18 日

有形
文化財

町指定�
有形文化財

唐櫃 1合 平成 24 年
2月 1日

有形
文化財

重要文化財 三佛寺地蔵堂 1棟 明治 37 年
2月 18 日

有形
文化財

町指定�
有形文化財

白磁香炉 1口 平成 24 年
2月 1日

有形
文化財

重要文化財 三佛寺文殊堂 1棟 明治 37 年
2月 18 日

有形
文化財

町指定�
有形文化財

参籠札 1枚 平成 24 年
2月 1日

有形
文化財

重要文化財 銅鏡 1面 明治 37 年
2月 18 日

有形文
化財

町指定�
有形文化財

多聞天像　邪鬼 1躯 平成 25 年
2月 1日

有形
文化財

重要文化財 木造蔵王権現立像�
（奥之院安置）

1躯 明治 37 年
2月 18 日

有形
文化財

町指定�
有形文化財

持国天像　邪鬼 1躯 平成 25 年
2月 1日

有形
文化財

重要文化財 木造聖観音立像�
〈／（観音堂安置）〉

1躯 大正 9年
4月 15 日

有形
文化財

町指定�
有形文化財

子守権現甲冑騎馬像 1躯 平成 26 年
1月 23 日

有形
文化財

重要文化財 木造蔵王権現立像 7躯 大正 9年
4月 15 日

有形
文化財

町指定�
有形文化財

勝手権現騎馬像 1躯 平成 26 年
1月 23 日

有形
文化財

県指定�
保護文化財

三徳山三佛寺建造
物群 (不動堂、元
結掛堂、観音堂、
鐘楼堂、十一面観
音堂〔野際稲荷〕、
本堂 )

6 棟 平成 14 年
12 月 20 日

有形
文化財

町指定無形�
民俗文化財

三徳山御幸行列 平成 23 年
3月 22 日

無形民
俗文化
財

県指定�
保護文化財

木造狛犬 1対 昭和 62 年
12 月 25 日

有形
文化財

県指定�
保護文化財

銅像誕生釈迦仏立像 1躯 平成 7年
4月 21 日

有形
文化財

県指定�
保護文化財

木造狛犬（阿形） 1躯 平成 21 年
9月 29 日

有形
文化財

県指定�
保護文化財

木造阿弥陀如来立像 1躯 平成 23 年
3月 22 日

有形
文化財

県指定名勝 正善院庭園 平成 17 年
11 月 29 日

記念物

民話 物語の概要
三徳山と大山の背くらべ 　三徳山と大山の兄弟山が背くらべをしたところ三徳山の方が高く、「これは大変だ」と

思った大山が博労座の牛馬市の終わったとことに積み上げられた古わらじを頂上に継ぎ
足して三徳山より高くなりました。それでも不安な大山は、大きな鋤をもってきて三徳山
が昼寝をしている間に頂上の土をごっそりすくって逃げ出します。土を取り返そうとす
る三徳山に追いかけられ大あわての大山が、途中で落とした岩のかけらが長瀬の石山に、
土がこぼれて丘になったものが江北の天神山に、三徳山から逃げ切るために土を残らず
捨てたところが茶臼山になり、最後には三徳山もあきらめたため、三徳山はそのまま頂
上が平らな山になってしまったのだといわれています。

弥六渕の話 　渕の主である大蜘蛛の妖怪に母の命を奪われた弥六は妖怪退治を決意します。神倉
の村人たちに相談をしますが話にのってくれる者はおらず、村の氏神の社前に額づい
て妖怪を退治したい決意を述べて神助を願います。すると「命にかけて退治するとい
うなら助けをやろう、後悔しないかよく考えて返事をせよ。」と告げられ、弥六が「退
治することができるなら私の身も命もどうなってもかまいません。」と答えると、弥六
の体はたくましい大蛙になっていました。その後、大蛙となって妖怪を退治したもの
の、人間ではなくなった弥六は巌峰山に登り石になったといいます。そして弥六のいい
なづけであった ” おたつ ” もまた、石となった弥六にすがって泣いているうちに大蛇と
なって巻きついており、最後はその傍らでとぐろを巻いて死んでしまったといいます。�
　なお、この岩は蛙岩、妖怪のいた渕は弥六の名前をとって弥六渕と呼ばれています。

（「続三朝町誌　ふるさと物語」昭和43年11月1日発刊）

表 50　計画対象範囲内に所在する指定文化財

表 51　三徳山・小鹿渓にまつわる民話



文化財保護法

第一章　総則
（この法律の目的）
第�一条　この法律は、文化財を保存
し、且つ、その活用を図り、もつ
て国民の文化的向上に資するとと
もに、世界文化の進歩に貢献する
ことを目的とする。

（政府及び地方公共団体の任務）
第�三条　政府及び地方公共団体は、
文化財がわが国の歴史、文化等の
正しい理解のため欠くことのでき
ないものであり、且つ、将来の文
化の向上発展の基礎をなすもので
あることを認識し、その保存が適
切に行われるように、周到の注意
をもつてこの法律の趣旨の徹底に
努めなければならない。

（国民、所有者等の心構）
第�四条　一般国民は、政府及び地方
公共団体がこの法律の目的を達成
するために行う措置に誠実に協力
しなければならない。

２�　文化財の所有者その他の関係者
は、文化財が貴重な国民的財産で
あることを自覚し、これを公共の
ために大切に保存するとともに、
できるだけこれを公開する等その
文化的活用に努めなければならな
い。

３�　政府及び地方公共団体は、この
法律の執行に当つて関係者の所有
権その他の財産権を尊重しなけれ
ばならない。

第三章　有形文化財
（管理方法の指示）
第�三十条　文化庁長官は、重要文化
財の所有者に対し、重要文化財の
管理に関し必要な指示をすること
ができる。

（所有者の管理義務及び管理責任者）
第�三十一条　重要文化財の所有者
は、この法律並びにこれに基いて
発する文部科学省令及び文化庁長
官の指示に従い、重要文化財を管
理しなければならない。

２�　重要文化財の所有者は、当該重
要文化財の適切な管理のため必要
があるときは、第百九十二条の二
第一項に規定する文化財保存活用
支援団体その他の適当な者を専ら
自己に代わり当該重要文化財の管
理の責めに任ずべき者（以下この
節及び第百八十七条第一項第一号
において「管理責任者」という。）
に選任することができる。

３�　前項の規定により管理責任者を

選任したときは、重要文化財の所
有者は、文部科学省令の定める事
項を記載した書面をもつて、当該
管理責任者と連署の上二十日以内
に文化庁長官に届け出なければな
らない。管理責任者を解任した場
合も同様とする。

４�　管理責任者には、前条及び第一
項の規定を準用する。

（所有者又は管理責任者の変更）
第�三十二条　重要文化財の所有者が
変更したときは、新所有者は、文
部科学省令の定める事項を記載し
た書面をもつて、且つ、旧所有者
に対し交付された指定書を添え
て、二十日以内に文化庁長官に届
け出なければならない。

２�　重要文化財の所有者は、管理責
任者を変更したときは、文部科学
省令の定める事項を記載した書面
をもつて、新管理責任者と連署の
上二十日以内に文化庁長官に届け
出なければならない。この場合に
は、前条第三項の規定は、適用し
ない。

３�　重要文化財の所有者又は管理責
任者は、その氏名若しくは名称又
は住所を変更したときは、文部科
学省令の定める事項を記載した書
面をもつて、二十日以内に文化庁
長官に届け出なければならない。
氏名若しくは名称又は住所の変更
が重要文化財の所有者に係るとき
は、届出の際指定書を添えなけれ
ばならない。

（管理団体による管理）
第�三十二条の二　重要文化財につ
き、所有者が判明しない場合又は
所有者若しくは管理責任者による
管理が著しく困難若しくは不適
当であると明らかに認められる場
合には、文化庁長官は、適当な地
方公共団体その他の法人を指定し
て、当該重要文化財の保存のため
必要な管理（当該重要文化財の保
存のため必要な施設、設備その他
の物件で当該重要文化財の所有者
の所有又は管理に属するものの管
理を含む。）を行わせることがで
きる。

２�　前項の規定による指定をするに
は、文化庁長官は、あらかじめ、
当該重要文化財の所有者（所有者
が判明しない場合を除く。）及び
権原に基く占有者並びに指定しよ
うとする地方公共団体その他の法
人の同意を得なければならない。

３�　第一項の規定による指定は、そ
の旨を官報で告示するとともに、
前項に規定する所有者、占有者及

び地方公共団体その他の法人に通
知してする。

４�　第一項の規定による指定には、
第二十八条第二項の規定を準用す
る。

５�　重要文化財の所有者又は占有者
は、正当な理由がなくて、第一項
の規定による指定を受けた地方公
共団体その他の法人（以下この節
及び第百八十七条第一項第一号に
おいて「管理団体」という。）が
行う管理又はその管理のため必要
な措置を拒み、妨げ、又は忌避し
てはならない。

６�　管理団体には、第三十条及び第
三十一条第一項の規定を準用す
る。

（滅失、き損等）
第�三十三条　重要文化財の全部又は
一部が滅失し、若しくはき損し、
又はこれを亡失し、若しくは盗み
取られたときは、所有者（管理責
任者又は管理団体がある場合は、
その者）は、文部科学省令の定め
る事項を記載した書面をもつて、
その事実を知つた日から十日以内
に文化庁長官に届け出なければな
らない。

（所在の変更）
第�三十四条　重要文化財の所在の場
所を変更しようとするときは、重
要文化財の所有者（管理責任者又
は管理団体がある場合は、その者）
は、文部科学省令の定める事項を
記載した書面をもつて、且つ、指
定書を添えて、所在の場所を変更
しようとする日の二十日前までに
文化庁長官に届け出なければなら
ない。但し、文部科学省令の定め
る場合には、届出を要せず、若し
くは届出の際指定書の添附を要せ
ず、又は文部科学省令の定めると
ころにより所在の場所を変更した
後届け出ることをもつて足りる。

（管理又は修理の補助）
第�三十五条　重要文化財の管理又は
修理につき多額の経費を要し、重
要文化財の所有者又は管理団体が
その負担に堪えない場合その他特
別の事情がある場合には、政府
は、その経費の一部に充てさせる
ため、重要文化財の所有者又は管
理団体に対し補助金を交付するこ
とができる。

２�　前項の補助金を交付する場合に
は、文化庁長官は、その補助の条
件として管理又は修理に関し必要
な事項を指示することができる。

３�　文化庁長官は、必要があると認
めるときは、第一項の補助金を交
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付する重要文化財の管理又は修理
について指揮監督することができ
る。

（管理に関する命令又は勧告）
第�三十六条　重要文化財を管理する
者が不適任なため又は管理が適当
でないため重要文化財が滅失し、
き損し、又は盗み取られる虞があ
ると認めるときは、文化庁長官は、
所有者、管理責任者又は管理団体
に対し、重要文化財の管理をする
者の選任又は変更、管理方法の改
善、防火施設その他の保存施設の
設置その他管理に関し必要な措置
を命じ、又は勧告することができ
る。

２�　前項の規定による命令又は勧告
に基いてする措置のために要する
費用は、文部科学省令の定めると
ころにより、その全部又は一部を
国庫の負担とすることができる。

３�　前項の規定により国庫が費用の
全部又は一部を負担する場合に
は、前条第三項の規定を準用する。

（修理に関する命令又は勧告）
第�三十七条　文化庁長官は、国宝が
き損している場合において、その
保存のため必要があると認めると
きは、所有者又は管理団体に対し、
その修理について必要な命令又は
勧告をすることができる。

２�　文化庁長官は、国宝以外の重要
文化財がき損している場合におい
て、その保存のため必要があると
認めるときは、所有者又は管理団
体に対し、その修理について必要
な勧告をすることができる。

３�　前二項の規定による命令又は勧
告に基いてする修理のために要す
る費用は、文部科学省令の定める
ところにより、その全部又は一部
を国庫の負担とすることができ
る。

４�　前項の規定により国庫が費用の
全部又は一部を負担する場合に
は、第三十五条第三項の規定を準
用する。

（補助等に係る重要文化財譲渡の場
合の納付金）
第�四十二条　国が修理又は滅失、き
損若しくは盗難の防止の措置（以
下この条において、「修理等」と
いう。）につき第三十五条第一項
の規定により補助金を交付し、又
は第三十六条第二項、第三十七条
第三項若しくは第四十条第一項の
規定により費用を負担した重要文
化財のその当時における所有者又
はその相続人、受遺者若しくは受
贈者（第二次以下の相続人、受遺

者又は受贈者を含む。以下この条
において同じ。）（以下この条にお
いて、「所有者等」という。）は、
補助又は費用負担に係る修理等が
行われた後当該重要文化財を有償
で譲り渡した場合においては、当
該補助金又は負担金の額（第四十
条第一項の規定による負担金につ
いては、同条第二項の規定により
所有者から徴収した部分を控除し
た額をいう。以下この条において
同じ。）の合計額から当該修理等
が行われた後重要文化財の修理等
のため自己の費した金額を控除し
て得た金額（以下この条において、
「納付金額」という。）を、文部科
学省令の定めるところにより国庫
に納付しなければならない。

２�　前項に規定する「補助金又は負
担金の額」とは、補助金又は負担
金の額を、補助又は費用負担に係
る修理等を施した重要文化財又は
その部分につき文化庁長官が個別
的に定める耐用年数で除して得た
金額に、更に当該耐用年数から修
理等を行つた時以後重要文化財の
譲渡の時までの年数を控除した残
余の年数（一年に満たない部分が
あるときは、これを切り捨てる。）
を乗じて得た金額に相当する金額
とする。

３�　補助又は費用負担に係る修理等
が行われた後、当該重要文化財が
所有者等の責に帰することのでき
ない事由により著しくその価値を
減じた場合又は当該重要文化財を
国に譲り渡した場合には、文化庁
長官は、納付金額の全部又は一部
の納付を免除することができる。

４�　文化庁長官の指定する期限まで
に納付金額を完納しないときは、
国税滞納処分の例により、これを
徴収することができる。この場合
における徴収金の先取特権の順位
は、国税及び地方税に次ぐものと
する。

５�　納付金額を納付する者が相続
人、受遺者又は受贈者であるとき
は、第一号に定める相続税額又は
贈与税額と第二号に定める額との
差額に相当する金額を第三号に定
める年数で除して得た金額に第四
号に定める年数を乗じて得た金額
をその者が納付すべき納付金額か
ら��控除するものとする。

　一�　当該重要文化財の取得につき
その者が納付した、又は納付す
べき相続税額又は贈与税額

　二�　前号の相続税額又は贈与税額
の計算の基礎となつた課税価格

に算入された当該重要文化財又
はその部分につき当該相続、遺
贈又は贈与の時までに行つた修
理等に係る第一項の補助金又は
負担金の額の合計額を当該課税
価格から控除して得た金額を課
税価格として計算した場合に当
該重要文化財又はその部分につ
き納付すべきこととなる相続税
額又は贈与税額に相当する額

　三�　第二項の規定により当該重要
文化財又はその部分につき文化
庁長官が定めた耐用年数から当
該重要文化財又はその部分の修
理等を行つた時以後当該重要文
化財の相続、遺贈又は贈与の時
までの年数を控除した残余の年
数（一年に満たない部分がある
ときは、これを切り捨てる。）

　四�　第二項に規定する当該重要文
化財又はその部分についての残
余の耐用年数

６�　前項第二号に掲げる第一項の補
助金又は負担金の額については、
第二項の規定を準用する。この場
合において、同項中「譲渡の時」
とあるのは、「相続、遺贈又は贈
与の時」と読み替えるものとする。

７�　第一項の規定により納付金額を
納付する者の同項に規定する譲渡
に係る所得税法（昭和四十年法律
第三十三号）第三十三条第一項に
規定する譲渡所得の金額の計算に
ついては、第一項の規定により納
付する金額は、同条第三項に規定
する資産の譲渡に要した費用とす
る。

（現状変更等の制限）
第�四十三条　重要文化財に関しその
現状を変更し、又はその保存に影
響を及ぼす行為をしようとすると
きは、文化庁長官の許可を受けな
ければならない。ただし、現状変
更については維持の措置又は非常
災害のために必要な応急措置を執
る場合、保存に影響を及ぼす行為
については影響の軽微である場合
は、この限りでない。

２�　前項但書に規定する維持の措置
の範囲は、文部科学省令で定める。

３�　文化庁長官は、第一項の許可を
与える場合において、その許可の
条件として同項の現状変更又は保
存に影響を及ぼす行為に関し必要
な指示をすることができる。

４�　第一項の許可を受けた者が前項
の許可の条件に従わなかつたとき
は、文化庁長官は、許可に係る現
状変更若しくは保存に影響を及ぼ
す行為の停止を命じ、又は許可を
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取り消すことができる。
５�　第一項の許可を受けることがで
きなかつたことにより、又は第三
項の許可の条件を付せられたこと
によつて損失を受けた者に対して
は、国は、その通常生ずべき損失
を補償する。

６�　前項の場合には、第四十一条第
二項から第四項までの規定を準用
する。

（修理の届出等）
第�四十三条の二　重要文化財を修理
しようとするときは、所有者又は
管理団体は、修理に着手しようと
する日の三十日前までに、文部科
学省令の定めるところにより、文
化庁長官にその旨を届け出なけれ
ばならない。但し、前条第一項の
規定により許可を受けなければな
らない場合その他文部科学省令の
定める場合は、この限りでない。

２�　重要文化財の保護上必要がある
と認めるときは、文化庁長官は、
前項の届出に係る重要文化財の修
理に関し技術的な指導と助言を与
えることができる。

（重要文化財保存活用計画の認定）
第�五十三条の二　重要文化財の所有
者（管理団体がある場合は、その
者）は、文部科学省令で定めると
ころにより、重要文化財の保存及
び活用に関する計画（以下「重要
文化財保存活用計画」という。）
を作成し、文化庁長官の認定を申
請することができる。

２�　重要文化財保存活用計画には、
次に掲げる事項を記載するものと
する。

　一�　当該重要文化財の名称及び所
在の場所

　二�　当該重要文化財の保存及び活
用のために行う具体的な措置の
内容

　三　計画期間
　四�　その他文部科学省令で定める

事項
３�　前項第二号に掲げる事項には、
次に掲げる事項を記載することが
できる。

　一�　当該重要文化財の現状変更又
は保存に影響を及ぼす行為に関
する事項

　二�　当該重要文化財の修理に関す
る事項

　三�　当該重要文化財（建造物であ
るものを除く。次項第六号にお
いて同じ。）の公開を目的とす
る寄託契約に関する事項

４�　文化庁長官は、第一項の規定に
よる認定の申請があつた場合にお

いて、その重要文化財保存活用計
画が次の各号のいずれにも適合す
るものであると認めるときは、そ
の認定をするものとする。

　一�　当該重要文化財保存活用計画
の実施が当該重要文化財の保存
及び活用に寄与するものである
と認められること。

　二�　円滑かつ確実に実施されると
見込まれるものであること。

　三�　第百八十三条の二第一項に規
定する文化財保存活用大綱又は
第百八十三条の五第一項に規定
する認定文化財保存活用地域計
画が定められているときは、こ
れらに照らし適切なものである
こと。

　四�　当該重要文化財保存活用計画
に前項第一号に掲げる事項が記
載されている場合には、その内
容が重要文化財の現状変更又は
保存に影響を及ぼす行為を適切
に行うために必要なものとして
文部科学省令で定める基準に適
合するものであること。

　五�　当該重要文化財保存活用計画
に前項第二号に掲げる事項が記
載されている場合には、その内
容が重要文化財の修理を適切に
行うために必要なものとして文
部科学省令で定める基準に適合
するものであること。

　六�　当該重要文化財保存活用計画
に前項第三号に掲げる事項が記
載されている場合には、当該寄
託契約の内容が重要文化財の公
開を適切かつ確実に行うために
必要なものとして文部科学省令
で定める基準に適合するもので
あること。

５�　文化庁長官は、前項の認定をし
たときは、遅滞なく、その旨を当
該認定を申請した者に通知しなけ
ればならない。

（認定を受けた重要文化財保存活用
計画の変更）
第�五十三条の三　前条第四項の認定
を受けた重要文化財の所有者又は
管理団体は、当該認定を受けた重
要文化財保存活用計画の変更（文
部科学省令で定める軽微な変更を
除く。）をしようとするときは、
文化庁長官の認定を受けなければ
ならない。

２�　前条第四項及び第五項の規定
は、前項の認定について準用する。

（保存のための調査）
第�五十四条　文化庁長官は、必要が
あると認めるときは、重要文化財
の所有者、管理責任者又は管理団

体に対し、重要文化財の現状又は
管理、修理若しくは環境保全の状
況につき報告を求めることができ
る。

第�五十五条　文化庁長官は、次の各
号のいずれかに該当する場合にお
いて、前条の報告によつてもなお
重要文化財に関する状況を確認す
ることができず、かつ、その確認
のため他に方法がないと認めると
きは、調査に当たる者を定め、そ
の所在する場所に立ち入つてその
現状又は管理、修理若しくは環境
保全の状況につき実地調査をさせ
ることができる。

　一�　重要文化財に関し現状変更又
は保存に影響を及ぼす行為につ
き許可の申請があつたとき。

　二�　重要文化財が毀損していると
き又はその現状若しくは所在の
場所につき変更があつたとき。

　三�　重要文化財が滅失し、毀損し、
又は盗み取られるおそれのある
とき。

　四�　特別の事情により改めて国宝
又は重要文化財としての価値を
鑑査する必要があるとき。

２�　前項の規定により立ち入り、調
査する場合においては、当該調査
に当る者は、その身分を証明する
証票を携帯し、関係者の請求があ
つたときは、これを示し、且つ、
その正当な意見を十分に尊重しな
ければならない。

３�　第一項の規定による調査によつ
て損失を受けた者に対しては、国
は、その通常生ずべき損失を補償
する。

４�　前項の場合には、第四十一条第
二項から第四項までの規定を準用
する。

（所有者変更等に伴う権利義務の承
継）
第�五十六条　重要文化財の所有者が
変更したときは、新所有者は、当
該重要文化財に関しこの法律に基
いてする文化庁長官の命令、勧告、
指示その他の処分による旧所有者
の権利義務を承継する。

２�　前項の場合には、旧所有者は、
当該重要文化財の引渡と同時にそ
の指定書を新所有者に引き渡さな
ければならない。

３�　管理団体が指定され、又はその
指定が解除された場合には、第一
項の規定を準用する。但し、管理
団体が指定された場合には、もつ
ぱら所有者に属すべき権利義務に
ついては、この限りでない。

第六章　埋蔵文化財
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（調査のための発掘に関する届出、
指示及び命令）
第�九十二条　土地に埋蔵されている
文化財（以下「埋蔵文化財」とい
う。）について、その調査のため
土地を発掘しようとする者は、文
部科学省令の定める事項を記載し
た書面をもつて、発掘に着手しよ
うとする日の三十日前までに文化
庁長官に届け出なければならな
い。ただし、文部科学省令の定め
る場合は、この限りでない。

２�　埋蔵文化財の保護上特に必要が
あると認めるときは、文化庁長官
は、前項の届出に係る発掘に関し
必要な事項及び報告書の提出を指
示し、又はその発掘の禁止、停止
若しくは中止を命ずることができ
る。

（土木工事等のための発掘に関する
届出及び指示）
第�九十三条　土木工事その他埋蔵文
化財の調査以外の目的で、貝づか、
古墳その他埋蔵文化財を包蔵する
土地として周知されている土地
（以下「周知の埋蔵文化財包蔵地」
という。）を発掘しようとする場
合には、前条第一項の規定を準用
する。この場合において、同項中
「三十日前」とあるのは、「六十日
前」と読み替えるものとする。

２�　埋蔵文化財の保護上特に必要が
あると認めるときは、文化庁長官
は、前項で準用する前条第一項の
届出に係る発掘に関し、当該発掘
前における埋蔵文化財の記録の作
成のための発掘調査の実施その他
の必要な事項を指示することがで
きる。

（地方公共団体による発掘の施行）
第�九十九条　地方公共団体は、文化
庁長官が前条第一項の規定により
発掘を施行するものを除き、埋蔵
文化財について調査する必要があ
ると認めるときは、埋蔵文化財を
包蔵すると認められる土地の発掘
を施行することができる。

２�　地方公共団体は、前項の発掘に
関し、事業者に対し協力を求める
ことができる。

３�　文化庁長官は、地方公共団体に
対し、第一項の発掘に関し必要な
指導及び助言をすることができ
る。

４�　国は、地方公共団体に対し、第
一項の発掘に要する経費の一部を
補助することができる。

第七章　史跡名勝天然記念物
（指定）
第�百九条　文部科学大臣は、記念物

のうち重要なものを史跡、名勝又
は天然記念物（以下「史跡名勝天
然記念物」と総称する。）に指定
することができる。

２�　文部科学大臣は、前項の規定に
より指定された史跡名勝天然記念
物のうち特に重要なものを特別史
跡、特別名勝又は特別天然記念物
（以下「特別史跡名勝天然記念物」
と総称する。）に指定することが
できる。

３�　前二項の規定による指定は、そ
の旨を官報で告示するとともに、
当該特別史跡名勝天然記念物又は
史跡名勝天然記念物の所有者及び
権原に基づく占有者に通知してす
る。

４�　前項の規定により通知すべき相
手方が著しく多数で個別に通知し
難い事情がある場合には、文部科
学大臣は、同項の規定による通知
に代えて、その通知すべき事項を
当該特別史跡名勝天然記念物又は
史跡名勝天然記念物の所在地の市
町村の事務所又はこれに準ずる施
設の掲示場に掲示することができ
る。この場合においては、その掲
示を始めた日から二週間を経過し
た時に同項の規定による通知が相
手方に到達したものとみなす。

５�　第一項又は第二項の規定による
指定は、第三項の規定による官報
の告示があつた日からその効力を
生ずる。ただし、当該特別史跡名
勝天然記念物又は史跡名勝天然記
念物の所有者又は権原に基づく占
有者に対しては、第三項の規定に
よる通知が到達した時又は前項の
規定によりその通知が到達したも
のとみなされる時からその効力を
生ずる。

６�　文部科学大臣は、第一項の規定
により名勝又は天然記念物の指定
をしようとする場合において、そ
の指定に係る記念物が自然環境の
保護の見地から価値の高いもので
あるときは、環境大臣と協議しな
ければならない。

（所有権等の尊重及び他の公益との
調整）
第�百十一条　文部科学大臣又は都道
府県の教育委員会は、第百九条第
一項若しくは第二項の規定による
指定又は前条第一項の規定による
仮指定を行うに当たつては、特に、
関係者の所有権、鉱業権その他の
財産権を尊重するとともに、国土
の開発その他の公益との調整に留
意しなければならない。

２�　文部科学大臣又は文化庁長官

は、名勝又は天然記念物に係る自
然環境の保護及び整備に関し必要
があると認めるときは、環境大臣
に対し、意見を述べることができ
る。この場合において、文化庁長
官が意見を述べるときは、文部科
学大臣を通じて行うものとする。

３�　環境大臣は、自然環境の保護の
見地から価値の高い名勝又は天然
記念物の保存及び活用に関し必要
があると認めるときは、文部科学
大臣に対し、又は文部科学大臣を
通じ文化庁長官に対して意見を述
べることができる。

（解除）
第�百十二条　特別史跡名勝天然記念
物又は史跡名勝天然記念物がその
価値を失つた場合その他特殊の事
由のあるときは、文部科学大臣又
は都道府県の教育委員会は、その
指定又は仮指定を解除することが
できる。

２�　第百十条第一項の規定により仮
指定された史跡名勝天然記念物に
つき第百九条第一項の規定による
指定があつたとき、又は仮指定が
あつた日から二年以内に同項の規
定による指定がなかつたときは、
仮指定は、その効力を失う。

３�　第百十条第一項の規定による仮
指定が適当でないと認めるとき
は、文部科学大臣は、これを解除
することができる。

４�　第一項又は前項の規定による指
定又は仮指定の解除には、第百九
条第三項から第五項までの規定を
準用する。

（管理団体による管理及び復旧）
第百十三条　史跡名勝天然記念物に
つ�き、所有者がないか若しくは判明
しない場合又は所有者若しくは第
百十九条第二項の規定により選任
された管理の責めに任ずべき者に
よる管理が著しく困難若しくは不
適当であると明らかに認められる
場合には、文化庁長官は、適当な
地方公共団体その他の法人を指定
して、当該史跡名勝天然記念物の
保存のため必要な管理及び復旧
（当該史跡名勝天然記念物の保存
のため必要な施設、設備その他の
物件で当該史跡名勝天然記念物の
所有者の所有又は管理に属するも
のの管理及び復旧を含む。）を行
わせることができる。
２�　前項の規定による指定をするに
は、文化庁長官は、あらかじめ、
指定しようとする地方公共団体そ
の他の法人の同意を得なければな
らない。
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３�　第一項の規定による指定は、そ
の旨を官報で告示するとともに、
当該史跡名勝天然記念物の所有者
及び権原に基づく占有者並びに指
定しようとする地方公共団体その
他の法人に通知してする。

４�　第一項の規定による指定には、
第百九条第四項及び第五項の規定
を準用する。

第�百十四条　前条第一項に規定する
事由が消滅した場合その他特殊の
事由があるときは、文化庁長官は、
管理団体の指定を解除することが
できる。

２�　前項の規定による解除には、前
条第三項並びに第百九条第四項及
び第五項の規定を準用する。

第�百十五条　第百十三条第一項の規
定による指定を受けた地方公共団
体その他の法人（以下この章（第
百三十三条の二第一項を除く。）
及び第百八十七条第一項第三号に
おいて「管理団体」という。）は、
文部科学省令の定める基準によ
り、史跡名勝天然記念物の管理に
必要な標識、説明板、境界標、囲
いその他の施設を設置しなければ
ならない。

２�　史跡名勝天然記念物の指定地域
内の土地について、その土地の所
在、地番、地目又は地積に異動が
あつたときは、管理団体は、文部
科学省令の定めるところにより、
文化庁長官にその旨を届け出なけ
ればならない。

３�　管理団体が復旧を行う場合は、
管理団体は、あらかじめ、その復
旧の方法及び時期について当該史
跡名勝天然記念物の所有者（所有
者が判明しない場合を除く。）及
び権原に基づく占有者の意見を聞
かなければならない。

４�　史跡名勝天然記念物の所有者又
は占有者は、正当な理由がなくて、
管理団体が行う管理若しくは復旧
又はその管理若しくは復旧のため
必要な措置を拒み、妨げ、又は忌
避してはならない。

第�百十六条　管理団体が行う管理及
び復旧に要する費用は、この法律
に特別の定めのある場合を除い
て、管理団体の負担とする。

２�　前項の規定は、管理団体と所有
者との協議により、管理団体が行
う管理又は復旧により所有者の受
ける利益の限度において、管理又
は復旧に要する費用の一部を所有
者の負担とすることを妨げるもの
ではない。

３�　管理団体は、その管理する史跡

名勝天然記念物につき観覧料を徴
収することができる。

第�百十七条　管理団体が行う管理又
は復旧によつて損失を受けた者に
対しては、当該管理団体は、その
通常生ずべき損失を補償しなけれ
ばならない。

２�　前項の補償の額は、管理団体（管
理団体が地方公共団体であるとき
は、当該地方公共団体の教育委員
会）が決定する。

３�　前項の規定による補償額につい
ては、第四十一条第三項の規定を
準用する。

４�　前項で準用する第四十一条第三
項の規定による訴えにおいては、
管理団体を被告とする。

第�百十八条　管理団体が行う管理に
は、第三十条、第三十一条第一項
及び第三十三条の規定を、管理団
体が行う管理及び復旧には、第
三十五条及び第四十七条の規定
を、管理団体が指定され、又はそ
の指定が解除された場合には、第
五十六条第三項の規定を準用す
る。

（所有者による管理及び復旧）
第�百十九条　管理団体がある場合を
除いて、史跡名勝天然記念物の所
有者は、当該史跡名勝天然記念物
の管理及び復旧に当たるものとす
る。

２�　前項の規定により史跡名勝天然
記念物の管理に当たる所有者は、
当該史跡名勝天然記念物の適切な
管理のため必要があるときは、第
百九十二条の二第一項に規定する
文化財保存活用支援団体その他の
適当な者を専ら自己に代わり当該
史跡名勝天然記念物の管理の責め
に任ずべき者（以下この章及び第
百八十七条第一項第三号において
「管理責任者」という。）に選任す
ることができる。この場合には、
第三十一条第三項の規定を準用す
る。

第�百二十条　所有者が行う管理に
は、第三十条、第三十一条第一
項、第三十二条、第三十三条並び
に第百十五条第一項及び第二項
（同条第二項については、管理責
任者がある場合を除く。）の規定
を、所有者が行う管理及び復旧に
は、第三十五条及び第四十七条の
規定を、所有者が変更した場合の
権利義務の承継には、第五十六条
第一項の規定を、管理責任者が行
う管理には、第三十条、第三十一
条第一項、第三十二条第三項、第
三十三条、第四十七条第四項及び

第百十五条第二項の規定を準用す
る。

（補助等に係る史跡名勝天然記念物
譲渡の場合の納付金）
第�百二十四条　国が復旧又は滅失、
き損、衰亡若しくは盗難の防止
の措置につき第百十八条及び第
百二十条で準用する第三十五条第
一項の規定により補助金を交付
し、又は第百二十一条第二項で
準用する第三十六条第二項、第
百二十二条第三項で準用する第
三十七条第三項若しくは前条第二
項で準用する第四十条第一項の規
定により費用を負担した史跡名勝
天然記念物については、第四十二
条の規定を準用する。

（現状変更等の制限及び原状回復の
命令）
第�百二十五条　史跡名勝天然記念物
に関しその現状を変更し、又はそ
の保存に影響を及ぼす行為をしよ
うとするときは、文化庁長官の許
可を受けなければならない。ただ
し、現状変更については維持の措
置又は非常災害のために必要な応
急措置を執る場合、保存に影響を
及ぼす行為については影響の軽微
である場合は、この限りでない。

２�　前項ただし書に規定する維持の
措置の範囲は、文部科学省令で定
める。

３�　第一項の規定による許可を与え
る場合には、第四十三条第三項の
規定を、第一項の規定による許可
を受けた者には、同条第四項の規
定を準用する。

４�　第一項の規定による処分には、
第百十一条第一項の規定を準用す
る。

５�　第一項の許可を受けることがで
きなかつたことにより、又は第三
項で準用する第四十三条第三項の
許可の条件を付せられたことによ
つて損失を受けた者に対しては、
国は、その通常生ずべき損失を補
償する。

６�　前項の場合には、第四十一条第
二項から第四項までの規定を準用
する。

７�　第一項の規定による許可を受
けず、又は第三項で準用する第
四十三条第三項の規定による許可
の条件に従わないで、史跡名勝天
然記念物の現状を変更し、又はそ
の保存に影響を及ぼす行為をした
者に対しては、文化庁長官は、原
状回復を命ずることができる。こ
の場合には、文化庁長官は、原状
回復に関し必要な指示をすること
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ができる。
（関係行政庁による通知）
第�百二十六条　前条第一項の規定に
より許可を受けなければならない
こととされている行為であつてそ
の行為をするについて、他の法令
の規定により許可、認可その他の
処分で政令に定めるものを受けな
ければならないこととされている
場合において、当該他の法令にお
いて当該処分の権限を有する行政
庁又はその委任を受けた者は、当
該処分をするときは、政令の定め
るところにより、文化庁長官（第
百八十四条第一項又は第百八十四
条の二第一項の規定により前条第
一項の規定による許可を都道府県
又は市町村の教育委員会が行う場
合には、当該都道府県又は市町村
の教育委員会）に対し、その旨を
通知するものとする。

（復旧の届出等）
第�百二十七条　史跡名勝天然記念物
を復旧しようとするときは、管理
団体又は所有者は、復旧に着手
しようとする日の三十日前まで
に、文部科学省令の定めるところ
により、文化庁長官にその旨を届
け出なければならない。ただし、
第百二十五条第一項の規定により
許可を受けなければならない場合
その他文部科学省令の定める場合
は、この限りでない。

２�　史跡名勝天然記念物の保護上必
要があると認めるときは、文化庁
長官は、前項の届出に係る史跡名
勝天然記念物の復旧に関し技術的
な指導と助言を与えることができ
る。

（環境保全）
第�百二十八条　文化庁長官は、史跡
名勝天然記念物の保存のため必要
があると認めるときは、地域を定
めて一定の行為を制限し、若しく
は禁止し、又は必要な施設をする
ことを命ずることができる。

２�　前項の規定による処分によつて
損失を受けた者に対しては、国
は、その通常生ずべき損失を補償
する。

３�　第一項の規定による制限又は禁
止に違反した者には、第百二十五
条第七項の規定を、前項の場合に
は、第四十一条第二項から第四項
までの規定を準用する。

（管理団体による買取りの補助）
第�百二十九条　管理団体である地方
公共団体その他の法人が、史跡名
勝天然記念物の指定に係る土地又
は建造物その他の土地の定着物

で、その管理に係る史跡名勝天然
記念物の保存のため特に買い取る
必要があると認められるものを買
い取る場合には、国は、その買取
りに要する経費の一部を補助する
ことができる。

２�　前項の場合には、第三十五条第
二項及び第三項並びに第四十二条
の規定を準用する。

（史跡名勝天然記念物保存活用計画
の認定）
第�百二十九条の二　史跡名勝天然記
念物の管理団体又は所有者は、文
部科学省令で定めるところによ
り、史跡名勝天然記念物の保存及
び活用に関する計画（以下「史跡
名勝天然記念物保存活用計画」と
いう。）を作成し、文化庁長官の
認定を申請することができる。

２�　史跡名勝天然記念物保存活用計
画には、次に掲げる事項を記載す
るものとする。

　一�　当該史跡名勝天然記念物の名
称及び所在地

　二�　当該史跡名勝天然記念物の保
存及び活用のために行う具体的
な措置の内容

　三　計画期間
　四�　その他文部科学省令で定める

事項
３�　前項第二号に掲げる事項には、
当該史跡名勝天然記念物の現状変
更又は保存に影響を及ぼす行為に
関する事項を記載することができ
る。

４�　文化庁長官は、第一項の規定に
よる認定の申請があつた場合にお
いて、その史跡名勝天然記念物保
存活用計画が次の各号のいずれに
も適合するものであると認めると
きは、その認定をするものとする。

　一�　当該史跡名勝天然記念物保存
活用計画の実施が当該史跡名勝
天然記念物の保存及び活用に寄
与するものであると認められる
こと。

　二�　円滑かつ確実に実施されると
見込まれるものであること。

　三�　第百八十三条の二第一項に規
定する文化財保存活用大綱又は
第百八十三条の五第一項に規定
する認定文化財保存活用地域計
画が定められているときは、こ
れらに照らし適切なものである
こと。

　四�　当該史跡名勝天然記念物保存
活用計画に前項に規定する事項
が記載されている場合には、そ
の内容が史跡名勝天然記念物の
現状変更又は保存に影響を及ぼ

す行為を適切に行うために必要
なものとして文部科学省令で定
める基準に適合するものである
こと。

５�　文化庁長官は、前項の認定をし
たときは、遅滞なく、その旨を当
該認定を申請した者に通知しなけ
ればならない。

（認定を受けた史跡名勝天然記念物
保存活用計画の変更）
第�百二十九条の三　前条第四項の認
定を受けた史跡名勝天然記念物の
管理団体又は所有者は、当該認定
を受けた史跡名勝天然記念物保存
活用計画の変更（文部科学省令で
定める軽微な変更を除く。）をし
ようとするときは、文化庁長官の
認定を受けなければならない。

２�　前条第四項及び第五項の規定
は、前項の認定について準用する。

（現状変更等の許可の特例）
第�百二十九条の四　第百二十九条の
二第三項に規定する事項が記載さ
れた史跡名勝天然記念物保存活
用計画が同条第四項の認定（前
条第一項の変更の認定を含む。以
下この章及び第百五十三条第二項
第二十五号において同じ。）を受
けた場合において、当該史跡名勝
天然記念物の現状変更又は保存に
影響を及ぼす行為をその記載され
た事項の内容に即して行うに当た
り、第百二十五条第一項の許可を
受けなければならないときは、同
項の規定にかかわらず、当該現状
変更又は保存に影響を及ぼす行為
が終了した後遅滞なく、文部科学
省令で定めるところにより、その
旨を文化庁長官に届け出ることを
もつて足りる。

（認定史跡名勝天然記念物保存活用
計画の実施状況に関する報告の徴
収）
第�百二十九条の五　文化庁長官は、
第百二十九条の二第四項の認定を
受けた史跡名勝天然記念物の管理
団体又は所有者に対し、当該認定
を受けた史跡名勝天然記念物保存
活用計画（変更があつたときは、
その変更後のもの。次条第一項及
び第百二十九条の七において「認
定史跡名勝天然記念物保存活用計
画」という。）の実施の状況につ
いて報告を求めることができる。

（認定の取消し）
第�百二十九条の六　文化庁長官は、
認定史跡名勝天然記念物保存活用
計画が第百二十九条の二第四項各
号のいずれかに適合しなくなつた
と認めるときは、その認定を取り
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し、又は衰亡しているとき。
　三�　史跡名勝天然記念物が滅失

し、き損し、衰亡し、又は盗み
取られるおそれのあるとき。

　四�　特別の事情によりあらためて
特別史跡名勝天然記念物又は史
跡名勝天然記念物としての価値
を調査する必要があるとき。

２�　前項の規定による調査又は措置
によつて損失を受けた者に対して
は、国は、その通常生ずべき損失
を補償する。

３�　第一項の規定により立ち入り、
調査する場合には、第五十五条第
二項の規定を、前項の場合には、
第四十一条第二項から第四項まで
の規定を準用する。

第三節　地方公共団体及び教育委員
会
（地方公共団体の事務）
第�百八十二条　地方公共団体は、文
化財の管理、修理、復旧、公開そ
の他その保存及び活用に要する経
費につき補助することができる。

２�　地方公共団体は、条例の定める
ところにより、重要文化財、重要
無形文化財、重要有形民俗文化財、
重要無形民俗文化財及び史跡名勝
天然記念物以外の文化財で当該地
方公共団体の区域内に存するもの
のうち重要なものを指定して、そ
の保存及び活用のため必要な措置
を講ずることができる。

３�　前項に規定する条例の制定若し
くはその改廃又は同項に規定する
文化財の指定若しくはその解除を
行つた場合には、教育委員会は、
文部科学省令の定めるところによ
り、文化庁長官にその旨を報告し
なければならない。

（文化財保存活用大綱）
第�百八十三条の二　都道府県の教育
委員会は、当該都道府県の区域に
おける文化財の保存及び活用に関
する総合的な施策の大綱（次項及
び次条において「文化財保存活用
大綱」という。）を定めることが
できる。

２　都道府県の教育委員会は、文化
財保存活用大綱を定め、又は変更し
たときは、遅滞なく、これを公表す
るよう努めるとともに、文化庁長官
及び関係市町村に送付しなければな
らない。
（都道府県又は市の教育委員会が処
理する事務）
第�百八十四条　次に掲げる文化庁長
官の権限に属する事務の全部又は
一部は、政令で定めるところによ
り、都道府県又は市の教育委員会

が行うこととすることができる。
　一�　第三十五条第三項（第三十六

条第三項（第八十三条、第
百二十一条第二項（第百七十二
条第五項で準用する場合を含
む。）及び第百七十二条第五項
で準用する場合を含む。）、第
三十七条第四項（第八十三条及
び第百二十二条第三項で準用す
る場合を含む。）、第四十六条
の二第二項、第七十四条第二
項、第七十六条の十第二項、第
七十七条第二項（第九十一条
で準用する場合を含む。）、第
八十三条、第八十七条第二項、
第九十条の七第二項、第百十八
条、第百二十条、第百二十九条
第二項、第百七十二条第五項及
び第百七十四条第三項で準用す
る場合を含む。）の規定による
指揮監督

　二�　第四十三条又は第百二十五条
の規定による現状変更又は保存
に影響を及ぼす行為の許可及び
その取消し並びにその停止命令
（重大な現状変更又は保存に重
大な影響を及ぼす行為の許可及
びその取消しを除く。）

　三�　第五十一条第五項（第五十一
条の二（第八十五条で準用する
場合を含む。）、第八十四条第二
項及び第八十五条で準用する場
合を含む。）の規定による公開
の停止命令

　四�　第五十三条第一項、第三項及
び第四項の規定による公開の許
可及びその取消し並びに公開の
停止命令

　五�　第五十四条（第八十六条及び
第百七十二条第五項で準用する
場合を含む。）、第五十五条、第
百三十条（第百七十二条第五項
で準用する場合を含む。）又は
第百三十一条の規定による調査
又は調査のため必要な措置の施
行

　六�　第九十二条第一項（第九十三
条第一項において準用する場合
を含む。）の規定による届出の
受理、第九十二条第二項の規定
による指示及び命令、第九十三
条第二項の規定による指示、第
九十四条第一項の規定による通
知の受理、同条第二項の規定に
よる通知、同条第三項の規定に
よる協議、同条第四項の規定に
よる勧告、第九十六条第一項の
規定による届出の受理、同条第
二項又は第七項の規定による命
令、同条第三項の規定による意

消すことができる。
２�　文化庁長官は、前項の規定によ
り認定を取り消したときは、遅滞
なく、その旨を当該認定を受けて
いた者に通知しなければならな
い。

（管理団体等への指導又は助言）
第�百二十九条の七　都道府県及び市
町村の教育委員会は、史跡名勝天
然記念物の管理団体又は所有者の
求めに応じ、史跡名勝天然記念物
保存活用計画の作成及び認定史跡
名勝天然記念物保存活用計画の円
滑かつ確実な実施に関し必要な指
導又は助言をすることができる。

２�　文化庁長官は、史跡名勝天然記
念物の管理団体又は所有者の求め
に応じ、史跡名勝天然記念物保存
活用計画の作成及び認定史跡名勝
天然記念物保存活用計画の円滑か
つ確実な実施に関し必要な指導又
は助言をするように努めなければ
ならない。２　文化庁長官は、史
跡名勝天然記念物の管理団体又は
所有者の求めに応じ、史跡名勝天
然記念物保存活用計画の作成及び
認定史跡名勝天然記念物保存活用
計画の円滑かつ確実な実施に関し
必要な指導又は助言をするように
努めなければならない。

（保存のための調査）
第�百三十条　文化庁長官は、必要が
あると認めるときは、管理団体、
所有者又は管理責任者に対し、史
跡名勝天然記念物の現状又は管
理、復旧若しくは環境保全の状
況につき報告を求めることができ
る。

第�百三十一条　文化庁長官は、次の
各号のいずれかに該当する場合に
おいて、前条の報告によつてもな
お史跡名勝天然記念物に関する状
況を確認することができず、か
つ、その確認のため他に方法がな
いと認めるときは、調査に当たる
者を定め、その所在する土地又は
その隣接地に立ち入つてその現状
又は管理、復旧若しくは環境保全
の状況につき実地調査及び土地の
発掘、障害物の除却その他調査の
ため必要な措置をさせることがで
きる。ただし、当該土地の所有者、
占有者その他の関係者に対し、著
しい損害を及ぼすおそれのある措
置は、させてはならない。

　一�　史跡名勝天然記念物に関する
現状変更又は保存に影響を及ぼ
す行為の許可の申請があつたと
き。

　二�　史跡名勝天然記念物がき損
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見の聴取、同条第五項又は第七
項の規定による期間の延長、同
条第八項の規定による指示、第
九十七条第一項の規定による通
知の受理、同条第二項の規定に
よる通知、同条第三項の規定に
よる協議並びに同条第四項の規
定による勧告

２�　都道府県又は市の教育委員会が
前項の規定によつてした同項第
五号に掲げる第五十五条又は第
百三十一条の規定による立入調査
又は調査のための必要な措置の施
行については、審査請求をするこ
とができない。

３�　都道府県又は市の教育委員会
が、第一項の規定により、同項第
六号に掲げる事務のうち第九十四
条第一項から第四項まで又は第
九十七条第一項から第四項までの
規定によるものを行う場合には、
第九十四条第五項又は第九十七条
第五項の規定は適用しない。

４�　都道府県又は市の教育委員会が
第一項の規定によつてした次の各
号に掲げる事務（当該事務が地方
自治法第二条第八項に規定する自
治事務である場合に限る。）によ
り損失を受けた者に対しては、当
該各号に定める規定にかかわら
ず、当該都道府県又は市が、その
通常生ずべき損失を補償する。

　一�　第一項第二号に掲げる第
四十三条又は第百二十五条の規
定による現状変更又は保存に
影響を及ぼす行為の許可　第
四十三条第五項又は第百二十五
条第五項

　二�　第一項第五号に掲げる第
五十五条又は第百三十一条の規
定による調査又は調査のため必
要な措置の施行　第五十五条第
三項又は第百三十一条第二項

　三�　第一項第六号に掲げる第
九十六条第二項の規定による命
令　同条第九項

５�　前項の補償の額は、当該都道府
県又は市の教育委員会が決定す
る。

６�　前項の規定による補償額につい
ては、第四十一条第三項の規定を
準用する。

７�　前項において準用する第四十一
条第三項の規定による訴えにおい
ては、都道府県又は市を被告とす
る。

８�　都道府県又は市の教育委員会が
第一項の規定によつてした処分そ
の他公権力の行使に当たる行為の
うち地方自治法第二条第九項第一

号に規定する第一号法定受託事務
に係るものについての審査請求
は、文化庁長官に対してするもの
とする。

（文部科学大臣又は文化庁長官に対
する意見具申）
第�百八十九条　都道府県及び市町村
の教育委員会は、当該都道府県又
は市町村の区域内に存する文化財
の保存及び活用に関し、文部科学
大臣又は文化庁長官に対して意見
を具申することができる。

（地方文化財保護審議会）
第�百九十条　都道府県及び市町村
（いずれも特定地方公共団体であ
るものを除く。）の教育委員会に、
条例の定めるところにより、文化
財に関して優れた識見を有する者
により構成される地方文化財保護
審議会を置くことができる。

２�　特定地方公共団体に、条例の定
めるところにより、地方文化財保
護審議会を置くものとする。

３�　地方文化財保護審議会は、都道
府県又は市町村の教育委員会の諮
問に応じて、文化財の保存及び活
用に関する重要事項について調査
審議し、並びにこれらの事項に関
して当該都道府県又は市町村の教
育委員会に建議する。

４�　地方文化財保護審議会の組織及
び運営に関し必要な事項は、条例
で定める。

（文化財保護指導委員）
第�百九十一条　都道府県及び市町村
の教育委員会（当該都道府県及び
市町村が特定地方公共団体である
場合には、当該特定地方公共団体）
に、文化財保護指導委員を置くこ
とができる。

２�　文化財保護指導委員は、文化財
について、随時、巡視を行い、並
びに所有者その他の関係者に対
し、文化財の保護に関する指導及
び助言をするとともに、地域住民
に対し、文化財保護思想について
普及活動を行うものとする。

３�　文化財保護指導委員は、非常勤
とする。

（事務の区分）
第�百九十二条　第百十条第一項及び
第二項、第百十二条第一項並びに
第百十条第三項及び第百十二条第
四項において準用する第百九条第
三項及び第四項の規定により都道
府県又は指定都市が処理すること
とされている事務は、地方自治法
第二条第九項第一号に規定する第
一号法定受託事務とする。

文化財保護法施行令
（都道府県又は市の教育委員会が処
理する事務）
第�五条　次に掲げる文化庁長官の権
限に属する事務は、都道府県の教
育委員会（当該都道府県が特定地
方公共団体である場合にあつて
は、当該都道府県の知事。以下同
じ。）が行うこととする。ただし、
我が国にとつて歴史上又は学術上
の価値が特に高いと認められる埋
蔵文化財について、文化庁長官が
その保護上特に必要があると認め
るときは、自ら第五号に掲げる事
務（法第九十二条第一項の規定に
よる届出の受理及び法第九十四条
第一項又は第九十七条第一項の規
定による通知の受理を除く。）を
行うことを妨げない。

　一�　法第三十五条第三項（法第
八十三条、第百十八条、第
百二十条及び第百七十二条第
五項において準用する場合を
含む。）の規定による指揮監督
（管理に係るものに限る。）並び
に法第三十六条第三項（法第
八十三条、第百二十一条第二項
（法第百七十二条第五項におい
て準用する場合を含む。）及び
第百七十二条第五項において準
用する場合を含む。）、第四十六
条の二第二項及び第百二十九条
第二項において準用する法第
三十五条第三項の規定による指
揮監督

　二�　法第四十三条第四項（法第
百二十五条第三項において準用
する場合を含む。）の規定によ
る現状変更又は保存に影響を及
ぼす行為（以下「現状変更等」
という。）の停止命令（文化庁
長官が許可した現状変更等に係
るものに限る。）

　三�　法第五十一条第五項（法第
五十一条の二（法第八十五条に
おいて準用する場合を含む。）
及び第八十五条において準用す
る場合を含む。）の規定による
公開の停止命令（公開に係る重
要文化財又は重要有形民俗文化
財が当該都道府県の区域内に存
するものである場合に限る。）
及び法第八十四条第二項におい
て準用する法第五十一条第五項
の規定による公開の停止命令

　四�　法第五十三条第四項の規定に
よる公開の停止命令（文化庁長
官が許可した公開に係るものに
限る。）
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　五�　法第九十二条第一項の規定に
よる届出の受理、同条第二項の
規定による指示及び命令、法第
九十四条第一項の規定による通
知の受理、同条第二項の規定に
よる通知、同条第三項の規定に
よる協議、同条第四項の規定に
よる勧告、法第九十七条第一項
の規定による通知の受理、同条
第二項の規定による通知、同条
第三項の規定による協議並びに
同条第四項の規定による勧告

２�　法第九十三条第一項において準
用する法第九十二条第一項の規定
による届出の受理、法第九十三
条第二項の規定による指示、法
第九十六条第一項の規定による届
出の受理、同条第二項又は第七項
の規定による命令、同条第三項の
規定による意見の聴取、同条第五
項又は第七項の規定による期間の
延長及び同条第八項の規定による
指示についての文化庁長官の権限
に属する事務は、都道府県の教育
委員会（地方自治法（昭和二十二
年法律第六十七号）第二百五十二
条の十九第一項の指定都市（以
下「指定都市」という。）の区域
内における土地の発掘又は遺跡の
発見に係るものにあつては、当該
指定都市の教育委員会（当該指定
都市が特定地方公共団体である場
合にあつては、当該指定都市の
長））が行うこととする。ただし、
我が国にとつて歴史上又は学術上
の価値が特に高いと認められる埋
蔵文化財について、文化庁長官が
その保護上特に必要があると認め
るときは、自らこれらの事務（法
第九十三条第一項において準用す
る法第九十二条第一項の規定によ
る届出の受理及び法第九十六条第
一項の規定による届出の受理を除
く。）を行うことを妨げない。

３�　次に掲げる文化庁長官の権限に
属する事務は、都道府県の教育委
員会（第一号及び第三号に掲げ
るものにあつては第一号イ及び
ロに掲げる現状変更等が指定都市
又は地方自治法第二百五十二条の
二十二第一項の中核市（以下「指
定都市等」という。）の区域内に
おいて行われる場合、第二号に掲
げるものにあつては指定都市等の
区域内において公開が行われ、か
つ、当該公開に係る重要文化財が
当該指定都市等の区域内に存する
もののみである場合においては、
当該指定都市等の教育委員会（当
該指定都市等が特定地方公共団

体である場合にあつては、当該指
定都市等の長。第七条において同
じ。））が行うこととする。

　一�　次に掲げる現状変更等に係る
法第四十三条第一項、第三項及
び第四項の規定による許可及び
その取消し並びに停止命令

　　イ�　建造物である重要文化財と
一体のものとして当該重要文
化財に指定された土地その他
の物件（建造物を除く。）の
現状変更等

　　ロ�　金属、石又は土で作られた
重要文化財の型取り

　二�　法第五十三条第一項、第三項
及び第四項の規定による公開の
許可及びその取消し並びに公開
の停止命令（公開に係る重要文
化財が当該都道府県又は指定都
市等の区域内に存するもののみ
である場合に限る。）

　三�　法第五十四条（法第百七十二
条第五項において準用する場合
を含む。）及び第五十五条の規
定による調査（第一号イ及びロ
に掲げる現状変更等に係る法第
四十三条第一項の規定による許
可の申請に係るものに限る。）

４�　次に掲げる文化庁長官の権限に
属する事務は、都道府県の教育委
員会（第一号イからリまで及び
ルに掲げる現状変更等が市の区
域（法第百十五条第一項に規定す
る管理団体（以下この条及び次条
第二項第一号イにおいて単に「管
理団体」という。）が都道府県で
ある史跡名勝天然記念物の管理の
ための計画（以下この条並びに次
条第二項第一号イ及びハにおいて
「管理計画」という。）を当該都道
府県の教育委員会が定めている区
域を除く。以下この項において「市
の特定区域」という。）内におい
て行われる場合、第一号ヌに掲げ
る現状変更等を行う動物園又は水
族館が市の特定区域内に存する場
合並びに同号ヲに規定する指定区
域が市の特定区域内に存する場合
にあつては、当該市の教育委員会
（当該市が特定地方公共団体であ
る場合にあつては、当該市の長。
以下この条において同じ。））が行
うこととする。

　一�　次に掲げる現状変更等（イか
らチまでに掲げるものにあつ
ては、史跡名勝天然記念物の
指定に係る地域内において行
われるものに限る。）に係る法
第百二十五条第一項並びに同条
第三項において準用する法第

四十三条第三項及び第四項の規
定による許可及びその取消し並
びに停止命令

　　イ�　小規模建築物（階数が二以
下で、かつ、地階を有しない
木造又は鉄骨造の建築物であ
つて、建築面積（増築又は改
築にあつては、増築又は改築
後の建築面積）が百二十平方
メートル以下のものをいう。
ロにおいて同じ。）で二年以
内の期間を限つて設置される
ものの新築、増築又は改築

　　ロ�　小規模建築物の新築、増築
又は改築（増築又は改築にあ
つては、建築の日から五十年
を経過していない小規模建築
物に係るものに限る。）であ
つて、指定に係る地域の面積
が百五十ヘクタール以上であ
る史跡名勝天然記念物に係
る都市計画法（昭和四十三年
法律第百号）第八条第一項第
一号の第一種低層住居専用地
域、第二種低層住居専用地域
又は田園住居地域におけるも
の

　　ハ�　工作物（建築物を除く。以
下このハにおいて同じ。）の
設置若しくは改修（改修にあ
つては、設置の日から五十年
を経過していない工作物に係
るものに限る。）又は道路の
舗装若しくは修繕（それぞれ
土地の掘削、盛土、切土その
他土地の形状の変更を伴わな
いものに限る。）

　　ニ�　法第百十五条第一項（法第
百二十条及び第百七十二条第
五項において準用する場合を
含む。）に規定する史跡名勝
天然記念物の管理に必要な施
設の設置又は改修

　　ホ　�電柱、電線、ガス管、水管、
下水道管その他これらに類
する工作物の設置又は改修

　　ヘ�　建築物等の除却（建築又は
設置の日から五十年を経過し
ていない建築物等に係るもの
に限る。）

　　ト�　木竹の伐採（名勝又は天然
記念物の指定に係る木竹につ
いては、危険防止のため必要
な伐採に限る。）

　　チ�　史跡名勝天然記念物の保存
のため必要な試験材料の採取

　　リ�　天然記念物に指定された動
物の個体の保護若しくは生息
状況の調査又は当該動物によ
る人の生命若しくは身体に対
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する危害の防止のため必要な
捕獲及び当該捕獲した動物の
飼育、当該捕獲した動物への
標識若しくは発信機の装着又
は当該捕獲した動物の血液そ
の他の組織の採取

　　ヌ�　天然記念物に指定された動
物の動物園又は水族館相互間
における譲受け又は借受け

　　ル�　天然記念物に指定された鳥
類の巣で電柱に作られたもの
（現に繁殖のために使用され
ているものを除く。）の除却

　　ヲ�　イからルまでに掲げるもの
のほか、史跡名勝天然記念物
の指定に係る地域のうち指定
区域（当該史跡名勝天然記念
物の管理計画を都道府県の教
育委員会（当該管理計画が市
の区域（管理団体が当該都道
府県である史跡名勝天然記念
物の指定に係る地域内の区域
に限る。）又は町村の区域（次
条第七項に規定する特定認定
市町村である町村であつて同
条第二項に規定する事務を行
うこととされたものにあつて
は、管理団体が当該都道府県
である史跡名勝天然記念物の
指定に係る地域内の区域に限
る。）を対象とする場合に限
る。）又は市の教育委員会（当
該管理計画が市の特定区域を
対象とする場合に限る。）が
定めている区域のうち当該都
道府県又は市の教育委員会の
申出に係るもので、現状変更
等の態様、頻度その他の状況
を勘案して文化庁長官が指定
する区域をいう。）における
現状変更等

　二�　法第百三十条（法第百七十二
条第五項において準用する場合
を含む。）及び第百三十一条の
規定による調査及び調査のため
必要な措置の施行（前号イから
ヲまでに掲げる現状変更等に係
る法第百二十五条第一項の規定
による許可の申請に係るものに
限る。）

５�　前項の管理計画に記載すべき事
項は、文部科学省令で定める。

６�　都道府県の教育委員会は、管理
団体が当該都道府県である史跡名
勝天然記念物について、市の区域
を対象とする管理計画を定めよう
とするときは、あらかじめ、当該
市の教育委員会に協議し、その同
意を得なければならない。これを
変更し、又は廃止しようとすると

きも、同様とする。
７�　第四項の規定により同項各号に
掲げる事務のうち市の区域に係る
ものを行おうとする都道府県の教
育委員会は、文部科学省令で定め
るところにより、その旨を公示し
なければならない。これを変更し、
又は廃止しようとするときも、同
様とする。

８�　文化庁長官は、第四項第一号ヲ
の規定による指定区域の指定をし
たときは、その旨を官報で告示し
なければならない。

９�　第一項本文、第二項本文、第三
項及び第四項の場合においては、
法の規定中これらの規定により都
道府県又は市の教育委員会が行う
事務に係る文化庁長官に関する規
定は、都道府県又は市の教育委員
会に関する規定として都道府県又
は市の教育委員会に適用があるも
のとする。

特別史跡名勝天然記念物又は
史跡名勝天然記念物の現状変
更等の許可申請等に関する規
則
（許可の申請）
第�一条　文化財保護法（昭和二十五
年法律第二百十四号。以下「法」
という。）第百二十五条第一項の
規定による許可を受けようとする
者（以下「許可申請者」という。）
は、次に掲げる事項を記載した
許可申請書を文化庁長官（法第
百八十四条第一項第二号及び文化
財保護法施行令（昭和五十年政令
第二百六十七号。以下「令」とい
う。）第五条第四項第一号の規定
により当該許可を都道府県又は市
の教育委員会が行う場合には、当
該都道府県又は市の教育委員会）
に提出しなければならない。

　一�　史跡（特別史跡を含む。以下
同じ。）、名勝（特別名勝を含む。
以下同じ。）又は天然記念物（特
別天然記念物を含む。以下同
じ。）の別及び名称

　二　指定年月日
　三�　史跡、名勝又は天然記念物の

所在地
　四�　所有者の氏名又は名称及び住

所
　五�　権原に基づく占有者の氏名又

は名称及び住所
　六�　管理団体がある場合は、その

名称及び事務所の所在地
　七�　管理責任者がある場合は、そ

の氏名及び住所
　八�　許可申請者の氏名及び住所又

は名称及び代表者の氏名並びに
事務所の所在地

　九�　史跡、名勝又は天然記念物の
現状変更又は保存に影響を及ぼ
す行為（以下「現状変更等」と
いう。）を必要とする理由

　十�　現状変更等の内容及び実施の
方法

　十�一　現状変更等により生ずる物
件の滅失若しくはき損又は景観
の変化その他現状変更等が史
跡、名勝又は天然記念物に及ぼ
す影響に関する事項

　十�二　現状変更等の着手及び終了
の予定時期

　十�三　現状変更等に係る地域の地
番

　十�四　現状変更等に係る工事その
他の行為の施行者の氏名及び住
所又は名称及び代表者の氏名並
びに事務所の所在地

　十五　その他参考となるべき事項
２�　埋蔵文化財の調査のための土地
の発掘を内容とする現状変更等の
場合における許可申請書には、前
項各号に掲げる事項の外、左に掲
げる事項を記載するものとする。

　一�　発掘担当者の氏名及び住所並
びに経歴

　二�　出土品の処置に関する希望
（許可申請書の添附書類等）
第�二条　前条の許可申請書には、左
に掲げる書類、図面及び写真を添
えなければならない。

　一�　現状変更等の設計仕様書及び
設計図

　二�　現状変更等に係る地域及びこ
れに関連する地域の地番及び地
ぼヽうヽを表示した実測図

　三�　現状変更等に係る地域のキヤ
ビネ型写真

　四�　現状変更等を必要とする理由
を証するに足りる資料があると
きは、その資料

　五�　許可申請者が所有者以外の者
であるときは、所有者の承諾書

　六�　許可申請者が権原に基く占有
者以外の者であるときは、その
占有者の承諾書

　七�　管理団体がある場合におい
て、許可申請者が管理団体以外
の者であるときは、管理団体の
意見書

　八�　管理責任者がある場合におい
て、許可申請者が管理責任者以
外の者であるときは、管理責任
者の意見書

　九�　前条第二項の場合において、
許可申請者が発掘担当者以外の
者であるときは、発掘担当者の
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発掘担当承諾書
２�　前項第二号の実測図及び同項第
三号の写真には、現状変更等をし
ようとする箇所を表示しなければ
ならない。

（終了の報告）
第�三条　法第百二十五条第一項の規
定による許可を受けた者は、当該
許可に係る現状変更等を終了した
ときは、遅滞なくその旨を文化庁
長官（法第百八十四条第一項第二
号及び令第五条第四項第一号の規
定により当該許可を都道府県又は
市の教育委員会が行つた場合に
は、当該都道府県又は市の教育委
員会）に報告するものとする。

２�　前項の終了の報告には、その結
果を示す写真又は見取図を添える
ものとする。

（維持の措置の範囲）
第�四条　法第百二十五条第一項ただ
し書の規定により現状変更につい
て許可を受けることを要しない場
合は、次の各号のいずれかに該当
する場合とする。

　一�　史跡、名勝又は天然記念物が
き損し、又は衰亡している場合
において、その価値に影響を及
ぼすことなく当該史跡、名勝又
は天然記念物をその指定当時の
原状（指定後において現状変更
等の許可を受けたものについて
は、当該現状変更等の後の原状）
に復するとき。

　二�　史跡、名勝又は天然記念物が
き損し、又は衰亡している場合
において、当該き損又は衰亡の
拡大を防止するため応急の措置
をするとき。

　三�　史跡、名勝又は天然記念物の
一部がき損し、又は衰亡し、か
つ、当該部分の復旧が明らかに
不可能である場合において、当
該部分を除去するとき。

（国の機関による現状変更等）
第�五条　各省各庁の長その他の国の
機関が、史跡、名勝又は天然記念
物の現状変更等について、法第
百六十八条第一項第一号又は第二
項の規定による同意を求めようと
する場合には第一条及び第二条の
規定を、法第百六十八条第一項第
一号又は第二項の規定による同意
を受けた場合には第三条の規定を
準用する。

２�　法第百六十八条第三項で準用す
る法第百二十五条第一項ただし書
の規定により現状変更について同
意を求めることを要しない場合
は、前条各号に掲げる場合とする。

特別史跡名勝天然記念物又は
史跡名勝天然記念物の復旧の
届出に関する規則
（復旧の届出）
第�一条　文化財保護法（昭和二十五
年法律第二百十四号。以下「法」
という。）第百二十七条第一項の
規定による届出は、次に掲げる事
項を記載した書面をもつて行うも
のとする。

　一�　史跡（特別史跡を含む。以下
同じ。）名勝（特別名勝を含む。
以下同じ。）又は天然記念物（特
別天然記念物を含む。以下同
じ。）の別及び名称

　二�　指定年月日
　三�　史跡、名勝又は天然記念物の

所在地
　四�　所有者の氏名又は名称及び住

所
　五�　権原に基づく占有者の氏名又

は名称及び住所
　六�　管理団体がある場合は、その

名称及び事務所の所在地
　七�　管理責任者がある場合は、そ

の氏名及び住所
　八�　復旧を必要とする理由
　九　復旧の内容及び方法
　十�　復旧の着手及び終了の予定時

期
　十�一　復旧施工者の氏名及び住所

又は名称及び代表者の氏名並び
に事務所の所在地

　十二　その他参考となるべき事項
２�　前項の届出の書面には、左に掲
げる書類、写真及び図面を添える
ものとする。

　一　設計仕様書
　二�　復旧をしようとする箇所を表

示した当該復旧に係る地域又は
復旧をしようとする箇所の写真
及び図面

　三�　復旧をしようとする者が管理
団体であるときは、所有者及び
権原に基く占有者の意見書

（届出書及びその添附書類等の記載
事項等の変更）
第�二条　前条第一項の届出の書面又
は同条第二項の書類又は写真若し
くは図面に記載し、又は表示した
事項を変更しようとするときは、
あらかじめ文化庁長官にその旨を
届け出なければならない。

（終了の報告）
第�三条　法第百二十七条第一項の規
定により届出を行つた者は、届出
に係る復旧が終了したときは、そ
の結果を示す写真及び図面を添え
て、遅滞なくその旨を文化庁長官
に報告するものとする。

（復旧の届出を要しない場合）
第�四条　法第百二十七条第一項ただ
し書の規定により届出を要しない
場合は、次の各号のいずれかに該
当する場合とする。

　一�　法第百十八条又は第百二十条
で準用する法第三十五条第一項
の規定による補助金の交付を受
けて復旧を行うとき。

　二�　法第百二十二条第一項又は第
二項の規定による命令又は勧告
を受けて復旧を行うとき。

　三�　法第百二十五条第一項の規定
による現状変更等の許可を受け
て復旧を行うとき。

（国の所有に属する史跡、名勝又は
天然記念物の復旧の通知）
第�五条　法第百六十七条第一項第五
号の規定による史跡、名勝又は天
然記念物の復旧の通知には、第一
条から第三条までの規定を準用す
る。

２�　法第百六十七条第一項第五号括
弧書の規定により史跡、名勝又は
天然記念物の復旧について通知を
要しない場合は、次の各号のいず
れかに該当する場合とする。

　一�　法第百六十八条第一項第一号
又は第二項の規定による同意を
得て復旧を行うとき。

　二�　法第百六十九条第一項第二号
の規定による勧告を受けて復旧
を行うとき。

史跡名勝天然記念物標識等設
置基準規則
（標識）
第�一条　文化財保護法（昭和二十五
年法律第二百十四号。以下「法」
という。）第百十五条第一項（法
第百二十条及び第百七十二条第五
項で準用する場合を含む。以下同
じ。）の規定により設置すべき標
識は、石造とするものとする。た
だし、特別の事情があるときは、
金属、コンクリート、木材その他
石材以外の材料をもつて設置する
ことを妨げない。

２�　前項の標識には、次に掲げる事
項を彫り、又は記載するものとす
る。

　一�　史跡、名勝又は天然記念物の
別（特別史跡、特別名勝又は特
別天然記念物の別を表示するこ
とを妨げない。）及び名称

　二�　文部科学省（仮指定されたも
のについては、仮指定を行つた
都道府県又は地方自治法（昭和
二十二年法律第六十七号）第
二百五十二条の十九第一項の指
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定都市の教育委員会の名称）の
文字（所有者又は管理団体の氏
名又は名称を併せて表示するこ
とを妨げない。）

　三　指定又は仮指定の年月日
　四　建設年月日
３�　第一項の標識の表面の外、裏面
又は側面を使用する場合には、前
項第二号から第四号に掲げる事項
は裏面又は側面に、裏面及び側面
を使用する場合には、前項第二号
に掲げる事項は裏面に前項第三号
及び第四号に掲げる事項は側面
に、それぞれ表示するものとする。

（説明板）
第�二条　法第百十五条第一項の規定
により設置すべき説明板には、次
に掲げる事項を平易な表現を用い
て記載するものとする。

　一�　特別史跡若しくは史跡、特別
名勝若しくは名勝又は特別天然
記念物若しくは天然記念物の別
及び名称

　二　指定又は仮指定の年月日
　三　指定又は仮指定の理由
　四　説明事項
　五　保存上注意すべき事項
　六　その他参考となるべき事項
２�　前項の説明板には、指定又は仮
指定に係る地域を示す図面を掲げ
るものとする。但し、地域の定が
ない場合その他特に地域を示す必
要のない場合は、この限りでない。

（標柱及び注意札）
第�三条　前条第一項第四号又は第五
号に掲げる事項が指定又は仮指定
に係る地域内の特定の場所又は物
件に係る場合で特に必要があると
きは、当該場所若しくは物件を標
示する標柱又は当該場所若しくは
物件の保存上注意すべき事項を記
載した注意札を設置するものとす
る。

（境界標）
第�四条　法第百十五条第一項の規定
により設置すべき境界標は、石造
又はコンクリート造とする。

２�　前項の境界標は、十三センチメ
ートル角の四角柱とし、地表から
の高さは三十センチメートル以上
とするものとする。

３�　第一項の境界標の上面には指定
又は仮指定に係る地域の境界を示
す方向指示線を、側面には史跡境
界、名勝境界又は天然記念物境界
の文字（特別史跡境界、特別名勝
境界又は特別天然記念物境界の文
字とすることを妨げない。）及び
文部科学省の文字を彫るものとす
る。

４�　第一項の境界標は、指定又は仮
指定に係る地域の境界線の屈折す
る地点その他境界線上の主要な地
点に設置するものとする。

（標識等の形状等）
第�五条　第一条から前条までに定め
るものの外、標識、説明板、標柱、
注意札又は境界標の形状、員数、
設置場所その他これらの施設の設
置に関し必要な事項は、当該史跡、
名勝又は天然記念物の管理のため
必要な程度において、環境に調和
するよう設置者が定めるものとす
る。

（囲いその他の施設）
第�六条　法第百十五条第一項の規定
により設置すべき囲いその他の施
設については、前条の規定を準用
する。
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